
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『勇ましき弱者の戦い』 - their inferiority complexes -

『太陽の輝くこの世界で』 - beautiful world -

『海の上の島の中の』 - in the heart of the sea -

『この日々が終わっても、きっと──Ａ』 - senior's sword -

『壊れた懐中時計』 - indeterminate future -

あとがき
















　それは、俗ぞくに卑獣ヴアルガーと呼ばれている。

　野生動物の中から突とつ然ぜん変へん異い的に生まれてくる、異常種である。親となる動物よりも凶きよう暴ぼう性と残ざん虐ぎやく性が大きく増し、人里のみならず周辺の自然環かん境きよう全体に害を及およぼす。そのため、多くの国家において、優先討とう伐ばつ目標指定されている。

　ちなみに、自然発生する怪物モンストラスの中では、かなり危険度が高い部類に入る。冒険者組合ギルドにその討伐依い頼らいを出したところで、そう簡単には適任者が見つからないほどには。




　目の前で確かに、一匹の、熊くまの卑獣ヴアルガーが死んでいる。その骸むくろに刻まれているのは、いくつかの刀傷と無数の斬ざん撃げき痕こん。具体的に言えば、鼻先、喉のど、右上じよう腕わん、左手首、鳩尾みぞおちの五カ所に、それぞれひとつずつの傷が開いている。いずれも一撃ではなく、十度以上、正確に斬撃を重ねることで穿うがたれたものだ。

　それだけ見れば、この獣けものが死に至った経けい緯いが、手にとるようにわかる。誰だれかが一人で、こいつと戦ったのだ。一撃で巨獣を仕留められない非力な戦士が、それでも真正面から立ち向かったのだ。正確に急所だけを狙ねらい、敵の力を削そぐことに徹てつし、効き目の薄うすい攻こう撃げきをひたすら繰くり返した。そして、勝った。

　並の腕うでではない。しかし、常識外れというほどの腕でもない。賞賛されるべきは何よりも、常人の域に止とどまっているだろう力量しか持たずに、卑獣ヴアルガーに立ち向かった胆たん力りよく。そして、最後まで立ち向かい続けた精神力。

「──っ!?」

　少女は、慌あわてて周囲を見回した。

　うそでしょ、と思った。

　うそであって、と祈いのった。

　少女には一人、そういう人間の心当たりがあった。というより、そんな馬ば鹿かなことをやりそうな人間が、その一人以外にいるなどとは考えられなかった。

「よ……ぉ」

　呻うめくような小さな声。

　弾はじかれたように、そちらに顔を向けた。少し離はなれた小さな崖がけの下、黒く小さな人ひと影かげがうずくまっているのが見える。

「悪わりぃなリーリァ……お前の獲え物もの、先に獲とっちまった……」

　黒くろ髪かみと、艶つやを消した黒い革かわ鎧よろい。十をいくつも超こえていない、つまり少女自身──リーリァともそう年の離れていない、少年。崖に背を預け、右手に血ち塗まみれの細さい剣けんを握にぎりしめたまま、荒あらい息を繰り返している。

　無傷ではない。裂れつ傷しようこそ少ないが、大小数えきれない数の打だ撲ぼく傷を負っている。致命の傷はないが、それは運がよかったからだろう。どの傷も、一歩間ま違ちがえれば命を奪うばわれていたであろう危険なものだったはず。

「……なに、してるの」

　尋たずねた。

　少年は、ボロボロになった安物の細剣を投げ捨てながら、力なく笑った。

「見りゃわかんだろ」

「わかりたくないから聞いてる」

「……そうだな。実際自分でもよくわかんねぇよ」

　卑獣ヴアルガーの目撃情報が出てからの、街の人々の対応は的確だった。街の冒険者組合ギルドを介かいして組合同盟アライアンスに戦力を募つのり、同時に街の護まもりを固めた。そしてすぐに、どんな冒険者アドベンチヤラーよりも強大な戦力となる一個人が現場に向かうことに決まった。つまり、この卑獣ヴアルガーは、放ほうっておけばすぐに、ろくな被ひ害がいも出さずに討伐されていたはずだった。

　もうひとつの気配に気づく。

　少年の背後。黒い背中に縋すがりつくようにして、少年自身よりさらにいくつか小さな男の子が震ふるえている。辺りに散らばっているのは、煎せんじて飲めば解熱の効用があるとされる薬草。

（──ああ）

　納なつ得とくした。

　想像できる。この子の家族の誰かが熱を出したのだろう。薬草の買い置きは尽つきていたし、卑獣ヴアルガーが出しゆつ没ぼつしている以上、大人たちの誰も、山に入って採取しようなどとはしなかったのだろう。だからこの子は、一人で勝手にここまでやってきた。そのことに気づいたこの黒い少年が、これまた一人で勝手にそれを追いかけてきた。卑獣ヴアルガーは危険で、並の冒険者アドベンチヤラーでは太刀たち打うちできなくて、専門家が退治するまでその棲せい息そく圏けんに近寄るべきではなくて。──そういう大人の理り屈くつを受け入れられなかった子供たちが、無む茶ちやをした。

　もちろんそれは、現状を見ただけの情報をもとにした、想像でしかない。けれどかなりの精度で事実と合がつ致ちするだろうと確信できる。なにせこいつは、そういうやつなのだ。いつだって、どこにいたって、変わらずに。

「あんた……」

「わかってるって。なんで正規勇者リーガル・ブレイブサマの到とう着ちやくを待たなかった、って言いたいんだろ」

　言って、少年は身をひねり──一いつ瞬しゆんだけ激痛に顔をひきつらせて──男の子の頭に手を乗せた。そのままくしゃりと髪をかき回す。

「返す言葉がねぇよ。一人で先走って戦って、あげくがこのザマだ。……あー、っくしょぅ、なんでこんな弱よえぇんだろうな、俺ぁ」

　体てい裁さいだけを言うならば、身勝手な私し闘とう。正規勇者リーガル・ブレイブを派は遣けんした教会の顔を潰つぶす行こう為いだし、功を横取りしようとして勝手にズタボロになっただけと言われても反論できないし。つまりは彼自身の言う通り、愚おろかな戦いではあった、けれど。

　──ああ。まったく、本当に、こいつときた日には。

　リーリァの頰ほおが、小さく笑えみの形にひきつる。

　相変わらず、何もわかっていないのだ。

　自分が何をしたのか。何をやり遂とげたのか。

　いくら「大陸最強級の強大な戦力」こと正規勇者リーガル・ブレイブであっても、手の届かないところまでは守れない。最終的な街への被害を抑おさえるという、巨視的に最も大事な目的を達成することはできても、もっと小さなものは簡単に取りこぼしてしまう。つまり、こいつが戦わなかったら、この小さな男の子は、間違いなく死んでいただろう。

　つまり。結果だけを言うならば。

　正規勇者リーガル・ブレイブには守れなかったものを、確かに、こいつは守ったのだ。




　敬意とか。嫉しつ妬ととか。……ほんの小さな好意とか。

　湧わき上がってきたそんな気持ちを、全部まとめて、そっと心の小箱に封ふうじ込める。




　表情を作る。

　いつもの顔。この少年の妹弟で子し、意地悪で生意気で高こう慢まんな少女、今代の正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイとしての、小こ憎にくらしい顔を。

「あんたは、あんたの手の届くところを守ってればいいの。届かないところは、あたしがやってあげるからさ」

「……納得できっかよ」

　憮ぶ然ぜんとした声。

「……あんたって、やっぱりさ」

「ん？」

「生きるの、へたくそだよね」

　ぐ、と苦し気に息を吞のんで、少年は押し黙だまる。

　その顔を見て、リーリァは小さく笑った。

















１．二十代正規勇者リーガル・ブレイブと世界規模の危機






　この世界において、人間という種は、あまりにか弱い。

　大地に住まう生物のほとんどと敵対しており、それにも拘かかわらず、戦う力に乏とぼしい。平均的な人間が武器を握ったところで、野や狼ろうの一いつ匹ぴきにすら敵かなわない。人数や統とう率そつによって得られる力は、豚面種オークなどの種に遠く及およばない。知ち恵えだの技術だの神秘だの、どの尺度において比べても、到底届かない敵が必ず存在している。

　それでも人間は、事実としていまこの大地の大半を支配している。

　理由はいくつもあるが、そのひとつが、「勇者ブレイブ」と呼ばれる機構システムだ。




　勇者ブレイブ。言葉のもともとの定義を雑に言ってしまえば、それは、勇気ブレイバリーを示した者のこと、である。つまり、普ふ通つうの者は尻しり込ごみするような偉い業ぎようを成したり、あるいは成そうとする姿勢を見せた人々。

　大軍へと立ち向かおうとしている将軍だとか。愚ぐ王おうを討うち取ろうとしている刺し客かくだとか。荒あれた冬の海に漕こぎ出そうとしている船乗りだとか。人食いの大おお熊ぐまとともに暮らす森人だとか。どう考えても不ふ釣つり合いな美女に求きゆう婚こんしようとする冴さえない男だとか。そういう連中。

　しかしここで言う勇者ブレイブは、少々意味合いが違う。

　正規勇者リーガル・ブレイブと、準勇者クアシ・ブレイブ。それらは、讃さん光こう教会が承しよう認にんする聖人の一種である。人類を守護する使命を帯び、人類を害する者たちと戦う宿命を背負って、人じん智ちを超こえた力を振ふるう超ちよう人じん。人の身ながらその戦力は絶大で、特に正規勇者リーガル・ブレイブに任じられるような者たちは、相手が竜種ドラゴンだろうが古霊種エルフだろうが構わず薙なぎ倒たおしてしまう。

　圧あつ倒とう的てきな脅きよう威いに抗こうするための、圧倒的な希望。

　非力な一いつ般ぱん人には縁えんのない、雲上の戦いの出演者。

　それは、秘伝の継けい承しよう者とか失われた国の落らく胤いんだとか、いかにも英えい雄ゆう物語の主人公然とした連中から選ばれる。いかにも強そうだ、いかにも正義のために戦って勝ちそうだ、そういう（物語としての）説得力を備えている者たちだ。そして彼らは実際に、強大な敵を倒し人々を守り、いかにも英雄物語然とした活かつ躍やくを繰くり広げるのだ。
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　フィスティラス山脈南東部。人の足には厳しい峻しゆん険けんな岩山をひたすら進んだ先に、小規模な都市にも匹ひつ敵てきする敷しき地ちを持つ、古い廃はい神しん殿でんがある。

「ごめんね昔のひとたち、ならびに古い神様！」

　謝罪の言葉を放ちつつ、少女は巨きよ大だいな神像の顔面を蹴けり、高く跳ちよう躍やくする。風化し朽くちかけていた神像の首から上、大の男の一ひと抱かかえ以上の大きさのあった石せつ塊かいが、衝しよう撃げきに耐たえきれず無数の小石へと砕くだけて散らばる。

　何度か壁かべを蹴り高度と速度を修正、大おお蝙蝠こうもりの一匹の首を刈かりつつその背を踏ふみつけてさらに飛ひ翔しよう、天てん井じように着地した後、次の獲え物ものに狙ねらいを定めて改めて跳躍する。

　血流のごとく全身を巡めぐり、筋力を賦ふ活かつする魔力ヴエネノム。自身の体重を限りなく無へとごまかす、地ち錬れん系体術。それぞれ単体でも、人類の限界を一歩踏み越こえたところまで至らないと扱あつかえない技わざだ。そんな豪ごう勢せいなしろものをさらにふたつ掛かけ合わせれば、こういう、重力をほぼ無視したような機動も可能になる。

　人の手には届かないような怪物モンストラスを相手どって戦うことも、できる。

（──とはいえ、数が多いと、さすがにしんどいかなあ）

　剣けんという武器は、それでもやはり、剣でしかないのだ。

　防ぼう御ぎよを許さない速度と技量がある。一撃で敵を仕留める威い力りよくと精度がある。しかしそれでも、一度の攻こう撃げきでは、ひとつの敵を倒すことしかできない。百を超える数の大蝙蝠の群れを殲せん滅めつするには、やはり、百を超える数の斬ざん撃げきが必要になる。

　二十秒近くかかった。

　成人を簡単に捕ほ食しよくできそうなサイズの大蝙蝠と、牛か何かと見み間ま違ちがえそうになるサイズの狼おおかみと、それらよりは一見して脅威度が低そうに見えるがやっぱり何かがおかしい大型犬サイズの鼠ねずみの群れ。いずれも並の怪物モンストラスではない。この中の一種だけでも人里の近くに出現していれば、並の冒険者アドベンチヤラーでは抗しきれず、かなりの被ひ害がいが出ていたはずだ。

　それら全すべてを斬きり散らし、音もなく、砕けた石造りの回かい廊ろうへと降り立つ。

　どういう理り屈くつか、この蝙蝠やら狼やらは、骸むくろを残さないタイプの怪物モンストラスであるらしい。斬られたそれは、水に落とした角砂糖のように、どろりと形を失うとそのまま溶とけて消えてゆく。

「馬ば鹿か……な……」

　呆ぼう然ぜんとした驚きよう愕がくの声を、聴きく。

　そちらに目をやれば、声の主の姿が見える。やや古ふる臭くさい、貴族然とした装しよう束ぞく。初老の域に踏み込みながら、端たん整せいと言っていいだろう顔立ち。そして、それらの印象を全て上書きしてしまうほど印象的な、充じゆう血けつしきった緋ひ色いろの眼球。

　人間、ではない。

　吸血鬼ヴアンピリツク。

　人間の中から生まれてくる怪物、俗ぞくに鬼種オグルと呼ばれるカテゴリの中でも、ずば抜ぬけて危険度が高いとされている化け物だ。

　魂こん魄ぱくを直接汚お染せんして同種を殖ふやすとか、自身の影かげを切り刻んで無数の害がい獣じゆうに変えるとか、その恐おそろしさについて語る伝承は数多い。そして何より恐ろしいのは、それらの真しん偽ぎを確認できるほどの討とう伐ばつ記録がなく、正確な脅威の程ほどが知られていないこと。

「有り得ん。有り得ん有り得ん有り得ん！　そんなことは、有り得てはならない！」

　指をすべて自分のこめかみに突つき立て、血が出そうな勢いで搔かきむしっている。

「貴様は、いま自分が斬り散らしたモノが何か、理解しているのか!?」

「……とか言われてもなぁ」

　リーリァは軽く答えつつ、空を斬るように、手の中の大剣を振るった。ぶおう、という大きな音とともに、刀身にまとわりついていた黒い雫しずくのようなものが、血のようにあたりに飛び散る。

「なんか、触さわったら病気になりそうな化け物？」

「そうだ！」

　うんざりした顔で適当に答えたら、まさかの正解を頂いた。少し驚おどろく。

「それは病魔だ。害獣の姿を象かたどらせてはいても、本質は違う。触ふれればもちろん、その肉に刃やいばを喰くい込ませただけで、呪じゆ詛そが体を蝕むしばむ。皮を腐くさらせ肉を萎しなびさせ、臓ぞう腑ふを腐ふ汁じゆうへと変えて人を殺す！」

「うわ、やだなそれ」

　汚きたないものを払はらうように、小さく手を振ってみせる。もちろんそれで何を振り落とせるというわけでもなく、ただ吸血鬼ヴアンピリツクを挑ちよう発はつするだけにしかならない。

「それを！　これだけの数の病魔を散らして！　その呪詛すべてにその身を晒さらして！」

　節くれだった指が、震ふるえながらもまっすぐに、リーリァをさす。

「なぜ平然と生きていられるのだ、人間の子供よ！」

「……別に『平然と』じゃないんだけどね。さすがにちょっと疲つかれてるし、頭も重いし。それに、剣こいつのほうもだいぶ汚けがされたみたいだし」

　言いながら、リーリァは視線を、自分の手にある大剣の刀身へと向ける。本来ならば青白い金属の光こう沢たくを放っているはずのそれが、油か泥どろに塗まみれたように、斑むらのある黄おう褐かつ色しよくに染まっている。

「それが、有り得んのだ！　これは人の国を墜おとすため、万の数を鏖おう殺さつするための病魔だ！　その全てをひとつの身に浴びて、なぜ生きていられると……」

　国を墜とす。

　それはまた、大した災害だ。そんな災害を従えられるというなら、吸血鬼ヴアンピリツクが、もっとも恐ろしい部類の鬼種オグルと呼ばれているのも納なつ得とくできる。

　納得はできるのだけど、それはそれとして。

「そりゃ、人の国を墜とすため程度の病魔だからじゃないの？」

「……何、を？」

「人類全てを守護するための存在を力勝負だけで潰したいなら、人類全てを潰し切るだけの病魔を持ってこないと足りないって話」

　吸血鬼ヴアンピリツクが目を剝むく。

「その、ような……出で鱈たら目めな理屈が……」

「ん、よく言われる」

　素す直なおに首しゆ肯こう。

　噓うそでも何でもない。デタラメ扱いされることには慣れているし、実際、自分自身でもこれはどうなのかなあと思うことはよくあるのだ。

　しかし、誰だれがどう思おうと、現実は現実であり、正規勇者リーガル・ブレイブは正規勇者リーガル・ブレイブである。

「そのような理り不ふ尽じんが、認められるものか！」

　振り絞しぼるような叫さけびとともに、吸血鬼ヴアンピリツクが突とつ撃げきしてきた。

「そうだろうね──」

　理解を示すことはできる。けれど、同調や同情を示すことはできない。当の理不尽の側にいる自分には、そんな権利はない。できることは、ただひとつ。

「──だから、あんたは、ここまでなんだ」

　大剣を。

　病魔の腐汁に汚されながら、なお青白くかすかな光を放つ剣を、正面から、吸血鬼ヴアンピリツクの胸部に突き立てた。

　こふ、と大きな血の塊かたまりが吐はき出される。

「ァ……ア……」

「受け入れがたい理不尽なのは、人間にとってのあんたたちも一いつ緒しよだ。お互たがい様なんだから、恨うらみっこはナシってことで、お願いね」

　そんな軽口も、もう、聞こえてはいないだろう。

　大剣の刀身に、幾いく筋すじもの、細い罅ひびが入る。罅からわずかな光があふれだす。

　吸血鬼ヴアンピリツクは、限りなく不死に近い鬼オグルであると言われている。どんなに重い傷を負わされても、すぐに復元する。それも、最も恐ろしい部類の怪物モンストラスとされている所以ゆえんのひとつであろう、が。

「ァ……」

「極位古聖剣がひとつ、セニオリス。正しい使い手の振るうその刃に貫つらぬかれれば、何者であっても、強制的に『死者』へと変えられる」

　最さい期ごには、うめき声のひとつもなく。

　苦し気に目を見開き、乱らん杭ぐい歯ばをむき出したまま。吸血鬼ヴアンピリツクは沈ちん黙もくした。

（──ふう）

　剣を抜く。骸が、廃神殿の床ゆかに倒れる。

　生きて動く者は、もうここには、リーリァ一人しか残されていない。当のリーリァが沈黙してしまえば、ただ重い沈黙が広がるばかりだ。

　帰ろう。

　踵きびすを返す。足音をたてながら、歩き出す。

　数歩を進んだところで、一度足を止めて、振り返る。

　たったいま自分が『死』なせた骸が転がっている。その瞳ひとみが、どこでもなく何もない虚こ空くうを、意味もなく見み据すえているのも見る。

　これは、人間にとっての理不尽だったもの。

　そして自分は、その理不尽にとっての理不尽となった者。




　──なるほど、我われ等らのような鬼種オグルでこそないかもしれぬが。




　骸の唇くちびるは動いていない。

　リーリァが足を止めていることによる静せい寂じやくは、今もまったく変わらず、辺りに重苦しく立ち込めている。だからこれは幻げん聴ちようだ。リーリァの心の中だけに響ひびく声だ。




　──正規勇者リーガル・ブレイブよ。貴様も、もはや、人と呼べるモノではないのだな。




「ふん」

　しょせん幻聴であるならば、相手をしてやる義理もない。

　鼻で笑って、改めて、爪つま先さきを出口へと向ける。

（っと？）

　眩暈めまい。

　視界が、わずかにぐらつく。

　目を閉じ、息を整えて、自分の体に調子を尋たずねてみる。いつもよりほんのちょっとばかり体が重くて、少々熱っぽいような気がする。
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　さて、三日後、帝てい都とに戻もどってのことである。

「阿あ呆ほうか」

　やたらと体格の良い初老の男が、無ぶ精しよう髭ひげの向こうの唇で、呆あきれの形を作った。

「傾けい国こく規模の腐病毒呪を、ご丁てい寧ねいにも真正面から、全部浴びましたってか？」

「や、ししょーはそう言うだろうけど、ありゃ仕方なかったんだって」

　リーリァは両手をひらひらさせて、師し匠しよーであるその男に弁解する。

「あたしが引き受けてなかったら普ふ通つうにあの辺りを汚染してたろうし、下手へたしたら近くの人里、まるっと滅ほろびてただろうし」

「自分自身の身の危険と、四万七千六百五十三人の人間の命。考えた末に後者をとるならとるで構わねぇがな、しょーがなかったで片付ける前に、せめて秤はかりにかけろ。その場のノリで自己犠ぎ牲せいして許されるほど、安い身の上でもないだろうが」

　妙みように細かい数字を出された。たぶん、リーリァの内側に蟠わだかまる呪のろいの総量を正確に見み抜ぬいて、それがどれだけの人間を殺せる量なのかの推定値をわざわざ計算したのだろう。

　人にん間げん業わざとは思えないが、まあ、この師し匠しよーが人間離ばなれしているのは昔からのことだし、今さら驚くにはあたらない。

「……人を、見捨てろってこと？　その、四万何千人かの」

「その選せん択たく肢しも忘れんなってことだ。最終的にどういう行動に出るにせよ、自分で選択しての行動と、道徳規き範はんにやらされてるだけの行動は全くの別モンだぞ」

「んあー、わかるような、わからないような」

「聞き分けがいいだけのガキにゃなるなって話だ」

「それは……まあ、わからなくも、ないけど」

　聞き分けのいい子供である、ということには自覚がある。大人にとって都合がよく、かつ便利に使えるタイプのそれだと。

　自分自身では、それでもまあいいじゃんと思っている。どうせ世の中は公平などではないのだから、自分がここにいることで誰かが得できているなら、それはもうその時点で有意義な人生と言ってしまっていいのではないかなどと。

　しかし、そういうリーリァを良しとしない──心配してくれている人たちがいるということは、ちゃんとわかっている。そして困ったことに、そのことを喜ばしく思ってすらいる自分もいるのだ。

　気まずいというか、照れ臭くさいというか。

　そんな気持ちを持て余して、意味もなく指先で頰ほおを搔かく。

「──お前の中に注がれた分の呪詛は、そのままお前ん中に溜たまったままだ。が、まぁ、大した問題にゃならんだろうし、ほっときゃ自然に浄じよう化かされるだろう。問題は」

「うん」

　二人そろって、壁かべに立てかけられた、汚れたままの大たい剣けんに視線をやる。

　セニオリス。

　聖剣カリヨンと呼ばれるカテゴリに属する武器──その中でも最古にして最高にして最強の一ひと振ふり──である。

　聖なる剣、という名は、ただのハッタリのようなものだ。神聖な力を帯びているだとか神の祝福を受けているだとか、それらしい背景は一いつ切さいない。世間的に言う聖剣カリヨンはどれも、誰かの手と技術によって造り上げられる、純じゆん粋すいな工芸品の一種である。

　大小さまざまな金属製の護符タリスマンを特とく殊しゆな呪じゆ力りよく線せんでつなぎ合わせ、組み上げることで生まれる、特殊な大剣。

　なにせ特殊なしろものなのだから、修復や調整も、そこらの町工場でちょちょいと済ませるというようなことができない。格の低い量産型の聖剣カリヨンであっても、専門の設備と技術者が揃そろっていなければ調整できない。ましてその頂点、五振りの極位古聖剣のひとつが不調となれば、その頂点にふさわしい技術者でなければ手も出せない道理だ。

「帝都の工こう房ぼうで、どうにかなりそうだったか？」

「んや。『脊せき髄ずい回路周りの呪力線を全部並行して解ほぐさないとバランスが崩くずれる、こんなのうちの技術者じゃ手が出せない』って、泣かれた」

「まぁ、連中ならそう言うか。教会のハゲどもは何つってた？」

「聖剣カリヨンとしての機能そのものは健在だからほっといていいだろうって。核かくになってる水すい晶しようが死んでないからそのうち自然浄化するかもしれないし、とか」

「……まぁ、連中ならそう言うか」

　ししょーは深い深いため息を吐ついて、

「とはいえ、本当にほっとくわけにもいかねぇよな」

　手帳を取り出し、白紙を何枚か破り取る。ペン先をインクに浸ひたし、軽く書きつけて、

「関係各所に持ってけ。多少の無む茶ちやは通さにゃならんだろうが、まぁ、俺の名前を出せばなんとかなるはずだ」

「何これ」

「紹しよう介かい状と、処しよ方ほう箋せんだ」

　頭痛をこらえるような渋しぶい顔で、ししょーは紙切れを寄よ越こしてくる。

「お前の体の事情はどうしようもねぇが、セニオリスを直せそうなやつには、心当たりがある。正規勇者リーガル・ブレイブの仕事はいったん棚たな上あげして、そいつんところまで行ってこい」





２．アデライード・アステリッド






　ステンドグラスが好きだ。

　ひとつひとつのパーツを見れば、なんということもない硝子ガラス片へんなのだ。単色に染められ、様々な形に砕くだかれているというだけの。しかし、数を集めて鉛なまりで繫つなぐことで、その性質は大きく変わる。ただきらきらしていただけの破片が、大きな絵の一部として、別の意味と役割を抱いだくようになる。

　その在り方を、その関係性を、その枠わく組ぐみを。それらすべてを、美しいと思う。

　それが、アデライード・アステリッドが持つ美意識の、根幹である。
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　うすぼんやりと、目を覚ます。

「……んがぁ」

　身を起こす──のも面めん倒どうだったので、横になったままで、のびをひとつ。シーツにくるまったままで横に身をよじり、ベッドから転げ落ちた。

　どすん、いかにも重そうな音と衝しよう撃げき。

「そんなに重くないやい……」

　床に対して意味のない愚ぐ痴ちを投げてから、半身を起こす。床の上にぺたりと腰こしを落としたままで、辺りを見回す。もちろん、そこにあるのは、見慣れた自分の部屋の光景だ。本棚から溢あふれて床に積まれた大量の書しよ籍せき、それらの隙すき間まを埋うめ尽つくすような無数の海かい藻そう紙の書きつけ、それらの奥に隠かくれるように大型のクローゼットが二ふた棹さお。あとは、所かまわずに散らばった、鈍にぶい輝かがやきを放つ金属片たち。

　窓の向こう、閉まったままの雨戸の隙間から、陽光が漏もれ入ってくる。

　それは、まごうことなき、朝の証あかし。

「うー……」

　動かないといけない。芋いも虫むしのように動き出す。寝ね坊ぼうをしている余よ裕ゆうはない。壁のコルクボードには、今日の予定が山のように貼はり付けられている。

　熱いシャワーで目を覚まして、髪かみを整えて、お気に入りのピンが見つからなくてちょっと探して、服装にちょっと悩なやんで、手て袋ぶくろに──赤い絹に金糸の縫ぬい取りを施ほどこした特注のそれに、手を通す。

　鏡の前で、くるりと回ってから、にっこりと表情を決める。

　鏡の向こうで、見慣れた少女の顔が笑っている。

　年は十七。世間一いつ般ぱんには、まだまだ少女と呼ばれる年とし頃ごろだ。

　透すき通るような金の髪、蒼あおく透き通った双そう瞳とう、磨みがいたような白い肌はだと、それなりに整った顔立ち。様々な民族の者の入り混じるバゼルフィドルの中にあってはそれなりに珍めずらしい、帝国貴族めいた容姿。だから着る服も、やはり帝国貴族のご令れい嬢じようたちが好みそうな、派手なものを選んでいる。

　そうすることが最も人の目を惹ひける道筋だと、アデライードは心得ている。

「よし」

　服装に乱れはなし。笑え顔がおもいい感じ。髪の色にも──くるくると指先で弄もてあそびながら確認する──今のところ違い和わ感かんなし。

　今日の自分も、この国という戦場で、ちゃんと戦える。




「おっはよー」

　軽く手を振りながら、アステリッド工房の経営事務所へと駆かけ込んだ。

「ティリさん今日も美人だねリュカ君寝ねぐせついてるよサラちゃん昨日貸してくれた本もうちょっと待ってスノさん例の件の報告待ってるからねバイズメイさん昨日はグッジョブでした先方からいい返事来てましたよ、えっとそれから……」

　ぱたぱたと部屋を横切りながら、その場にいた全員に一声ずつかけてゆく。

「ボスゥ、三番工房の星ほし屑くず粉の仕入れが止まってるみたいですが」

「また？　当座は二番の予備を回して。それと別に、仕入れ業者のお金の流れを調べといて。うちへの納入の分、よそに流されてたら最悪だから」

「今年のウミヘビ祭り、自警団が逃にげそうなんですけど」

「今回は外から援えん軍ぐん呼ぶから、それ伝えて引き留めて」

「古ふる網あみ区画の福ふく祉しの件、税金対策にしても寄付額が大きすぎるって経理が」

「宣伝効果狙いなんだから半端やるよりドカンといくべき、って言っといて」

「いや、それならもっと目立つ寄付先が別にあるだろうって」

「んーまあ、そこは言いっこなしで。地域の役には立ててるわけだし！」

　そうやって辿たどり着いた最高責任者のデスクには、今日もきっちり、未済書類が山と積まれている。

「……うわあい今日も盛せい況きようだ」

　髪の先を指先でくるくるしながら、うめく。

「おはようございます、ボス」

　淡たん々たんとした声とともに、中年男が近づいてくる。

「その仕事は一通り、昼までに片付けてください。それと別に、お耳に入れておかなければならない件が二つほど」

「えー、今日は久しぶりに、作業場で試ためしたい図面あるんだけど。それ全部キャンセルとかできないの、ヨーズア叔父おじさん？」

「事務所で叔父さんはやめろと言っているだろう、アデライード」

　ヨーズアと呼ばれた中年男は小さく嘆たん息そくすると、柔にゆう和わに苦く笑しようする。

「ここでの私は副アンダーボスだ。ここでのお前がボスであるようにな」

「うー。パパもとんでもないもん遺のこしてくれちゃったなあ」

　力が抜けて、だらしなく机に顔を突つっ伏ぷしそうになる。

「お前の才能なら、問題なく継ついでくれると信じていたからだろう。そして事実、お前はよくやっている。兄貴の判断は間ま違ちがっていなかったさ」

　優やさしく言って、目をわずかに細める。

「…………」

　アデライードはその目を、そしてその奥のかすかな光を、横目で見る。

「……ま、うん、愚痴っててもしょうがないよね。それで、口頭の報告って？」

「セス家の三男坊ぼうからの会食の誘さそいと、大陸からのお客様です」

　口調を副アンダーボスのそれに改めて、ヨーズアが静かに告げる。

「あー、セス家の……」小太りの小男の顔を思い出し、うんざりした顔になる「……ウミヘビ祭りの人材派は遣けんについては話ついてるよね。また派手に家庭内ドンパチやるから味方してくれって話？」

「いえ、『笑い猫ねこ』の案件についての確かく認にんだそうです。互たがいの捜そう査さ状況を共有してことに当たりたいと」

　心臓が跳はねた。

「あの話かあ……」

　動どう揺ようを表に出さないように、装よそおえたと思う。

　この『笑い猫』という符ふ丁ちようは、この界かい隈わいの区域でゆるやかに繰くり返されている、連続失しつ踪そう事件を指して使われる。死体が出ていないため殺害事件としては扱あつかわれず、脅きよう迫はくのひとつもないうえ利害のつながりにも共通点がないため誘ゆう拐かい事件としても扱いづらい。

　そもそもこの界隈は、もともと治安が良いとはいえない。ひとが姿を消す程度のことならば、ありふれているとは言わないまでも、とりたてて騒さわぐほど珍しいわけではない。たまたま似たようなことが続いただけだろうと、言ってしまえばそれだけだ。だから、バゼルフィドル各区域の統治者たちは、この案件を大して重要視していない──あるいは少なくとも、そのように装っている。

「何か手がかりになりそうなもの、見つかったの？」

「いえ、これといっては。事情はセス家も同様のはずですが、それを口実にして、ボスを口説く心算つもりでしょう」

「あー、やっぱり？　前回ので奥さんにさんざん絞しぼられただろうに、懲こりないなぁもう」

「また突き放しますか。あれでも、財力と権力はある男ですが」

「それだけだし。せめて、顔と頭と性格と体格と体力と分別と人徳と人望と将来性と常識が最低限あれば、考えるふりくらいはしてあげたんだけどねー」

「妥だ当とうな判断かと」

「でしょー」

　ぼんやりと答える。

　アデライードは若い女で、自ら言うのもアレだが、顔も悪くない。となれば、どうしようもなく、そういう輩やからは出てくるものだ。

　そのことは受け入れているし、精せい一いつ杯ぱい利用してやろうと開き直ってはいる。が、変に気をもたせるようなことをして後で恨うらまれても面倒だし、厄やつ介かいな問題だなとも思っている。

　この国は、建国時の事情により、いろいろな意味で足場が不安定だ。そのせいで、それぞれに違う長おさを掲かかげた幾いくつもの勢力が、表に裏に、勢力争いを延々と続けている。

　乱らん闘とうや抗こう争そうは日常茶さ飯はん事じ。毎日のように人が傷つき、人が死ぬ。そんな中で生きて行こうと思うなら、群れて強くなるか、強い群れに入るしかない。たとえそうやってできた群れこそが、次の争いの原因であっても。

　そして、アデライードを現在の長と掲げるこのアステリッド家は、縄なわ張ばりの広さも構成員の数も単純な戦力も乏とぼしいながら、その勢力の中のひとつに数えられている。つまり、いつ周囲の組織に潰つぶされ消えてしまうかわからない状況で、ギリギリの毎日を生きている。

　味方は作りたいし、敵は作りたくない。

（──ほんと、パパもとんでもないもん遺してくれちゃったな）

　言葉にせず、もう一度だけ弱音を心中で呟つぶやいて。

「んで。その次に会うっていう、大陸からのお客様ってのは？」

「正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイ」

「……え？」

「話には聞いていますよ。以前に帝てい都とに招かれた際、パーティの場で、ボスと派手に揉もめていたらしいですね？」

「いやぁ、揉めたってほどじゃ」

「その正規勇者リーガル・ブレイブが、当家の技術を見込んで、内密の依い頼らいがあると」

　うわあ、とアデライードは顔を覆おおう。仕事というのは、できるだけ、私情を絡からめずにやるべきことである。なのに世の中には、どうしても私情を抑おさえきれなくなる相手というのもいるのである。

　断言してもいい、その依頼を受ければ、いや話を聞くだけでも、いやいやその前に顔を合わせるだけでも、ろくなことにはならないだろうと。

「よりによって、あの赤あか猪いのししかぁ」

「週が明けるころには、船が港に着くはずです」

「……その前に沈しずめらんないかな、その船？」

「こら」

　叔父としての口調で、ヨーズアがたしなめてくる。

「そういうことは、思っても言うんじゃないぞ」

「あ、うん、そうだね。沈めても、あいつ一人で生き残るとか平気でやりそうだし、他ほかのひとたちに迷めい惑わくかけるだけだよね」

「そういうことも、思っても言うんじゃないぞ」

　頭痛を堪こらえるような顔で、ヨーズアが繰り返す。

「うちの家は、バゼルフィドルの他の勢力に比べ、後ろ盾だてが弱い。今はこの依頼を通して、神聖帝国や讃さん光こう教会との繫つながりを強化しておくべきだ。わかるだろう？」

「……わかるけどぉ」

　唇くちびるを尖とがらせて、

「あー。作業場いきたい、護符タリスマンいじりたい新製品開発したーい」

「今日のところは諦あきらめてください」

　再び副アンダーボスとしての口調に改め、ヨーズアはしれっと言う。

「いつまで諦め続けてればいいのか」

「バゼルフィドルに平和が訪おとずれるまで、でしょうか」

「あはは」乾かわいた笑いが漏れる「叔父さん、そのジョーク面おも白しろい」

「そうでしょう。ではひと笑いしたところで、今日のお仕事です」

「ああもーっ！」

　叫さけんでも嘆なげいても、目前の現実は変わらない。

　ならば、とりあえずやることはひとつ。一度両手で自分の頰ほおを張ってから、アデライードは山積みになった書類の束に挑いどみかかった。
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　世界には、色々な人がいる。

　一人一人を見れば、大したことのない凡ぼん人じんであることも多い。できることは少なく、考えることだって凡ぼん庸ようで。

　それはそれだけでも、素す晴ばらしいものであることには違いない。けれど数を集めて集団を作ることで、さらに違う性質が生まれてくる。個々ですらきらきらと輝かがやいていたはずの人生が、大きな絵の一部としての、別の意味と役割を抱いだくようになる。

　その在り方を、その関係性を、その枠わく組ぐみを。それらすべてを、美しいと思う。

　アデライード・アステリッドは、そんな風に考えている。だから。

　個として輝かなければならない者を。

　個としてしか輝けない者を、ただ──寂さびしく思うのだ。

「リーリァ・アスプレイ、か」

　ぽつり、何の感情も込めずに、その名を呟いてみる。

「きっと何も変わってないんだろうな、あの子は……」





３．異国の港






　風がねばついていて、塩しお辛からい。

　海面が陽光を照り返し、きらきらと白く輝いている。

「おおおー」

　リーリァは目を輝かせた。

　舷げん側そくから乗り出さん勢いで、ただただ、広がる大おお海うな原ばらを見入っている。

　勇者たる者は、どこの国家にも属さず、人類全すべてのために戦う、と、少なくとも表向きは、そういうことになっている。表向きはというくらいだから、実情は少し違う──後ろ盾である讃さん光こう教会の勢力圏けんが帝国領内に偏かたよっているため、正規勇者リーガル・ブレイブの戦場もまた帝国領内に偏りがちだ。

　そして、帝国に、こういう海はない。

　そもそも、帝国の外に出ること自体が久しぶりだ。その久しぶりの遠出の中で、帝国では見られないような景色を堪たん能のうできている。気分も高こう揚ようするというものだ。

「うっわー。世界って本当に広かったんだなー」

「はしゃぎすぎて、落ちたりしないでくださいね」

　すぐ真横から。淡たん々たんとした声で、水を差された。

「落ちるわけないでしょ。……小さな子供じゃないんだからさ」

「十三歳は、世間一いつ般ぱんの常識に照らし合わせて、まだ小さな子供です」

「そうかな。南のほうだと、十で成人したと見なす民族もけっこういるって聞くけど」

「少なくとも帝国法では、成人年ねん齢れいは十ではありません。そもそも子供扱いが嫌いやなら、子供じみた屁へ理り屈くつを並べるべきではないでしょう」

　正論である。ぐうの音も出やしない。

「だいたい、呪のろいだかなんだかで、本調子の体ではないんでしょう？　私が医者なら、潮風を避さけることを勧すすめているところです」

「あーはいはい。しょうがないな、もう」

　口先を尖らせつつ、舷側を離はなれる。

「てか大体さ。シリルさんだっけ、あんたどこまでついてくるつもり？」

　抗議の意思を込めて、ちろりと視線を、傍かたわらに向ける。

　そこに立っているのは──つまり先ほどからの会話の相手は──どうにも印象に残りづらい風ふう貌ぼうの、地味な女だ。年は二十一と聞いた。色気のない帽ぼう子し、度の強い眼鏡めがね、鼻の周りに軽く散らばるそばかす。そして、いかにもひねくれて世間を見ていますと言わんばかりの、目つきの悪さ。

　シリル・ライトナー。

　帝都賢けん人じん塔とうの紫し飾しよく二に等とう──というのがどういう立場なのかをリーリァはよく知らないが、そこそこは偉えらくて、そこそこ程度にしか偉くない身分の、学者であるらしい。つまり、責任の伴ともなう面めん倒どうな仕事を上から命じられれば断れない。

「もちろん、好きでくっついているわけではありませんが」眼鏡の位置を指先で直しつつ、シリルは答えてくる「最後まで同行しろという命令を受けています。苦情がありましたら、私ではなく上司のほうへ」

「上司って、賢人塔上層部でしょ？　なんで連中が、正規勇者リーガル・ブレイブの旅に干かん渉しようしてくるわけ」

「どちらかというと、大臣たちの都合ですね。本来どうあるべきものかはさておいて、正規勇者リーガル・ブレイブの主な戦場は帝国領内。つまり帝国の外の人間にとっては、『帝国の守護者』以外の何者でもない」

「……うげー」

　なるほど。シリルの言いたいことが、ひいては帝国の偉い人たちが考えている内容が、リーリァにも理解できた。

「外国の超ちよう有名人だから、実質上、外交官の振ふる舞まいが求められるってわけ？　実際には権力も後ろ盾もないのに？」

「さすがに聡さといですね、概おおむねその通りです」

　驚おどろいた風もなく、淡々とした調子のままで、シリルは頷うなずく。

「できることなら今回のバゼルフィドル行き自体を取りやめていただきたかったところですが、そういうわけにもいきませんでしたし」

「まぁ、ねぇ」

　ちらりと、自分の荷物──からにょっきりはみ出ている、セニオリスの包みを見る。

　つまりは、そういうことだ。ししょーの言う「セニオリスを直せそうな心当たり」とやらが、どうやら、そのバゼルフィドル国にいるらしいのである。

　最速の交通機関を乗り継つぎまくっても旅程は半月を超こえるし、国境を越こえることによる面倒も先ほどシリルに釘くぎを刺さされた通り。何とも面倒な話ではあるけれど、

（──かといって、ほっとくわけにも、いかないしね）

　セニオリスは、とても古い剣けんだ。

　限られた者にしか扱あつかえないと言われてはいるが、歴史が長いぶん、それなりの数の使い手の間を渡わたり歩いてきたはずだ。それを、べたべたに汚よごしたままで放置するというのは、何というか、色々な人たちに申し訳ない。




　少し離れたところを往ゆく魚群が、ばしゃばしゃばしゃと、元気に跳はねた。




「おおー……」

　今のもまた、帝てい国こくの中にいては見ることのできなかった眺ながめ、である。こういう役得があるのだから、面倒な長旅も、この際アリということでもいいかもしれない……などと、実に現金なことを考えたりもする。

「勇者様？」

　はっ。

　シリルの冷たい声で、また舷側にはりつきかけていた自分に気づいた。

　例の呪いのせいで、頭が本調子ではないのかもしれない。いつもより、自制心が働いていないような気がする。これはよくない。慌あわてて体を引き離し、

「それで、えーと、うん。そんなに気を張ることもないと思うんだよね」

　ちょっとだけ早口になりながら、話題を変える。

「今回の話を持ってく先、アステリッド家でしょ、護符タリスマン商人の。あそこのボス、ちょっと前に、帝都のパーティで会ったことあるんだけどさ。話のわかるおじさんだよ？」

　思い出す。でっぷりと太った貫かん禄ろくのある中年男で、高そうなスーツを着て高そうな葉巻をくわえて、高そうな指輪をたくさんはめていた。見た目はギャングの親玉そのもので、話した印象もギャングの親玉そのものだった。

　そしてリーリァは、それなりに荒あらっぽい人生を送ってきたおかげで、そういう手合いの相手が苦手ではない。

　はぁ、とシリルは困こん惑わくの息を吐ついて、

「情報が、少々古いようですね。アステリッド家の最高経営責任者は、半年ほど前に代だい替がわりしたと聞いています」

「え」

「あなたのいう『おじさん』が急死し、娘むすめが跡あとを継いだのだと」

「……娘って」




　少し離れたところを往く魚群が、また、ぱしゃりぱしゃりと元気に跳ねた。

　それを狙ねらって、海鳥が急降下。海面近くで一いつ瞬しゆん、ふたつの影かげが交差する。




「おっ」

　空へと戻もどってゆく海鳥の嘴くちばしに、みごと、一いつ匹ぴきの魚がくわえられているのが見える。きらきらと陽光に輝く鱗うろこの銀色が、まるで軍功を讃たたえるトロフィーか何かのようで。

「おおおー……」

　今のは綺き麗れいだった。何というか、今まで見たことのないタイプの美しさだった。光と影、静と動、生と死、いろいろなものが一瞬のうちに交こう錯さくして、弾はじけていた。

　それなりに旅慣れていて、それなりに知見も広くなったつもりでいたけれど、それでもしょせんは十三歳、まだまだ多くを見てきたとは言えないらしい。ちょっと遠くまで足を延ばしただけで、こんなに新しい体験に出くわすのだから。

「勇者様？」

　はっ。

「あー、いや、ははは」

　笑ってごまかしつつ、また気づかないうちに張り付いていた舷側を、離れた。

「それで、何だっけ。あのおじさんが急死して、それで……」

　強ごう引いんに思われるだろうことは承知の上で、話を引き戻す。

「……さっき、娘がアステリッドの跡を継いだ、とか言った？」

　話を引き戻してすぐに、自分の声が低くなっていたことに気づく。

「ええ。話には聞いていますよ。そのパーティの場で、あそこのお嬢じよう様さまとは派手に衝しよう突とつしたらしいですね？」

　淡々と。出来の悪い生徒にうんざりした教師のような顔で、シリルは告げる。

「衝突っていうほどは……」

「取っ組み合いになる寸前だったとか」

「……そんなことないから。あんなやつ、取っ組み合いになる前に瞬殺できたから」

「なるほど。お二人の関係だけは、とてもよくわかりました、が……」

　何に納なつ得とくしたというのか、シリルは深く頷いて、

「アデライード・アステリッド。世界屈くつ指しの護符タリスマン製造業者アステリッドの切り札にして最終兵器、天才少女アデライードその人が、今回の交渉の相手です」

「…………」

　リーリァはしばらく考えて、

「引き返していいかな？」

「だめです」

「だめかあ」

　肩かたを落とした。

「苦手なんだよなぁ、あの女……」

　ぽつりと呟くリーリァを慰なぐさめるようなタイミングに、ぱしゃりと、遠くの水面みなもでまた何かが跳ねた。
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　昔話にいわく、その海域には魔まが棲すむ。

　リスティル内海を出て、まっすぐ東。ガルマンド砂流連れん邦ぽうから見て北方。

　晴れていたはずの海に、急に、濃こい霧きりが出る。方向を見失った船は、仕方がないので、帆ほを畳たたんで天候の変化を待つことになる。しかしその霧が、遠い世界への入り口だったのだ。船は再び太陽を見ることなく、そのまま海底へと沈しずんでゆく。

　古今東西、よく聞く伝説である。

　よく聞く伝説だから、被ひ害がいに遭あったとされる船も様々だ。大きな商船、小さな釣つり船。古式の手漕こぎ船、新型の帆はん船せん。凄すごいものになると、ひとつの海軍に所属する船団ひとつが、まるっと霧に吞のまれて消えたなどという話もある。

　子供向けの童話として片付けられそうな話ではあるが、実はこれ、完全に事実無根の絵空事というわけではない。実際にその海域に入って姿を消した船は数多くあるし、その事実を裏付ける記録だってちゃんと大量に残っている。

　種を明かせば、犯人は霧ではなく、海流である。

　ふだんは穏おだやかな海が、季節や天候など、特定の条件を満たした時間にだけ潮流が大きく変わる。気流が狂くるって霧が出て、逃にげ場のない危険な岩がん礁しよう地帯へと運ばれる。

　無数の船がそこに誘いざなわれ、そして、捕とらわれた。陸に残された者たちは、そのことを知る術すべがなく、ただ霧の中に船が消えたとだけ感じ、そう伝えた。そうして海に棲む魔の物語が生まれ、伝えられてきた。




　さて。

　ここまではもちろん昔話であり、造船の技術や航海術が大きく発達してきた最近は、ちょっと事情が違ちがっている。




　先にも出た、海軍ひとつ分の船団がまるっと霧に吞まれた話である。

　あれは物語の誇こ張ちようなどではなく、実際にあったことである。今から百年以上前のことだが、当時の最さい新しん鋭えい技術を集めた大型帆船が二十六隻せき。近海を荒あらす大だい怪かい蛇じやを討とう伐ばつした帰りに、まとめてこの海域へと流れついていたのだ。

　相当のパニックが起きたはずだ。動けなくなった自分たちの船、辺りに散らばる無数の船客たちの残ざん骸がい、航海士やら何やらが告げる、自分たちはもう二度とここから出られないという事実。しかし、

「これより我われ等らは、ここに新たなる国を興おこす！」

　船団のボス、バゼルフィドル船長が、大おお真ま面じ目めな顔でそんなことを宣言したのだ。

　誰だれもが笑った。無む茶ちやを言いやがると呆あきれた。そうやって雰ふん囲い気きが弛し緩かんしきった後で、冷静に考えて、気付いたのだ。それが不可能なことではないのだと。

　動かなくなった船を国土とし、互たがいの間に橋を架かけた。船足を鈍にぶらせるにっくき海かい藻そうを集め、食用になることを確かく認にんした。周囲の難破船の残骸を巡めぐり、物資を補ほ充じゆうした。新たに漂ひよう着ちやくしてきた船を迎むかえ入れ、協力してゆくことを持ち掛かけた。

　ずっと平和にうまくいったとは言わない──むしろ多くの血が流れた──が、とにかく、彼らの試みは大局的に成功した。身を寄せ合った漂流者たちは、確かに、国と呼べる規模の共同体を創つくり上げてしまったのだ。




　建国から長い間、当たり前だが、その存在は大陸のどこにも知られていなかった。しかし、大たい抵ていの岩礁や海流は克こく服ふくできるようになってしまった近代においては、その辺りの事情すら変わってしまった。

　もともと交通の要衝になりうる場所だったからこそ、多くの船が行き交かい、遭そう難なん事故が繰くり返されてきたのだ。安全な行き来ができるようになってしまえば、魔の棲まう海域だった場所も、便利な交易路に早変わりする。

　そして、今──
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　船旅は、六日にわたった。

　地平線の彼方かなたにそのシルエットが見え始めた時に、リーリァは「うお」と呟つぶやいた。

　少しずつ距きよ離りが縮まり、細かいところまでが見えるようになってくると、今度は「うへえ」という声が漏もれた。波が高くなり船が不安定に揺ゆれる（付近の海の底に不規則な岩礁が広がっているせいらしい）たびに、「ひゃ」「どぉ」と喚わめいた。

　そして、船が港に入った後。タラップを降りた瞬間には、「ううむ」という感かん嘆たんとも困惑ともつかない奇き妙みような音が出てきた。




　地面が揺れている、と感じる。

　船の振しん動どうが急になくなったから、ではない。港とされている場所もまた大きな艀はしけであり、波の上下に合わせて、ゆるやかにではあるが確かに動いていた。

「──陸おかに着いた感じ、しないんだけど」

「実際、陸じゃありませんからね。ほら旅券出してください、下船手続きしますよ」

「はーい」

　子供の一人旅は、いろいろと面めん倒どうが多い。その点に関しては、シリルの同道には助けられている。しっかりものの大人が一人いるというだけで、色々な手続きが円えん滑かつに進む。

　もちろん最初から正規勇者リーガル・ブレイブの身分を明かしてゴリ押ししたならば、面倒全すべてを無視して国こく賓ひん扱あつかいでの入国も可能だっただろうけれど、それはできるだけやりたくないし。

「ううーむ」

　バゼルフィドル国は、無数の難破船を寄せ集めて作られた都市国家である。

　その国土──という呼こ称しようが正確なのかはさておいて──の中心は、寄せ集めの木材や金属板を組み合わせて作り上げられた、巨きよ大だいで不格好な構造体である。大まかな形としては、無数の楊よう枝じを刺さした崩くずれかけのプリンというか、素人しろうとが四苦八苦して作った編み籠かごを伏ふせた感じというか。

　大まかには、縦に五層に分ぶん割かつされた構造になっている。大まかというのはつまり、そこまで丁てい寧ねいに設計されてのものではないため、局所的に四層だったり六層だったりもしているということだ。そして、各層がさらに大おお雑ざつ把ぱにいくつかの区画に切り分けられ、それぞれに異なる自治体に管理されているらしい。

　そしてその外周の海面を覆おおうようにして、無数の筏いかだがお互いを係留し合って、浮うき島しまのようなものを造り出している。いま自分たちが立つ港も、そういう大型の筏のひとつだ。見た感じ、こちらは外界との接点として交易の場になっていたり、ちょっと治安がよくなさそうな感じの市街地が広がっているようだ。

　視線をちょっと上げれば、中央の巨大プリンもどきと周辺の筏を結ぶ、無数の細い綱つなが見える。ついでに、そこに下げられた無数の洗せん濯たく物ものも。まるでサーカスの天幕と、掲かかげられた旗のような。

　大陸の中であっても、そうそう見ないサイズの建造物。これら全てが、かつての遭難者と、その子孫たちが作り上げたものなのだという。

（人間って、たくましいなあ）

　小腹が空すいたので、手近な露ろ店てんに立ち寄って干したフルーツをいくつか購こう入にゆう。さっそくかじりつく。塩っぽくなった口の中に、じわりと広がる甘味が嬉うれしい。

「……こら」

　背後から、頭を軽くこづかれた。

「まだ下船手続き終わる前だっていうのに、なんでそんな自然に買い食いとか始めてるんです。落ち着いて待つだけのこともできないんですか、このお子様は」

　振ふり返れば、もちろんシリルが、聞き分けの悪い悪ガキを見下ろすような苦々しい顔で立っていた。

「いやあ、やっと着いたと思ったら、ちょっとテンション上がっちゃってさ。ひとつ食べる？　おいしいよ？」

「怒おこられたばかりで、すぐさま買収工作ですか、まったく」

「まあまあ。いらないの？」

「……いただきますけどね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのままでシリルはフルーツを受け取り、すぐさまかじりつく。

「それで？　こっからどうするの？　観光？」

「しょれは」ごくん「それはやめたほうがいいでしょうね。治安がいいとは言い切れない場所のようですし」

「そぉ？」

　ちらりと視線だけで辺りをチェック、

「ぱっと見た感じ、そんなに危ない感じはしないんだけど──」

　ほぼ同時、




　男の怒ど号ごう。木の板が折れたり割れたりする音。複数名の悲鳴。鍋なべか何かがぶつかり合う金属音。派手な水音。先ほどよりも大勢の悲鳴。




　近い。距離にして、小屋ひとつほどを隔へだてた向こう。

「──あの。勇者様？」

　シリルの視線が冷たい。

「どこにでもある、地元チンピラのじゃれ合い。せいぜい五人くらいだし、特に光り物出したりもしてないみたいだし。別に危なくないでしょ？」

　あからさまな嘆たん息そく。

　どうでもいいけれど、ため息の数だけ幸せが逃げると言うが、この女はいったいどれだけの幸を失って今ここに立っているのだろうと思う。本当にどうでもいいけれど。

「世間一いつ般ぱんではそういうのこそを、超ちよう危険と呼ぶんです」

「世間にとってどうあれ、危なくはない。あたしは言うまでもなしとして、賢人塔出身ってことは、あんたも呪蹟ソーマタージとか使えるんでしょ？」

「そりゃ、それなりに覚えはありますけどね。基本的に呪蹟ソーマタージは、入念に準備された儀ぎ式しきあってこその秘術です。突とつ発ぱつ的な荒あら事ごとには向いていません」

「基本的には、でしょ。自分が例外じゃないって言い切れる？」

　沈ちん黙もく。

「……どちらにせよ、観光には向かない騒さわがしさだと思いますが。それとも、野や次じ馬うまの趣しゆ味みでもありますか？」

「んー、そういうわけじゃないんだけどさ」

　少しだけ、考える。

　直接この目で見ずとも、音と、気配の動きを追うだけで、だいたいの状じよう況きようは把は握あくできる。人数は二対三。双そう方ほうともに今は素す手でで、かつ、練度も低い。抗こう争そうと呼べる理由のぶつかり合いではない。

　むしろ気になるのは、その騒そう動どうを取り巻く別の者たち。人数は四人、互いの出方を警けい戒かいしたまま気配を押し殺し、遠巻きに素人たちの殴なぐり合いを観察している。こちらは皆みな、それなりに場慣れした使い手のように思える。

（それなりに腕の利きく連中が港を張ってる……ってことは、見かけほどのどかな国ってわけでもなさそうだけど）

　干かん渉しようするべきでは、ないのだろう。

　どこの街にも、その街ならではの事情というものがあって当たり前だ。よそ者が薄うすっぺらい感情で首を突つっ込むべきではないだろう。それは、そう、まさに今言われたばかりの、野次馬の趣味と何も変わらない。

　そう。そんなことは、人類全体の守護者たる、正規勇者リーガル・ブレイブの仕事ではない。

「……なんていうかさ。逆に、平和だなーって」

「はい？」

「人間が、人間を怖こわがってる。人間同士で表立って諍いさかいを起こしていられるってのはさ、そんなことしてても絶ぜつ滅めつしないで済むってことじゃない。あんまり怪物モンストラスが出てこないのかな、このへんは」

「物騒な発想ですね」

　殴り合いの騒動は、少しずつ大きくなっている。どちらかの陣じん営えいの仲間がやってきたのか、巻き込まれた周囲の野次馬が参戦しただけか。

「ですが、おそらく正解です。海に自生する怪物モンストラスもここに近づくものは少ないようです。ここには冒険者アドベンチヤラーもほとんどいませんし、だから冒険者組合ギルドも最低限のものがひとつあるきりだし、組合連盟アライアンスからも切り離はなされているとか」

「詳くわしいね」

「調べてきましたから」

　そして──敢あえて言うまでもないことだからかシリルは言葉にしなかったが──讃さん光こう教会の影えい響きようの薄いこの地には、人類を守護して戦う勇者ブレイブが、いない。

「毎年、嵐あらしの季節が近づくころに大おお海うみ蛇へびや大おお鮫ざめが群れて襲おそってくるとのことです。各自警組織が討とう伐ばつ数を競い合う一種のお祭り騒さわぎになるそうで、その時季だけ傭よう兵へいを呼び寄せる組織もあるとか」

　なにそれ楽しそう。

「……なんていうか、賑にぎやかだね、ここは。うまく言えないけど」

「勇者様？」

「いいね、そういうの」

　自分に言い聞かせるようにそう呟いた直後に、騒ぎに沸わいた人ごみの隙すき間まから、スーツ姿の女性がまろび出てくる。辺りを見回し、こちらに気づいて、近づいてきた。

「アスプレイ様、と、ライトナー様、でよろしいでしょうか」

　どことなくおどおどとした態度で、女性は、自分をアステリッド家からの迎むかえだと紹しよう介かいする。
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　決して、広くはない。

　しかし見るからに、金のかかった部屋ではあった。

　調度はどれも、帝てい国こくでは見ないタイプのものばかり。壁かべ際ぎわに並んだ壺つぼやら甕かめやらは、どうやら陶とう器きではなく金属製。床ゆかの絨じゆう毯たんひとつをとってみても、獣じゆう毛もうではなく一種の枯かれ草くさを編んでいるものらしい。そして壁一面に堂々と貼はり付けられているのは、おそらく近海の地勢と海流をまとめて描かき込んである、広域海図。

　部屋の真ん中には、六名掛がけの長テーブル。そして、それを挟はさんで両りよう端はしにひとつずつ、これまた豪ごう奢しやなつくりの椅い子すが配置されている。

　椅子に座っているのは、双方ともに、まだ年若い少女だ。

「…………」

　リーリァ・アスプレイが、にこにこと笑っている。

「…………」

　アデライード・アステリッドが、これまた、にこにこと笑っている。

　空気が冷たい。気の弱い者であれば気を失いかねない、得体の知れない緊きん張ちようが部屋に満ちている。

「──お話、確かに承うけたまわりました」

　アデライードの斜ななめ後ろに立つ、落ち着いた風ふう貌ぼうの紳しん士しが、ゆっくりと頭を下げた。

「極位古聖剣けんセニオリスといえば人類の至宝のひとつ、その刀身の曇くもりは人類の未来の翳かげりも同じ。その修復浄じよう化かとなれば、国家信教の壁を越こえた、人なる者の義務も同じ。及およばずながら、微び力りよくを尽つくさせていただきま」

「ストップ」

　アデライードが、静かな声で紳士の言葉を遮さえぎる。

「勝手に進めないで。わたしはこの話に納なつ得とくしていない」

「ボス」

「まず、わたしたちは商売人で、どっちかといえば悪の組織寄り。きみたちみたいに、世界のために働くセイギノミカタってわけじゃない」

　リーリァの顔が小さく歪ゆがむ。アデライードは構わず、

「今の話だと、讃さん光こう教会の判断では、その剣をどうにかすることは急務ではない。にも拘かかわらず難度が高い。おそらく最高の設備と技術者をフル投入しなければ始められない。そして当家にそんな余よ裕ゆうはない。……そうでしょう、副ボス」

　紳士が黙だまり込む。

「と、いうわけ。わざわざ遠いところまで来てくれたのにごめんなさいだけど。あ、埋うめ合わせに、おいしいお魚の店とか紹介してあげようか？」

「はっは、面おも白しろいこと言うじゃない」

　朗ほがらかに──少なくとも当人はそのつもりの声で──、リーリァも返す。

「そんな強がり言ってられるような立場でもないでしょ。余裕がないから、だからこそ、神聖帝国と讃さん光こう教会に貸しを作れる機会を逃のがせるはずがない」

　バゼルフィドル国の国土は非常に狭せまい。そこで複数の組織が覇はを争っているとなれば、後ろ盾だてとなる勢力は非常に重要となるはずだ。実質上既すでに世界を支配しているとまで言われる神聖帝国および讃さん光こう教会との繫つながりは、絶対に軽かろんじられない。

　そこでいったん言葉を切って、沈黙する全員を見み渡わたしてから、

「加えて、うちの虎とらの子のセニオリスを、現所有者のお墨すみ付つきで、解かい析せきしてもいいぞって話なんだ。内心じゃ、今すぐしっぽ振って飛びつきたいはずだよ、アデライード」

「……アステリッド家は、以前にも一度、セニオリスの解析を請うけ負っています。当時のデータだけで、当世の護符タリスマン工こう房ぼうとしては充じゆう分ぶん以上の資産です」

　そういうことが、あったらしいのだ。

　何十年も昔の話だ。セニオリスの先代の使い手、つまりはリーリァの師し匠しようなのだが、が力いっぱいに振り回しすぎたせいでセニオリスの核かくが目を回した。その際に修理を請け負い、見事にやり遂とげてくれたのが、アステリッド家の前ボスだったらしい。

　今回の紹介はその時の縁えんがあってのものということだったのだが、

「あんた自身の目でセニオリスを分析みたわけでも、あんた自身の手でセニオリスを分解ばらしたわけでもない。本心じゃ、今すぐしっぽ増やして飛びつきたいはずだよ、アデライード」

「……きみの中のわたし、どんな怪物モンストラスなのかな？」

「毛並みが良くて手て癖くせの悪い雌め狐ぎつね」

「即そく答とうだし」

　アデライードがあははーと笑う。

　リーリァがんふふーと笑う。

　窓の外でぎゃあぎゃあと海鳥たちが不ふ吉きつに鳴く。

「勇者様」

　リーリァの斜め後ろ、それまで静かに控ひかえていたシリルが、はぁと息を吐つく。

「外交官のつもりでしっかり振ふる舞まってほしいと、確かに伝えたはずですが」

「あたし、まだ子供だから難しいことわかりませーん」

「都合のいいときだけ……」

　やれやれと、シリルが首を振る気配を感じる。

　やーいやーい怒おこられたー、と、アデライードが囃はやし立てる。

「あなたもですよ、ボス」

　紳士が、こめかみを指先で押さえて、苦し気に首を横に振った。

「あなたはもう、ここの代表者だ。経験が足りない分は仕方がない、我われ々われ周囲の大人が補います。しかしせめて態度だけでもそれらしく振る舞ってほしいと、いつもお願いしているでしょう」

「わたしもう大人だけど難しいことわかりませーん」

「……あなたという人は……」

　紳士が、深く重く、魂たましいから絞しぼり出すように嘆たん息そくする。

「心中お察しします」

　シリルが、これまた臓ぞう腑ふの奥から滲にじみ出るような声で応こたえる。

「だいたいさー」

　その空気を読めていないのか、それとも無視できるだけの胆たん力りよくがあるのか。あっけらかんとした声で、アデライードは言う。

「実際、よその仕事入れてる場合じゃないでしょ、うち。『笑い猫ねこ』の案件のこともあるし。『先割れスプーン』も『燃もえ殻がらネズミ』もあまり後回しにできないし、ウミヘビ祭りの準備だって終わってないんだよ？」

「だからこそ、今回の話は断れない。讃さん光こう教会からの援えん軍ぐんもなく、どうやってそのウミヘビ祭りを乗り切るつもりですか？」

　痛いところを突つかれたらしく、アデライードは黙だまり込む。

「なにその、ウミヘビって」

　知らない言葉が出てきたので、こっそり、傍かたわらのシリルに尋たずねる。

「バゼルフィドル特有の、大規模討とう伐ばつ任務のようなものらしいです。平常時以上の戦力が必要になるとのことで、交換条件を取り付けたらしいですよ」

「……あたし、教会から何も聞いてないんだけど」

「それは……勇者様の気を煩わずらわせるようなことではない、という判断では」

　まあそんなところだろうなと思う。いかにもあの祭さい官かんどもの考えそうなことだ。ひとの頭の上で知らない取引が勝手に進んでいくのは実に気色が悪いが、いつものことと言われればそれまでである。

「…………ちぇー」

　アデライードはつまらなそうに、前まえ髪がみを指先でいじる。

「請けてもらえるみたいだから、確かく認にんするけどさ。セニオリスの浄化、本当にここの工房にやれるの？　いちおう、帝都の中央工房が投げ出したレベルの仕事だよ？」

「それはもちろん簡単に──と申し上げたいところですが、やってみなければわからないというのが実際のところです。極位古聖剣と呼ばれる五振りは、いずれも常人の想像を超こえて、扱あつかいが難しい」

　ですが、と言葉を挟みつつ紳士はアデライードのほうをちらりと見る。

「勝算はあります。安心していただきたい」

　当のアデライードのほうは、小さな子供のように唇くちびるを尖とがらせて、しかしこれといって言葉を付け加えてはこなかった。

「滞たい在ざい中の宿は、こちらで手配しました。不自由ないよう取り計らいはしましたが、不足がありましたらお申しつけください」

「それは、ありがとうございま──」

「それと」

　シリルが礼を言うよりも早く、遮るようにして、ヨーズアは言葉を繫げる。

「ここは多くの地から民たみの集つどう国。帝国や讃さん光こう教会に対し良からぬ思いを抱いだく者も多くいます。できれば、お客人の素す性じようのほうは……」

「吹ふい聴ちようする気はないよ」

「わかりました。その話を別としても、帝国に比べれば、治安が良いとはいえぬ地です、くれぐれも、ご用心を」

　ヨーズアが深く頭を下げて、この場の話を締しめくくる。





４．幽ゆう霊れい船せん都市国バゼルフィドル






　街角の大型掲けい示じ板ばんに、印刷された紙がべたべたと貼り付けられている。

　その中に知った顔の似顔絵を見つけて、足を止める。軽いデフォルメこそされているが、間ま違ちがいない。ちょいちょいと左右にまとめられた金きん髪ぱつに、あざとく片目をつぶったポーズ。先ほど見たものとはだいぶ表情が違うが、アデライードその人だ。

　一いつ般ぱん家庭向けに販はん売ばいしている護符タリスマンの宣伝であるようだった。五か国の言葉で書かれた宣伝文句のひとつ、帝国公用語の記述を読むと、『悲願達成の護符タリスマン、気になるアイツへの告白にも！』とのこと。

（オトコ捕つかまえるのにお呪まじない頼だのみする可愛かわいげはないでしょ、あんた）

　というかそもそも、あの女が、男を欲しがることなどあるのだろうか。外そと面づらはいいし金も地位もあるしで、どちらかというと言い寄る男を追い払はらう側のように思える。

　そんなことを考えつつ、歩を進める。

　端は切ぎれのような木もく片へんや金属片をつなぎ合わせて建てられた、いかにも間に合わせ感の漂ただよう建物たち。街を歩いているだけで、不思議な感覚が身を包む。

　特に気になるのは、足場の不安定さだ。やはり木材を打ち付けて作られたそれは地面というよりも、安やす普ぶ請しんの床である。凹おう凸とつはあるわ、ところどころ腐くさっているわ、少しばかり揺ゆれているわと、違い和わ感かんのタネには事欠かない。

　酩めい酊ていにも似た──船に揺られている時とは、また少しだけ違う感覚。

「先ほどは、ひやひやしました」

　隣となりを歩くシリルが、うんざりしたような声で話しかけてくる。

「ん？」

「本当に仲が悪いんですね、あなたたち」

「んー、まぁねー」

　ふわふわした気分のまま、軽く答える。

　セニオリスを預けてきた今は、実際に背中が軽くもある。

「昔、何があったんです？」

「調べたんじゃなかったっけ」

「知っているのは、二人の間でひと悶もん着ちやくあったということだけです。細かく聞きまわったわけでもありませんし、原因や過程まではわかりませんよ」

「あー……」

　まあそうだろうな、と思う。

　そして、当時近くにいた者たちに細かく聞きまわったところで、大した情報は得られなかっただろうなとも。なにせ、当事者である自分も、あの時の自分の衝しよう動どうと行動を、うまく説明できないのだから。

「発ほつ端たんは、うちの兄あに弟子でしなんだけどね」

「ああ、そんな人がいるんですね」

「うんまあ、そんな人がいるんだけど、こいつがまたアレなやつで……」

　ぴんと立てた指をくるくる回しつつ、次の言葉を探して、

「……やめた。人に話すようなことじゃないや、コレ」

「え。何ですかそれ。興味惹ひくだけ惹いておしまいとか、生殺しですか」

「惹かれなくていいよ、あんなやつの話には」

　ひらひらと手を振る。




　──らしくなかったとは、自分でも思っているのだ。

　リーリァ・アスプレイは、こう見えても、ちょっと高貴な家の生まれである。

　お人形の真似まね事ごととか、にこたら作り物の笑えみを浮うかべ続けるだとか、心にもないきれいごとを並べてその場を取り繕つくろうだとか。そういう、上流階級のお嬢じよう様さまの必ひつ須す技能は一通り修めていた。大人が望むような子供であり続けることを得意にしていた。

　いろいろあって、立場こそ大きく変わってしまったが、身につけた技術が丸ごと消えてしまったわけではない。口先だけの社交辞令を並べて円えん滑かつに場を進めるくらいのこと、自分には息をするくらいに簡単なことのはずなのに。




　リーリァと同じくらいの子供が数名、笑いながら駆かけていった。

　よそ者にとっては違和感のあるここの地面も、生まれ育った者にとっては当たり前のものらしい。凹凸を軽かろやかに、そして楽し気に飛び越こえてゆく。

「……変わった服」

「ガルマンド砂流連れん邦ぽうのほうの、日よけ外がい套とうですね。あちらでは、ちょっと油断するとすぐ日射病になるそうですし」

「あんま聞き慣れない言葉、喋しやべってたね」

「砂すな虫むし語ごですね。ガルマンドの三割くらいの氏族が公用語にしている言葉です。おそらく、近くにその辺りの出身者が集まる区域でもあるんでしょう」

「あんたは喋れるの？」

　シリルは少し考えてから、「日常会話の聞き取りくらいなら」と答えてくる。

「大したもんだ。賢人塔の人間って、みんなそうなわけ？」

「いえ……一応これでも、数年前までは不世出の天才児で通っていましたので」

「数年前まで？」

「ちやほやされていたんですよ？　桁けた違ちがいの才能を持った本物の神童が出てきやがったもんで、今じゃ『そんなやつもいたね』扱いですが。今はこの通り、他ほかのやりたがらない面めん倒どう事を押し付けられる程度の役どころですよ」

　なるほど。色々とわかった気がする。

　正規勇者リーガル・ブレイブに随ずい行こうして帝てい国こく外まで旅してこい、というこの重要な任務に、実力のない者を就つかせるわけにはいかない。しかし賢人塔の実力者といえば基本的に、部屋に引きこもって知識を蓄たくわえることにしか興味のないご老人ばかり。体力的にも性格的にも、長旅になど向くはずもない。

　一度は天才と呼ばれていただけの実力がある若者がいて、今はもう丁てい寧ねいに扱う必要がないというならば、そりゃあ便利に使われることにもなるだろう。

「んじゃあさ」くるりと振り返り「時間もあるわけだし、色々見て回んない？　帝国の近くじゃ見られないものたくさんありそうだし、解説あると嬉うれしい」

「却きやつ下かです」

　返答は冷たかった。

「私の仕事は、勇者様が無事にセニオリスを浄じよう化かし終えることの手助けです。余計なリスクを増やすつもりはありません。このまま、宿に直行してもらいます」

「いやいや？　ちょっと観光したいってだけで、リスクなんてどこにも」

「四万人を超こえる数を病死させられるような呪じゆ詛そを、まだその体の中に留とどめたまま、なんですよね？」

　──う。

「それはまあそうだけど、ほら、あたし人類最強の聖人だし。ほぼ健康体よ？」

「その自己申告を信用する根こん拠きよがありません」

「ぬう」

　少し困る。ほぼ健康体だという今の主張は、噓うそというほどではないが、完全な真実ではない。今の自分の体は確かに、大きく調子を落としている。顔色には出さないようにしているが、ちょっとした高熱が出てもいるだろう。

　噓を続けてごまかしても、調べられればすぐにわかってしまう。

「そうでなくとも長い船旅の直後なんです。あなたがここからどうゴネようと、今日はもうこのまま休んでもらいますからね」

「……しょうがない、わかった」

　リーリァは小さく唇を尖らせて、背負った荷物袋ぶくろの位置を直す。

「ところで宿の場所って、この先だっけ？」

「そうです。一直線だし、寄り道はしませんよ」

「いやいやそうじゃなくてさ。万が一に備えて確かく認にんだけしとこうと思っただけ」

「万が一？」

　訝いぶかるシリルに向けて、リーリァはにっと笑ってみせる。

「そ。心配ないとは思うけど、万が一宿に着く前にはぐれちゃったりしたら、現地で集合しようね？」

「……ちょっ!?」

　リーリァが何をしようとしているのかを察したのだろう、シリルが制止の声をあげようとする。しかしそれよりも半呼吸ほど早く、リーリァは行動を起こす。

　呼吸を抑おさえ、気配を鎮しずめる。にやりと笑った表情だけをその場に残し、姿を消す。

　熟練の職業暗殺者の中でも一ひと握にぎりの者にしか扱あつかえないと言われる、本格的な隠おん形ぎよう術である。遮しや蔽へいも幻げん惑わくも必要とせず、ただシンプルに相手の知覚から外れるだけの技わざ。

　確かにそこにいるはずなのに、特別な心得のない者には、見ることも触ふれることも感じることもできなくなる。

「と、あ、ああああ」

　伸のばされたシリルの手が空を切る。

　慌あわてた顔で、左右を見回す。

　視界のどこにもリーリァ・アスプレイの姿がない──完全に逃にげ切られてしまったということを察する。

「あ────」

　手のひらで額をばしんと叩たたき、ふらりと近くの壁かべにもたれかかってから、

「あんのお子様ァァァ!!」

　空に向けて。

　恥はじも外聞も節度もなく、道行く人々の視線も気にせずに。大きく、吼ほえた。





５．賑にぎやかな猫ねこの小屋






　鼻歌交じりに、街を歩く。

　シリルには悪いことをした、とは思っている。

　そう思ってはいるけれど、反省する気はない。正規勇者リーガル・ブレイブという人生は、波は乱らん万ばん丈じようなように見えて、これがかなり退たい屈くつというか、前向きな気持ちになれる刺し激げきに欠けるものなのだ。今後帝国を離はなれられる機会がまたあるとも限らないし、今のうちにできる限り、色々な未知を堪たん能のうしておきたい。

（うーむ）

　ときおり異国っぽい服装の者を見かけこそするものの、この辺りの文化の基き盤ばんは、帝国の──というか大陸のそれと大差ないらしい。布地の質感も、染せん色しよくの具合も、見慣れたものと大した違いがない。この辺りは、アステリッド家がもともと大陸の出身で、大陸の出身者を集めてこの区画を作って、そちらのほうと交易を重ねて今に至るまで維い持じしてきたということなのだろう。

　別の区域も見に行きたいかな、とは思う。けれどまあ、シリルをこれ以上怒おこらせるのもなんだなと（今さら意味があるかはともかく）思い留まる。近場で済ませよう。




　露ろ店てんの前で立ち止まった。




　毛糸や端は切ぎれを使って作られた、小物を扱っている店である。むろんそれ自体が珍めずらしくて目を惹いたというわけではない。気になったのは別のもの。

　ぬいぐるみだ。

　黒くろ髪かみの少年を象かたどっている。

　お買い得に見えた、わけではもちろんない。生き地じは安物だし、目を見張るような技術が使われているわけでもない。愛情を感じる丁寧な出来ではあったが、単純に商品として見た場合の価値はそのくらいだろう。

　気になったのは、別のこと。

　そのぬいぐるみの、癖くせが強くて、ちょっとはねた感じの黒髪だとか。

　世をすねたような、ちょっとひねた感じの目つきとか。

　つまるところ。リーリァの知る、誰かさんに似ていた。

「…………」

　異国の一人歩きに、浮かれていたのかもしれない。

　呪詛による熱で、判断力を欠いていたのかもしれない。

　とにかく、リーリァの中で、ふだんのリーリァならば迷わず抑えつけていたであろう衝しよう動どうが膨ふくれ上がっていた。

「ふむ」

　きょろきょろと、意味もなく周囲を確認する。

　視覚の通る範はん囲いに、知ち己きの姿はない。勇者ブレイブの知覚を総動員して気配を探さぐっても、こちらに関心を向けている者は確認できない。

　つまり、シリルを撒まいて、異国の地を一人歩いている今なら。

　自分が何をしようと、恥はかかない。イメージに傷がつくこともない。

「…………うん」

　迷っていたのは、ほんの数秒。店主である中年女の帝国公用語は多少怪あやしかったが、身み振ぶりを交えつつ問題なく商談成立。財さい布ふの中の現地紙し幣へい数枚と引き換かえに、目当てのものを手に入れる。




「にへ」

　頰ほおが緩ゆるむ。

　足取りが軽くなる。

　たった今手に入れたぬいぐるみに似た、誰かさんに思いを馳はせる。

（今どうしてるかな、あいつ）

　心配するだけ無む駄だな相手だと、わかっている。けれど、考えれば考えるほど心配になってくる。そういう相手だ。

　あいつは今や、準勇者クアシ・ブレイブだ。

　正規勇者リーガル・ブレイブとしては選ばれなかったが、それに準じる強さがあると讃さん光こう教会に認められた聖人だ。だからもちろん、無力な一いつ般ぱん人というわけではない。むしろ、常人から見れば非常識なまでの強さを秘ひめている。

　けれど、そんな立場や強さは、気休めにしかならない。あいつはいつだって、一度守りたい相手を見つけてしまえば、とんでもない相手に迷わず挑いどんでしまうのだから。

（…………）

　そうだ。考えるまでもない。

　あいつは、今も昔も、あいつ以外の何者でもないのだ。今もどうせ誰かのために無む茶ちやをしているに決まっているのだ。勝てるはずのない相手に挑んで、めちゃくちゃな戦いを繰くり広げて、どうにかしてギリギリの勝利を収めて、ボロボロになって、守ったはずの相手を泣かせているのだ。きっとそうだ。

　周りがどれだけ心配しようと、言葉で引き留めようと、お構いなしに。

　これまでずっと、そうだったように。これからもずっと、そうであるように。

（アルちゃんもかわいそうにね、あんな馬ば鹿かの心配ばっかさせられて……）

　ぬいぐるみの入った紙袋を──そこに本人がいるわけではないのでとばっちりだが──ぎゅっと強く抱だきしめる。と、




　どん、




「あ」

「きゃっ!?」

　小こ柄がらな通行人にぶつかった。

　びり、という小さな音とともにリーリァの袖そでが小さく裂さける。

　やはり本調子ではない。注意力が致ち命めい的てきに欠けている。いつもなら絶対にやらないようなミスをやらかした。

　体格だけを比ひ較かくするならばリーリァ自身のそれと大差はない──十を少し超こえた程度の少女のそれ──だが、達人と一般人では重心の安定度が違ちがう。巨きよ大だいな石像に体当たりをするようなものだ。リーリァは小こ揺ゆるぎもしなかったが、相手は見事に転てん倒とうする。

「ごめんなさい、よそ見してまし──」

　慌てて手を差し出して、倒たおれたその少女を引き起こそうとしたところで、

「──アルちゃん!?」

　つい先ほど頭に浮うかんだばかりの知り合いの名を、叫さけんでしまう。
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　そんなわけが、ないのである。
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「どんなひとなんですか、その、『アルちゃん』って」

「あーいやー……知り合いの娘むすめさん、みたいな？」

　そう。知り合いの、というかあいつの〝娘〟である。

　もちろん帝てい国こく人、しかも帝都からだいぶ離れた田舎いなか町の住人である。遠く離れたこの地で本人に会うことなど考えられない。

（よくよく見たら、そんなに似てるって感じでも……ないかなぁ……）

　目の前にいる少女を、じっと観察する。

　年は──たぶんリーリァと同じくらい、十三かそこらだろう。

　あんまり艶つやのない、ぺたっとした黒髪。目立って美人というわけではないが、どこか見るひとを安心させるような、穏おだやかな顔立ちと、表情。この辺りまでは、見間違えても無理ないでしょと開き直りたくなるくらいに、この少女と『アルちゃん』は似ている。

　けれど、決定的な違いも、いくつかある。陽光の強いこの地域に住むこの少女の肌はだは、『アルちゃん』とは違い、健康的に浅く焼けている。それに加え、

（──綺き麗れいな目）

　そう。不思議な色合いの、その瞳ひとみだ。

　柔やわらかな光こう沢たくを湛たたえた、のっぺりとした翠すい銀ぎん色。

　美しく輝かがやく瞳は、よく宝石に喩たとえられる。しかしこの少女のそれを見ていても、うまく石の名前が出てこない。どちらかというと、鏡面のように艶やかな、金属の印象。銀細工を、いや、細工する前の銀のインゴットを見ているような。

「仲良しですか？」

「う、うん、そうかな？」

「ふぅむ」

　じっと、少女はリーリァの顔を覗のぞき込んで、

「そのお知り合いのひと、かっこいいですか？」

　ちょっと待って。いまの話から何を読み取った。いや、何をかぎ取った。

「……さーて、どうかなー。そういう目で見てないから、わかんないなー」

　ついうっかり、目線を逸そらしてしまう。

「ふぅむふぅむ」

　意地悪く、何度も頷うなずく。

　前言を撤てつ回かいしたい、やっぱりこの子は、『アルちゃん』とはあまり似ていない。あの子はこういう、小こ悪あく魔まめいた意地の悪い笑い方はしない。




　その少女は、エマと名乗った。

　この区画の外れ、海のすぐ近くに家族と住んでいるのだという。




　ぶつかった時に、リーリァの服の袖が小さく破けていた。

　繕つくろうから家まで来てくれと言われて、厚こう意いに甘えた。

「散らかっててごめんなさい。うちの子たち、行ぎよう儀ぎが悪くて」

　なるほど確かに、と思った。決して広くはない小屋だったが、椅い子すは倒れているわシーツや毛布は散らばっているわ毛糸がぐちゃぐちゃになっているわ編み籠かごはずたずただわと、なかなかどうして状じよう況きようが激しい。

　嵐あらしが通った後、という形容をしたくなるところだが、それでは正確さに欠けてしまう。なぜならば、嵐は、現在進行形で、そこにいたからである。白やら黒やら焦こげ茶ちややらブチやら、色とりどりの毛玉のようなものが、どったんばったんと部屋の中を走り回り続けている。

「こらあー！」

　エマの叱しつ責せきの声を聴きいて、毛玉たちは慌あわてたように、物もの陰かげへと飛び込んだ。先ほどまでの喧けん騒そうから一転、急に静かになる。

　にゃあ、という細い鳴き声は、どの一いつ匹ぴきのものだったのか。

「さっき言ってた家族って……」

「うん、この子たちです。六年くらい前、このへんに流行はやり病とかありまして、両親はそのときに。姉もいたんですけど、その時にどこかに行っちゃいました」

　──さらっと笑え顔がおで言うようなことではない、と思う。

「あ、寂さびしくはないんですよ？　この通り、家族は大勢いますから」

　確かに、大した数だとは思う。静けさに悩なやまされることもなさそうだ。

「この国って、孤こ児じ院いんみたいなやつ、ないの？」

「あるけど、入れてもらえませんでしたねえ」

　鼻歌交じりに裁さい縫ほう箱を取り出すと、ちょいちょい、とリーリァの袖を繕った。

　大した腕うでだと感心したら、慣れてますからと胸を張られた。

　それで用事はおしまい……ではあったが、エマは構わず、湯を沸わかすとお茶を淹いれ始めた。どうやらもうちょっと雑談に付き合っていけという話らしい。よしきた、とリーリァは思う。

「ほら、わたしの、この目。すごい色でしょう？　さっき言った流行り病の後こう遺い症しようなんですけど、街のひとたちに気味悪がられちゃって。いまさら感染うつったりはしないらしいんですけど、まあ嫌いやな思いをさせたくはないですし、ね？」

　翠銀の瞳を細めて、あははと笑う。

　その膝ひざの上に、ぴょんと子こ猫ねこが一匹飛び乗った。

「……きれいな色だと思うけど」

「そう言ってくれるひと、なかなかいなくて。リーリァさんに会えて嬉うれしいです」

　ああ、なるほど。たまたま街角でぶつかっただけの旅人を家にまで連れ込んだのは、そういう理由があってのことなのか。

「それだと、暮らしていくのも大変じゃない？」

「んー、それほどでも。おとーさんが大きな保険に入っててくれてたし、古ふる網あみ区画のほうの景気がよくて、わたしみたいな子供にも、おしごと色々あるんです」

「ふぅん……」

　エマの瞳を、改めて覗き込む。

　病の後遺症、と言われた。しかしその形容に違い和わ感かんがある。

　印象としては、描かきかけのキャンバス。何か精せい緻ちな絵を描こうとしたのに、下絵だけ完成させた時点で絵の具が切れてしまったかのような。

　これは……そう、呪のろいの痕こん跡せきに似ている。人間を別の何かに変容させようとして、その過程で力が尽つきてしまったならば、こんな感じになるだろうか。

「リ……リーリァさん、近いです！」

　目の前に、子猫の腹を突つき付けられた。

「あ、ごめん」

　翠すい銀ぎんに見入っているうちに、自分でも気づかないうちに距きよ離りを縮めていたらしい。子猫（あったかい）を顔に貼はり付けたまま、リーリァは謝罪する。

「それで。リーリァさんは、どういうひとなんですか？　この国のひとじゃないですよね、ご両親が交易商でつれてきてもらったとか、そういうの？」

「ん？　んー……」

　ちょっと考える。今の自分は、いったい何者なんだろう。

　正規勇者リーガル・ブレイブは休業中だし、わざわざ名乗りたくもないし、そもそも目の前のこの少女がその言葉を知っているとも限らない。だから、

「傭よう兵へいとか、用心棒とか……うん、そんな感じの誰だれか、かな」

「お父さんが、ってこと？」

「ううん、あたしが」

「えっ」

　まじまじと全身を見られた。

「……子供、ですよね？　わたしと、そんなに、違わない、ですよね？」

「いやー、それはそうなんだけどね。ほら、子供相手のほうがみんな油断するし？」

「でも、やっぱり、危ないんじゃないですか？」

「へーきーへーき、あたし強いから」

　にっ、と笑う。

　ここまで噓うそはついてないぞ、と思う。「強い」などという言葉で雑にくくっていい領域の話ではないのだが、いちおう、言葉の意味は嚙かみ合っているはずだから。

「はー。世の中、いろんなひとがいるんだなー」

　感心したように言ってから、

「じゃあ。今度わたしが危ない目に遭あったら、助けてくれますか？」

「……どうかなー。商売だからなー、うかつな空手形は切れないなー」

「あ、そうか。いくらくらいです？」

「高いよー？」

　冗じよう談だんめかして答えたが、実際、値をつけるならどんなものなんだろうとは思う。正規勇者リーガル・ブレイブは人類の敵を倒す存在。特定の誰かを守る、などという戦いには使われないものだ。個人的に報ほう酬しゆうを受け取ってそれを曲げるなら、さて相場はいくらぐらいが適正か。

「お友達価格で、なんとかなりませんか？」

「あー、そうだね。じゃあその時は、格安で引き受けてしんぜよう」

「やった」

　猫ねこが一匹、足元にすり寄ってきた。

　なんだおまえ。愛あい想そを振ふりまいてご主人様の商談を助けようって魂こん胆たんか。そんなぬるい媚こびで懐かい柔じゆうされるほどあたしは甘くないぞ。値切りたいならもっと本格的に甘えてくるがよい。さあ、さあ。かもんかもん。

　なーあ。猫が鳴く。

「しばらく、この国にいるんですか？」

「え？　あー、たぶんね。用事がいつ終わるのか、ちょっと読めないんだけど」

　個人的な好こう悪おを抜ぬきにして、アデライードの腕を信じてはいる。が、ものがものであるだけに、楽観的なことを言ってもいられない。

「じゃあ、またお話に付き合ってください。リーリァさんの国の話とか、聞きたい」

「あ、えーと……うん」

　少し迷ったが、結局は頷うなずいてしまう。

「わかった。また、近いうちにね」

「ん、約束」

　翠銀色の瞳をわずかに細めて、エマは嬉うれしそうに笑った。





６．アステリッドの工こう房ぼう






　悔くやしいのは、リーリァ・アスプレイの言葉が全面的に正しかったこと。

　虚きよ言げんを見抜かれ真正面から指し摘てきされた時に、何も言い返せなかったこと。




　──本心じゃ、今すぐしっぽ増やして飛びつきたいはずだよ、アデライード。




　ああもちろんその通りだ。

　極位古聖剣けんセニオリス。

　この世界にある『聖剣カリヨン』すべての原型のひとつ。

　それらを人の手で模も倣ほうし模造しようとしたことから『聖剣カリヨン』の概がい念ねんが生まれた。何百年という時間をかけて、聖剣カリヨン自体は世の勇士たちに普ふ及きゆうした──にも拘かかわらず、いまだ正確な模倣は果たされていない。

　セニオリスはいまだ最強の一ひと振ふりであり、その位くらいに並ぶ剣は、同じ極位古聖剣以外に存在しない。

　ひとりの技術者として、惹ひかれないわけがないのだ。
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「調整、開始」

　つぶやきとともに、軽く励れい起きさせた触しよく媒ばい石で、刀身の中ほどに触ふれる。

　かこん。組木細工がほどけるような小さな音とともに、刀身を構成している金属片へんのひとつが浮うき上がり、宙を滑すべり、少し離はなれた中空へと移動する。澄すんだ金属音が響ひびく。

　少しずつ遅おくれて、他ほかの金属片も後に続く。四十一度の金属音が鳴る。アステリッド家所有の工房いっぱいに、まるで星空のような輝きをもって、セニオリスのかけらが散る。

　アデライードは、ぐるりと首を巡めぐらせて、その星空を見み渡わたす。

「……うわ、何これっ!?　呪じゆ力りよく線せんほとんど呪のろいに喰くわれてるじゃない。脊せき髄ずい経路も根ね腐ぐされ寸前だし!!　うそでしょ、なんでこれで自じ壊かいしないでいられてるわけ!?」

　細い指先が、手元に残った水すい晶しよう片を撫なでる。

「ざっと見た感じじゃ……普ふ通つう。ううん、シンプルな部類とまで言っていいのに」

　聖剣カリヨンと呼ばれる武器の構造は、一いつ般ぱんに言われる剣のそれとは、大きく異なる。

　鋳い型がたに液状化した金属を流し込んで造るのでも、金かな床とこと鎚つちで叩たたいて鍛きたえるのでもない。大小さまざまな護符タリスマンを何十と集め、呪力線で繫つなぎ結びあわせて、刀身の形状へと封ふうじ込める。無理やりにひとつにまとめられた護符タリスマンたちは互たがいに干かん渉しようし合い、計算された誤動作を起こし、本来のそれとはまったく違う機能を発揮するに至る。

　この事情は、セニオリスにおいても変わらない。むろん、後続の聖剣カリヨンのほうがそのセニオリスの構造を模倣しているのだから、当然の話なのだが。

「いや、むしろ何かが足りてない……聖剣カリヨンとして成立すらしてないようにも見えるんだけど……でもこれでちゃんと完成はしてるんだよね、どういうことだろな……」

　ぼんやりとあたりを見回して、

「叔父おじさん？　どうかした？」

　すぐ傍かたわらの男が、ずっと沈ちん黙もくを守っていることに気づく。

「どうということもないがね。当家の誇ほこる天才技師が分ぶん析せき中なんだ、私ごときが改めて何かを言い足すまでもないだろう」

「そりゃまーそーだけど、独りで感動してるのも寂しいっていうかさー」

「才能とはそういうものだ。凡ぼん人じんにできることは、下手へたに口を挟はさまず、集中を乱さないよう心がけることくらいだな」

「……うーん」

　とぼけるようなヨーズアの口調に、アデライードはそれ以上を要求できない。

「洗せん浄じようは、できそうか？」

「生きてる呪力線が足りないから、正せい攻こう法ほうじゃ難しいかな。二カ所……ううん、四カ所くらいは同時に張り替かえないといけない。帝てい都との工房が諦あきらめたってのもわかるよ」

「前提確かく認にんはいい。洗浄は、できそうか？」

　同じ問いを繰くり返された。

「できるよ。わたしにならね」

　両手を前に投げ出し、天てん井じようを仰あおぐようにして答える。

「それが聞きたかったんでしょ？」

「ああ……、そうだ」

　ヨーズアは、感情を読みにくい声で頷いた。

「極位の聖剣は本当に扱あつかいが難しいからな。うまくやれるなら、それでいい」

「ん？」

　少し、その言い方に引っかかった。

　セニオリスという特定の一振りではなく、極位古聖剣という枠わく組ぐみに関しての言げん及きゆう。まるで、他の古聖剣についても関かかわったことがあるかのような。

　そんな話は聞いたことがない。だから気のせいだろうとは思うけれど。

「進行の無事だけ確認できれば、あとは安心して任せられる。私は事務所に戻もどろう」

「ん。わたしはしばらくココにこもるから、書類仕事とか、全部よろしくね」

「そこまで嬉しそうに言われたら、仕方ないな」

　苦く笑しようの形に唇くちびるを曲げてから、言葉の通り、ヨーズアは工房を出ていく。




　──奇き妙みようだ、と感じる。

　聖剣カリヨンは、「選ばれし者にしか使えない」武器である。そしてその「選ばれる」の基準は、普通の人間にはちょっと理解しがたい、聖剣カリヨンならではの何らかの基準で定められているものらしい。

　まったく扱えない者が大勢いる一方で、低位の聖剣カリヨンならなんとか扱える者、中位の聖剣カリヨンまで問題なく取りまわせる者、高位の聖剣カリヨンまで自由に扱える者と様々だ。そこには男女の別やら年ねん齢れいの差やら経験の多た寡かなどは一いつ切さい関係ないらしい。生まれつきでほぼ決まってしまっているものであり、訓練などではどうにもできない。ごくごく稀まれにこの適性が変化した例も無いわけではないのだが、そのどれもが、ほとんど生まれ直すような劇的な体験を経てのものであるらしい。

　さて、セニオリスを含ふくむ極位古聖剣は、その例外である。というか、数ある聖剣カリヨンの中でも今の法則に当てはまらない五振りこそが、極位古聖剣である。

　他の聖剣カリヨンとの適性とは関係なく、それぞれに独立した基準というか、使用者の好みを抱かかえているのだ。具体的なところはざっくりとしか知られていないが、モウルネンは前使用者が心から信しん頼らいする仲間、スィーレンは特定の彗すい星せいが見える夜に生まれた者、セニオリスはいかにも勇者っぽい勇者にしか扱えない、などと言われている。

　勇者っぽい勇者って何だよ、とこれまで多くの者が頭を抱えながらセニオリスに挑いどみ、そして拒こばまれてきた。歴代の正規勇者リーガル・ブレイブの中ですら、ほんの数名しかその資格を得られなかったと聞く。

　そのへんまでは別にいいのだ。問題は、その後。

「これ……もしかして、そもそも欠けつ陥かん品なんじゃ……」

　セニオリスを構成する護符タリスマンの数は四十一。しかしアデライードの分析では、制せい御ぎよ核かくとなる水晶は、四十二のパーツを要求しているように思えるのだ。セニオリスが聖剣カリヨンとして機能をするためには、あとひとつの護符タリスマン、または護符タリスマンに相当する何らかのパーツが必要になるはずなのだ──




　背後、扉とびらが叩かれる小さな音。

　最初は三度。そして、わずかに時間を挟んでから、二度。

　ゆっくりと、慎しん重ちように、アデライードは工房を見回す。

　誰だれの姿もないことを確認する。

「ドアの下」

　小声で、そう言葉を投げた。

　すぐに、扉の下の隙すき間まから、薄うすい封ふう筒とうが差し入れられてくる。

　扉の外の気配が、遠ざかってゆく。

「今は、こっちに集中したいとこではあるんだけど」

　立ち上がり、分解状態のままのセニオリスを放ほうって、そちらへ向かう。封筒を拾い上げて、中身を検あらためる。

「こっちを後回し、ってわけにもいかないからなあ」

　中に収められていた書類の一枚目に描かかれていたのは、にいいと笑う口元だけが白く抜ぬき取られた、黒くろ猫ねこのシルエット。そして二枚目以降には、簡単な似顔絵も添そえられた、何人かのバゼルフィドル市民の個人情報。

　笑い猫の、調査報告。

「──もしかしてとは思ってたけど、やっぱりこの子が鍵かぎになったか。しかもそのことに向こうも気づいた。となると、すぐに動く？　それとも、もう少し機を待つかな？」

　ぱらぱらと目を通した後に、アデライードはその書類を封筒ごと暖だん炉ろに投げ入れる。見る間に形を失い、灰へと変わっていく。

　その炎ほのおを見つめたまま、少女はうっすらと笑う。

「悪いことは先手必勝──だよ、ね」





Ｘ．神しん片ぺん精せい霊れいカイヤナイトの願望（１）






　これは、遥はるか過去の物語。

　あらゆる記録から消えて、あらゆる記き憶おくからも忘れられた──

　遠い、本当に遠い、昔のことである。
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　世界の万ばん物ぶつには、存在する理由がある──

　かどうかは、正直、知ったこっちゃないのであるが。少なくともその精霊には、それがあった。存在の理由にして目的にして意義である悲願が、それの存在を支えていた。

　それは、願いの精霊。

　後の世には願望成就リアライザー系能力などと呼ばれる現実改かい竄ざん能力を内に秘ひめ、それを行使することだけを目的として存在する、精霊の一種である。




『──この魔ま窟くつの底に至り、我を見み出いだした其方そなたには、力を行使する資格がある』

　精霊は、厳おごそかに告げた。

『願いを言え、若き者よ。如何いかなる願いであれ、我われは聞き届けよう』

　精霊は、人間という生き物を知っていた。肉体を持つ様々な生物の中でも、それは実に多た彩さいな欲を持つに至った、欲望のエリート種族である。食欲やら睡すい眠みん欲やらといったベーシックなものに始まり、異性を求めたり他者の評価を欲ほつしたり、場合によってはただ他者を蹴けり落とすことだけを求めたり。

　だから、確信していた。あらゆる人間は、この誘ゆう惑わくを撥はねのけられないと。

「んあー」

　果たしてその青年は、眠ねむたいような疲つかれたような目で精霊のほうを一いち瞥べつすると、

「いま忙いそがしいから、また今度な」

　ぷいと横を向いて、そう答えた。

『……いや待て。それはどういう意味であるか』

「どうもこうもねえって。なんつったかな、太陽のなんちゃらとかいう秘宝を回収しねえとこの魔窟から出られねえんだよ。もう三日も潜もぐりっぱなしでいい加減疲れた、さっさと仕事終わらせて帰ってシチュー食って寝ねたい」

『太陽の七光石か？　それならばこの奥に棲すむ琥こ珀はく獣じゆうが寝ね床どこに固めていたと思うが』

「お。まじかよ、情報提供サンキューな。助かった助かった」

『う、うむ、礼には及およばぬ──』

　ひょこひょこと軽い足取りで精霊のすぐ横を抜けて、青年は奥へと進もうとする。

『──ではない！　待て、待たぬか！　願いだ、願いを言っていけ！』

「あー？」

　青年は面めん倒どうそうに首を巡めぐらせて、

「つってもなぁ、今は特に……ああ、いま知りたいこと教えてもらったし、そいつが願いだったってことで」

『通らぬわ！　それでは、我が力をまるで行使していないではないか！　もっとこう、神秘の力を駆く使しせねば達成できぬような願望をだな！』

「とか言われてもな……すぐに思いつくもんじゃねーだろ、そんなの」

『すぐに思いつけ、その程度のことは！　人間であろうが！』

　何かがおかしい、と精霊はようやく理解した。人間といえば、欲望を煮に詰つめてゼラチンで固めたような生き物であったはずだ。ちょっとナイフを入れれば、血や肉の代わりにドス黒い願望があふれだすはずだった。

　なのに目の前のこの青年は、なかなかその内側を見せてくれない。

「人間にもそれぞれ、向き不向きってもんがあんだよ。悪わりぃが、他ほかをあたってくれ」

『他などいるか、この地に至れた人間など、これまで其方の他にいない！』

「……まあ、そりゃそうかもだけどなあ」

『力はどうだ、すべての人類を超ちよう越えつする最強の力を与あたえてやれるぞ』

「ああ、そういうのは間に合ってる」

『富や名めい誉よでも、人望でも理想の女でも、思うがままだ』

「そういうの、他力本願で手に入れると堕だ落らくすると思うんだよな」

『今すぐ地上に戻して、シチューどころか贅ぜいを尽つくした晩ばん餐さんを』

「あんま金かかったの食うと腹壊こわすんだよ俺、貧びん乏ぼう腹だから」

　ああ言えば、こう言う。

「だいたい、俺、最初から言ってんじゃねえか。保留してくれって。願いを叶かなえるっていうなら、まずこいつを聞き届けてくれよ。ていうかそれで終わりでもいいんだぜ？」

『冗じよう談だんを言うな』

　下げ劣れつな悪あく魔まではないのだから、言こと葉ば尻じりを捉とらえるようなことはしない。そんなことをしても意味はない。誰かの願いを叶え、変わった後の現実に満足させないことには、願いの精霊としての存在意義に──あるいは沽こ券けんに関かかわる。

「なら、ちょっとくらい待てって。どうせ、何百年だか何千年だか、長いことここで待ってたんだろ？　あと数年くらい、軽いもんだろうが」

『それは、確かにその通──いや待て、数年も待たせるつもりなのか？』

「聞き流せよ、そういう細かいのはよ」

『どこが細かいというのだ、其方本当に常命の人間か!?』




　願望成就リアライザー系能力。

　読んで字の通り、願望を、そのまま現実のものにする神秘である。

　特筆すべき点としては、そこに経けい緯いや過程は必要ないということがあげられる。たとえば「あいつを転ばせたい」という願いがあったとき、普ふ通つうの人間ならば草を結んだり紐ひもを張ったりするだろう。魔法や呪じゆ術じゆつの類たぐいを使える者であっても、足首を麻ま痺ひさせたり平へい衡こう感かん覚かくを狂くるわせたりといった現象を起こし、間接的に目的を達そうとするはずだ。つまり、「転ぶ」の原因を作ることで結果を生み出そうとする。しかし願望成就リアライザー系能力を用いた場合、そういった準備は一いつ切さい必要ない。仮に相手が眠っていたり空を飛んでいたりしても、容よう赦しやなく「転んでいる」という状じよう況きように持ち込むのだ。

　理り屈くつとしては、世界そのものの恣し意い的てきな上書きであるとされる。星神ヴイジトルスによる世界創造の際に使われた御み業わざの、かすかな残のこり香がのようなもの。

　そしてこの精霊は、かつてあらゆる願いを叶えるとされたハルクステン始祖神像、七百二十六に砕くだかれたそれの、右の瞳ひとみとして埋うめられていた最後のひとかけらである。かつてとは比ひ較かくにならないささやかなものとはいえ、この願望成就リアライザー系能力を司つかさどる精霊としての最低限の力は残されているのだ。

　持ち主の願いを叶えることが自分たちの存在理由であり意地である。これを果たせないようでは、七百二十五片の同どう胞ほうにして先人たちに申し訳が立たない──と。




『名を教えろ』

「……んあ。お前が願いを言うのか。そういうのもアリなわけ？」

『違ちがう。いつまでも其方其方では都合が悪いから、どう呼べば良いのかを教えろと言っているのだ。我が力とは関係ない』

「なんだよ、ついてくる気かよ」

『当然だ、今さら其方を逃にがすわけにはゆかぬ。その願い、我が名カイヤナイトと始祖神の御光にかけて、必ず聞き届けてみせる』

「しかもどさくさ紛まぎれに自分の名乗りを済ませるかよ。案外抜け目ねえなお前」

『いいから其方も名乗れ。何度も其方其方と呼ばせるなと言っているのだ、分かっているのか其方』

「楽しくなってないかお前？」

　はあ、と嘆たん息そくしてから、男は藍晶石カイヤナイトを名乗る精霊を振ふり返って、言う。

「俺に名前は無ねえよ、ずっと昔に無くした。周りの連中からは、〝勇ある者ザ・ブレイブ〟だの〝古くを識る者セニオル〟だのと呼ばれてる」

『……異名にしても、随ずい分ぶんと奇き妙みようだな？』

「言うなよ、地味に気にしてんだ」

　ぼやきながら、青年はまた歩き出す。

　精霊は、ふわりとその物質体からだを浮うかべると、青年の後を追う。長年その身を留めていた魔窟の底を離はなれて、一人の人間の人生を辿たどり始める。

　二人（と数えたものかは難しいところだが）の旅は、そうやって始まった。
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　これは、遥かな過去の物語。

　人類を守護する勇者ブレイブという概がい念ねんが未まだ無く。

　人類が強大な敵に抗あらがうために手にする力である聖剣カリヨンが未だ一ひと振ふりも存在しない。

　そんな黄昏たそがれの時代に、確かに存在したはずの物語。

















１．四日目の朝






　たぶん、良い夢を見ていたのだろうと思う。

　目覚めの瞬しゆん間かん、とても気分がよかったから。

「…………」

　頰ほおに何やら柔やわらかい感かん触しよく。

　ぼんやりと目を開き、ぬいぐるみの腹に抱だき着いている自分に気づく。眠ねむりについた時には胸に抱きしめていたはずなのだが、無意識に姿勢を変えていたらしい。

「…………」

　まあ、いいか。

　生き地じがいいのだろう、頰に伝わる感触はなかなかに心地ここちの良いものだった。夢見がよかったのもこのおかげかもしれない。ぬいぐるみのデザイン──黒くろ髪かみの少年──にだけは不満があるものの、そこは目をつぶってやらなくもない。寛かん大だいな心で。

「…………にへぇ」

　よだれがこぼれそうなほどに表情をゆるめて、ぬいぐるみに頰ずりしていると、




　シリルと目が合った。




「…………」

「なんだ、起きてるじゃないですか」

　いつも通りの、つまらないものを見る顔。淡たん々たんとした声。

「えと」

「ノックしても返事がないから入りましたが」

「……違、えと、これはね」

「もう陽ひが出ていますし、朝食に行きましょう。下で待ってますから」

　ぱたん、扉が閉まる。シリルの姿が消える。

　すっかり覚めてしまった目で、状況を確かく認にんする──むろん、改めて確認しなければいけないような複雑な状況ではないのだが、そうせずにはいられなかった。

　そこは、アステリッド家が手配した、宿の一室だった。空くう疎そではない程度に広くて、不愛想ではない程度に簡素で、悪あく趣しゆ味みではない程度に豪ごう華か。十三の少女にはかなり大きなシングルベッドの上、白いシーツにくるまって、自分は痴ち態たいを晒さらしている。

　顔が燃えた。

「うわああああ」

　お前のせいだとばかりに、ぬいぐるみをぼすぼす叩たたく。全力でやったら破は裂れつ粉ふん砕さい間ま違ちがいなしなので、もちろん手加減する。羽毛に触ふれるような繊せん細さいなタッチで、ぼすぼすぼす。ぬいぐるみの顔が「おいやめろ」と言わんばかりに歪ゆがむ。うるさいだまれ知ったことかお前が全部悪いんだ。ぼすぼすぼす。




　うわあああああ。その声を背中と扉とびら越ごしに聞きながら、

「お子様」

　廊ろう下かのシリルは重い息を吐ついた。
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　──バゼルフィドル国に入って、もう、三度目の朝である。




　宿から少しだけ離れたカフェに入り、朝食を摂とった。

　パンとサラダと、バスケットいっぱいの小魚のフライ。少しだけふくれた腹を抱かかえて、朝の街中を歩く。

「元気がありませんね？」

　先ほどのことを思い出し、肩かたが小さく揺ゆれる。

「え」

「今朝は、あまり食欲もないようでしたけど。昨日までに比べて」

　ふだん帝てい国こくの、しかも中央部を中心に生きていると、魚を食べる機会が少ない。新しん鮮せんなものとなるとなおさらだ。これを機にとばかりに、毎日、ふだんよりちょっとだけ多めの量を堪たん能のうしている。

　それに比べると、確かに今朝の自分は、控ひかえ目だったかもしれない。

「いやいや？　そんなことないよめちゃくちゃ元気だよ。今すぐパンチ一発で大地を割ったりできちゃうよ？」

「非常に迷めい惑わくなのでやめてください」

　もちろん、実際にやるつもりはない。やればできるだろうとは思うけど。

「それで、先ほどの話ですが」

「どれ？」

「今日はどうするか、の話です」

　そんな話をしていたのか。聞き流していた。

「セニオリスの浄じよう化かは始まっていますが、まだ終わるまでしばらくかかります。適当に時間を潰つぶせとは言われていますが」

「ま、言われた通りにしてるしかないんじゃない。あたしは異論ないよ」

　歩きながら両手を振ふり上げて、うーん、と大きくのびをする。

「あたしが戦わなきゃいけないような怪物モンストラスもいないし、ごはんもおいしいし。ああ、今日も世界は輝かがやいている！」

「安い世界ですね」

　嘆たん息そく。

「てなわけで、今日こそとりあえず観光かな。アステリッドの縄なわ張ばりから出たらまずいだろうし、欲を言えば、そのへん詳くわしいガイドの一人も雇やといたいところだけど」

「まったく、吞のん気きな」

「大人しく宿にこもってろ、とか言い出す？」

「もういいです、節度を保って好きにしてください。脱だつ走そうされるよりはましです」

　再び嘆息。

「そういえば、勇者ブレイブって、日課の修しゆ行ぎようとか特にないんですか？　ここまでの道中でも、特別なことをしている様子はありませんでしたが」

「うんまあ、あたしの場合はね。人間としての努力をやりすぎると、せっかく『人間離ばなれ』してる部分が薄うすれてくるんだってさ、ししょーいわく」

「はぁ」

　わかるような、わからないようなという顔。

「いやそんな顔しないでよ。あたしだって、気味悪い話だなーとは思って──」

　歓かん声せい。

　周りより一段低くなっている広場のような場所と、そこに集まる人々を見た。

　百を超こえる数の男女が、何やら年季の入った木造りのステージの前で、どよどよと落ち着かない様子で簡素な椅い子すに座っている。

「何だろ」

　足を止め、落下防止の柵さくから軽く身を乗り出して、ステージを見下ろす。すべてを見るには角度的に厳しかったが、何が起きているかを観察するだけならば問題ない。

「危ないですよ」

「へーきへーき。演劇？　いや、朝の競せり市かな？」

「ああ、それは多分……」

　舞ぶ台たいの袖そでから、真っ白な上下を着込んだ禿とく頭とうの男が現れ、たどたどしい口調で何かを言っている。声を出し慣れていないところを見れば、役者や司会などではなさそうだが。

「……奴ど隷れい市、ですかね」

「は？」

　淡々と奇き妙みようなことを言うシリルの横顔を一度見てから、もう一度ステージを見下ろす。

「え、あれが？　人身売買の現場？　そういうのアリなの、この国？」

　リーリァの故国には、そういう制度はなかった。

　かつては帝国にも同様の制度はあったが、二十年ほど前に完全に駆く逐ちくされたとされている。人道に反するという題目はもちろん掲かかげていたが、もちろんそれだけが理由ではないだろう。周辺の小国を吸収しながら領土を広げていくにあたり、臣民に格差を作り治安を悪化させる制度が邪じや魔まになっただけだという見方が強い。

　人を、人ではないものとして扱あつかうという風習は、人が人を統治する国において深刻なひずみを生む。閉へい鎖さ的なコミュニティの中であればそれも維い持じしやすいかもしれないが、人類の生活圏けんが広がりいろいろと開けてきた今の時代、それも現実的ではない。

　むろん、人の歴史は闇やみの歴史である。表向き根絶されたとはいえ、あるいはだからこそ、闇取引は絶えていない。リーリァ自身も、帝国の闇に巣食った、人身売買組織の壊かい滅めつに関かかわったことが一度ある。あの時には、多少、苦労した。

「……少し誤解があるようですが」シリルは続ける「あなたが思っているようなスタイルの『奴隷』とは少し違ちがうと思いますよ」

　ステージでは、競りが進んでいる。

　客が手を挙げて、何かを言う。他の客が手を挙げて、何かを言う。その進行を務めているのはステージ袖の小男だが、これは奴隷商というより、本当にただ進行のために雇われているだけといった風ふう体ていだ。

　やがて、一組の老夫婦が、男を落札したらしい。ステージの男は深く頭を下げると、老夫婦とともに奥の小屋へと退く。

「各地から集まった遭そう難なん者、遠洋漁師や海兵や海かい賊ぞくの良識が混ざった場所ですからね。金銭で自由の一部は奪うばいますが、人としての権利と尊厳は奪えません」

「詳しいね」

「調べてきましたから」

　次に壇だん上じように上がったのは若い娘むすめだ。元気に両りよう腕うでを振り回して、自分がいかに使える人間であるかをアピールしている。掃そう除じします洗せん濯たくします漁もしますネズミも獲とります。三食食べられればおやつのつまみぐいはしません。

「従業期間中の給金も出るし、それを貯ためれば自分自身の買かい戻もどしもできる。非人道的な扱いをすれば、主の側が訴うつたえられることもある。最初にまとまった金額を先さき払ばらいする使用人のようなものですね」

「……ほおー」

　話を聞いても、ピンとは来ない。が、目前で行われている商取引には、自分の知る奴隷売買の持つ薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きがまるでないことは事実だ。

「中には主に気にいられて、そのまま養子に入ってしまう奴隷もいるという話ですよ」

（うまく回ってる制度、ではあるわけだ）

　自由を売り渡わたしていることに変わりはないわけだし、人道的に感心できる制度とまでは思えないけれど、それはつまり、なんだかんだで自分が帝国側の考え方をしているからだろう。世界は広くていろんな考え方があって、誰だれが何を良しとするかは人の数だけのバリエーションがあるわけで。よそ者の狭せまい知見で善悪を問うべきではない。

「広いな、世界」

　軽く反動をつけて、柵から離はなれる。

「ちなみにバゼルフィドルから連れ出してはいけないそうです。おみやげに美少年を二、三人買って帰ろう、とかはナシですよ」

　いらんいらん、と答えようとしたところで、

「え、奴隷買うんですか、リーリァさん」

　ひょっこりと、すぐ隣となりに、見覚えのある顔が飛び込んできた。

　濡ぬれたような翠すい銀ぎん色の瞳ひとみが、いたずらっぽく光っている。

　エマ・コルナレス。先日会ったあの少女が、また目の前にいる。




（……ん？）

　違い和わ感かん。いや、予感。

　どこか焦しよう燥そう感かんに似た、不思議で奇妙な衝しよう動どうのかけら。




　気のせい、だろうか、と。

「よく考えたほうがいいですよ、奴隷契けい約やくのとき、国に書類を出すんですけど、買う側のほうに厳しい規則がたくさん書いてあるんです。違反したら牢ろう屋やですよ、牢屋」

「いやエマちゃん、そうじゃないから」

　突とつ然ぜんの再会に驚おどろく時間も、奇妙な直観に戸と惑まどう暇ひまもない。そんなことをしている間に、とんでもない誤解が定着してしまう。慌あわてて手を振って、

「美少年とかほんといらないから。自じ慢まんじゃないけどあたし動物の類たぐいを飼うのはちょっと苦手だし、どっちかっていうと頑がん丈じようさとか使いべりのしなさとか、そういう要素を優先して選びたいかなって」

　自分でも何を言っているのかわからなくなってきた。言い訳の方向性を間違えたような気もする。

「わかってますよリーリァさん、冗じよう談だんです」

「だよね？」

　安心した。

「リーリァさんにはちゃんと、気になってる『知り合い』の人がいるんですから」

「それも深刻な誤解だからね？」

　安心できなかった。

　そちらの誤解もどうにかしなければと改めて口を開いたところに、

「おや、お友達ですか」

　横からシリルが割り込んできた。

「遠い異国の地だというのに、いつの間にそんな友ゆう誼ぎを」

「リーリァさんのお連れの方ですか？　はじめまして、エマといいます」

「これはこれはご丁てい寧ねいに。彼女の臨時監かん視し役のシリルです」

「え？　えと……臨時……なんとか……？　ですか？」

「そういう仕事です」

「残念、お連れ、女性の方なんですね。話題の『知り合い』の方ご本人かなーってちょっと期待したんですけど」

　いやいやいや、

「あれはあれで、気になってるとかじゃないから」

　思わず割り込んでしまう。

「そういう言い方されるから気になるんですよぉ」

「お二人とも、ずいぶんと親しいご様子ですが」

　シリルの顔が、どういうことだと、説明を求めてこっちを向いた。

　リーリァの首が、どうにもこうにもと、説明を諦あきらめて左右に振られた。

「あー……シリルのことは置いといて。今日は買い物？」

　話題を変えようと思った。

「あ、はい。今日ちょっとお客様が来るから、お茶でもと思って」

「そりゃ残念」

　エマの首が、「残念って？」とかしげられる。

「あたしたち、今日ちょっと時間が余っちゃってさ。せっかくだし、地元の人に案内頼たのんでこの辺りぶらつきたいなーとか思ってたんだけど」

「ああ！」納なつ得とくの顔「そういうことなら、ちょっと待っててもらえますか？　お客様の来る時間までまだありますし、その前までだったらお付き合いできます」

「おっ」

「あ、でも……」

　少し気き恥はずかしそうにうつむいて、

「行きつけのお店とか、そういうのはないんです。ごめんなさい」

　それじゃ荷物だけ小屋に置いてきます、すぐに戻ってきますね──と、そう言ってエマは小走りに去っていった。

「勝手に今日の予定を決めないでください」

「ん、他ほかにやりたいことあった？」

「ありませんが、そういうことでもなくて。話の進め方が急ですよ。何か、焦あせるようなことでもありましたか」

　あった。……というわけでは、ないのだが。

　思い出されるのは、先ほどの、奇妙な感覚。

「ちっと、嫌いやな予感がしただけ」

「予感。あれですか、話に聞く、勇者ブレイブのみが継けい承しようできるという未来予知魔ま法ほう」

「違うよ、いろいろと」

　厳密には魔法などではないのだが、そういう技わざは、確かにある。時間そのものを俯ふ瞰かんして先見の視界を得る戦技。

　しかし今回のこの予感は、そんな明確な理り屈くつの上にあるものではない。

「ただ、ちょっと、あの子が気になっただけ。まずかった？」

「いいえ、そうではないですが。むしろ、私も気になるからこそ──」

　シリルは眼鏡めがねの位置を直す。

「いえ。考えすぎでしょう。お酒のおいしい店が教われるといいんですが」

「あんた、子供に何を求めてんだ」

「この国では、未成年の飲酒も合法ですよ。なにせ地面から水が湧わきませんからね。水の代わりに飲めて保存も利きく、そんな便利な飲み物に制限がかけられるはずもなく」

　淡たん々たんと何を言ってんだこの女。

「まあ──いいけどさ」

　ぼやきながら、エマが走り去った方向、彼女の小屋のあるほうを見やる。

　あの妙みような胸むな騒さわぎは、膨ふくらみも萎しぼみもせず、ただリーリァの内に蟠わだかまっていた。
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　──太陽が昇のぼって。

　傾かたむき始めて。

　それでも、エマは戻ってこなかった。




　　　　[image: ]




「まさか」

　そう思って、海辺の小屋へ向かった。

　扉とびらが開け放たれていた。

　一歩を踏ふみ入れる。にゃあにゃあと悲鳴をあげて、色とりどりの毛玉が部屋の隅すみへと逃にげてゆく。

「──エマ、ちゃん──？」

　広い小屋ではない。部屋も目の前のひとつきりしかなく、調度だって最低限に近い。死角らしい死角がない。さらに言えば、物もの陰かげにいようが息を殺していようが、そこに誰かがいるならば、リーリァは見み逃のがさない。

　床ゆかに、茶色の何かが散らばっている。ぶちまけられた、紅茶の葉。

　その隙すき間ま、目立たずかすかににじむ、小さな──けれど新しい、血の跡あと。

「エマちゃん!?」

　にゃあにゃあという大合唱。相変わらずの賑にぎやかな小屋。

　黒くろ髪かみの少女の姿だけが、どこにもなかった。





２．アステリッド商会の事情






「いつまで、あんな小こ娘むすめをボス扱あつかいしなきゃいけないんですか」

　部下の聞き慣れた愚ぐ痴ちを、ヨーズア・アステリッドは苦く笑しようして受け止める。

「そう言うな。アデライードには、充じゆう分ぶんな実績と才能がある。それが一番大切なことだ」

「それは、あなたがボスになれない理由になっていない、ヨーズアさん。上に立つ者としての実績も能力も、あなたのほうが優すぐれているはずだ」

「……だとしてもだ」

　表情を引き締しめ、喋しやべり過ぎる部下を黙だまらせる。

「組織の構成員として、許される言葉とそうでない言葉がある。要いらぬ波風を起こそうとするのは感心できないぞ」

「ヨーズアさん」

　部下は口ごもりながらも、言葉を止めない。

「あんたが立てば、みんなついてくる」

「当面私にそのつもりはないよ。それが全すべてだ」




　アデライード・アステリッドの出自には、謎なぞがある。

　アステリッド家の前ボスが、六年ほど前に「隠かくし子だ」と言ってどこかから連れてきたのが、当時十一だった彼女だ。

　その時点の彼には嫡ちやく子しどころか正妻もいなかったため、周囲はどよめいた。

　バゼルフィドルは、複数の組織の勢力がギリギリの均きん衡こうを保つことで維い持じされている国だ。自然と、その組織の長おさに「家族がいる」ということは、多くの波は紋もんを投じることになる。無数の敵が内外から湧いてきた。身み柄がらを、あるいは命を幾いく度どとなく狙ねらわれた。

　幼かったアデライードの身を護まもったのは、最終的には、彼女自身の実力だった。

　アステリッド家の本来の稼か業ぎようは護符タリスマン工こう房ぼうであり、彼女には技師としての才能があった。明るい性格と愛あい嬌きようで、広報的にも大きな働きをした。彼女の働きが工房の業績を大きく引き上げたことで、少なくとも身内からは、表立った攻こう撃げきを受けることが減った。

　ボスの座を継つぐことになった時にも、大きな騒そう動どうになった。昼夜を問わずに命を狙われる日々が続いた。今は副アンダーボスの座に収まっているヨーズアも、当時アデライードと対立していた一人だった。

　最終的に、対立勢力をヨーズアがまとめて吸収し、アデライードの下につくことで騒動は決着した。それが、今からほんの半年ほど前のことである。

　だから彼の周囲には、現状に不満を感じる者も少なくない。

　彼らは最もこの家のことを理解し、尽つくしてきた者こそが先導者となるべきだ──そう主張し、曲げようとしない。ヨーズアの人望、だけではない。女が組織の長となることに抵てい抗こうを感じる者、たかが十七の子供に従えられることが耐たえられない者も、口々に似たようなことを言う。

「──ボスに従えないというならば、この組織を去ってもらうしかないぞ」

　ヨーズア自身がそう宣言し、アデライードを支え続けているからこそ、アステリッド家という組織は今の形で維持できている。




　正式名めい称しよう、総合事務長室。

　通つう称しよう、副アンダーボス部屋。その名の通り、商会の代々の副アンダーボスに与あたえられるはずの個室。実質上、ヨーズアひとりのプライベートルームのようなものだ。

　軽く散らかったその部屋に踏み入り、後ろ手で扉に鍵かぎをかける。

　頭を搔かきながら自分の机に向かう──途と中ちゆうで、その足を止める。

　窓が、かすかに開いている。

　手近な本ほん棚だなから一冊を抜ぬき出し、窓に近づく。

「──ここには近づくなと言っているだろう」

　本を読んでいるふりをしながら、低い小声で、窓の外へと囁ささやく。

「今すぐお前に売りたい情報がある、ヨーズア・アステリッド」

　その声は、耳元でささやくように聞こえた。この情報屋一族が伝える特とく殊しゆな発声法で、盗ぬすみ聞きされる心配が少ないという話だが、どうにも生理的に気色が悪い。

「鮮せん度どが命だ。価格はアオロク、今すぐ買うか否いなかを決めろ、ヨーズア・アステリッド」

「無む茶ちやを言う。中身の分からない商品に大金を出せと？」

「いくら出しても元のとれる商品であることは保証する、ヨーズア・アステリッド」

　まるで商談になっていない。名前を連呼されることへの不快も手伝い、ヨーズアは軽い苛いら立だちを覚える。しかし同時に、この情報屋にそこまで言い切らせるほどの、商品とやらの中身に対する興味も湧く。

「……買おう」

「素す早ばやく、正しい決断だ。お前は必ず私に感謝するだろう、ヨーズア・アステリッド」

「能書きはいい、商品を寄よ越こせ」

「アデライード・アステリッドが、私兵を使い、子供を一人保護した。以前にお前が探していた候補者とやらのリストの中にいた子供だ」

　すぐには、言葉の意味が、理解できなかった。

　惚ほうけたような沈ちん黙もくの時間を数秒過ごす。

「何……だと？」

　一枚の紙が、窓の隙間に差し込まれる。震ふるえる手でそれを受け取り、開く。界かい隈わいの簡単な地図。その一角、人ひと気けのない路地裏の建物の位置に、×印が描かき込まれている。

「証しよう拠こを残さぬよう努力はしていたようだが、我われ等らの目を逃れることはできなかった。目め障ざわりなボスを失しつ脚きやくさせるには充分なネタだろう。好きに使え、ヨーズア・アステリッド」

　窓の外の気配が消える。

　ヨーズアは黙って、手元の地図を眺ながめ続ける。




　ややあってから、その口元に──

「──まったく、悪い娘だ」

　小さく、笑えみが浮うかんだ。





３．無力な子供






　すぐに戻もどると言いおいて、少女は去っていった。

　それから太陽が昇って。傾き始めて。

　それでも、エマは戻ってこなかった。




　どうしよう。

　どうすればいい。

　表面上は平静を装よそおいながら、リーリァは意識を高速で巡めぐらせる。

　すぐに戻ってくると言ったエマがどこにもいない。道は単純で、すれ違ちがっただけということは考えにくい。そしてひと目見てすぐにそうと分かるレベルで、ここには、何らかの揉もめ事があったのだろう痕こん跡せきが残されている。血の跡が残されてすらいる。

　辺りを見回すが、そもそもここは艀はしけの端はしのほう、市街区域からは離はなれた小屋だ。怪あやしい人ひと影かげどころか、人影そのものがまったく見当たらない。

　手がかりを探す。足跡らしい足跡は見つからない。いつも猫ねこたちが暴れまわっている場所なので室内はナチュラルに乱れていて、抵抗の痕跡だけを探し出すのは難しい。

　地面に手のひらを押し当てた。両目を閉じて、呼吸を整える。自分という存在を世界から切り離すイメージ。時間の流れを外から俯ふ瞰かんするような感覚。本来は戦せん闘とうに用いる先読みの技わざだが、原理は木もく片へん魔ま法ほうなる秘術に近いものであるらしく、単純な未来予知に近い使い方もできる──はずなのだが、うまく未来の像が摑つかめない。

（呪じゆ詛そのせい!?）

　リーリァの内にいまだ溜たまったままの膨ぼう大だいな呪詛は、人を害したいという妄もう執しゆうじみた感情の塊かたまりだ。リーリァ自身を直接害することはできずとも、ただそこに在るというだけで、精神を鎮しずめなければ使えない類たぐいの技は全て禁じられてしまう。

　どうしよう。

　どうすればいい。

　表面上は平静を装いながら、リーリァは意識を高速で巡らせ続ける。それはつまり、完全な堂々巡りだ。

　そもそも、自分には、何ができるのか。若くして歴代屈くつ指しの力を持つと言われる正規勇者リーガル・ブレイブ。天才だと持ち上げられ、古今東西のあらゆる武技を使いこなし、いかなる強敵だろうとたやすく討うち倒たおしてみせる。

　それだけだ。

　友人に何かが起きている。それがわかっているというのに、何もできない。人類を救うことのできる正規勇者リーガル・ブレイブには、人類を救うことしかできない。

　こういうことは、初めてではない。正規勇者リーガル・ブレイブは人類を救う存在であり、人間を救うものではない。力になりたいと思った相手、無事でいてほしいと思った相手、そういうのを自分の手で守れた例ためしが、リーリァにはほとんどない。

　泣きたくなる──と感じた次の瞬しゆん間かんには、小さな涙なみだがこぼれていた。

　ただ、悔くやしさだけが、胸を満たす。




　ひいはあと息を切らせて、シリルが駆かけ寄ってくる。

　急いで目元をぬぐい、涙を隠す。

「いきなり走り出さないでください、見失うかもしれないところでしたよ」

　いつもの顔で文句を言われる。

「…………」

「どうかしたんですか？」

　問われ、無言で道を開ける。ひょいと小屋の中を覗のぞき込んだシリルは、それだけで事情を察したのだろう。「ああ……」と表情を変えずに小さく頷うなずく。

「なるほど。それで、これからどうするおつもりで？」

「……周辺の怪しそうな男を適当に締めあげて、情報収集、とか」

「オーケー真顔で錯さく乱らんしているのはよくわかりました。落ち着いてください勇者様」

　錯乱。何を言っているんだ。自分はいつも通りだ。ただ、頭がぐるぐるしていて、うまく物事を考えられずにいるだけだ。

「そもそもこの辺りは、アステリッド家とセス家の勢力圏けんの境界近くのはずです。両勢力の強面こわもてがにらみ合いを続けている場所だと言われていたはずですが」

　言われていた。聞き流していたが。

「となれば怪しそうな男には事欠きませんし、ランダムに捕つかまえたら、二分の一でアステリッドの子飼いにヒットしてしまいますよ」

「なるほど」少し考える「よし、アデライードを締しめあげよう」

「どうしてそうなるんですか」

「ダメでもともと、何かの手がかりが入れば丸まる儲もうけってことで」

「オーケー真顔で大錯乱しているのはよくわかりました。落ち着きやがれ勇者様」

　大錯乱。だから何の話をしているんだ。自分はいつも通りだ。ほんとだぞ。

「そもそもこの国には、独立した自警団がありません。それぞれの区域で、それぞれを統治する組織が相当するものを運用しています。事件だというなら、セスやアステリッドに報告だけして、後は全部任せるのが筋ですよ」

「……それは」

　確かに。

　煮にえたようになっている頭でも、その理屈はわかる。でも、

「にらみ合いを続けている場所での事件じゃ、どっちの組織も、ろくに捜そう査さできない」

「そうですね、まず間違いなく、放置されて終わります」

「じゃあ、やっぱりあたしが」

「私たちは、何をするべきでもない」

　シリルが、やや声を強めて言う。

「わかっているんでしょう？」

　わかっている。

　忘れたわけじゃないのだ。この国におけるリーリァ・アスプレイの立場は、外交官同然だ。うかつに動けば、それがどんなつもりのものであったにせよ、背後にあるものとの関係を疑われる。

　この国は、複数の勢力のギリギリの均きん衡こうで成り立っている。そうでなくとも不安定に浮いている秤はかりに、リーリァという特大の錘おもりが乗った状態。その錘が分別を失い暴れ出せば、あっという間に均衡が崩くずれる。

　自分の軽挙を引き鉄がねに、無む駄だに多くの血が流れることになるだろう。

　何もできないならば、何もするべきではない。それは道理にも聞こえる。

　──でも。

「っ!!」

　拳こぶしを、足元の地面に叩たたきつける。轟ごう音おんと共に、嵐あらしに遭あった船のように、地面が激しく揺ゆれる。猫たちが騒さわいでまた物もの陰かげへと逃にげ込む。

　破は壊かいするつもりで放った一いち撃げきだったら、この区画に丸ごと穴が開いていただろう。そうではなく、ただ苛立ちのままに振ふり下ろしただけの雑な拳。ひりひりと痛む。

「近きん所じよ迷めい惑わくですよ」

「そだね」

　座り込んだまま、うつむき、答える。

　そのまま沈黙。

　遠い波の音と、にゃああという細い鳴き声だけが聞こえる。

「……まったく。調子が狂くるいますね、あなたがそういう調子だと」

　シリルが何かを言っている。

「あれだけ最強ぶっていても、いざ手に余る事態になったとたんにこれですか。何でも思い通りにできちゃう人生ばかり送ってきたせい？」

「そだね」

　それは、本当に、その通りだと思う。

　けれど仕方がないじゃないか。

　国を焼かれたのも、勇者ブレイブの資質を見み出いだされたのも、無敵の武技を受け継ついだのも、セニオリスに選ばれたのも、自分一人なのだ。その戦いには誰だれの助けも得られない。同じく勇者の名を冠かんする準勇者クアシ・ブレイブたちも、引退した元正規勇者リーガル・ブレイブですらも。リーリァと同じ戦場に立つには強さが足りなかった。

　だからすべての道を、自分一人で切り拓ひらいてきたのだ。

　だから自分一人で切り拓いた道しか、歩いたことがなかったのだ。

「まったく、困ったお子様だ」

「そだね」

　返す言葉がない。必要な時に必要な力が足りない。世の理り不ふ尽じんに対してただ愚ぐ痴ちをこぼすくらいしかできない。それはまさしく、ただの十三の小こ娘むすめにふさわしい無様な姿で、

「…………ああもう！」




　ぽこん、




　リーリァの頭の上で、何かが跳はねた。

「え？」

　見上げる。怒いかりのポーズのつもりなのだろう、ふんぞり返った姿し勢せいのシリルが小さな拳を震ふるわせている。

　ものを殴なぐるということにまるで慣れていないのだろう、ずいぶんと痛そうだ。

「何……」

「わかってない。わかってなさすぎる」

　声が、どことなく震えている。

「もうやれることがない？　力が足りない？　何を勘かん違ちがいしているのか知りませんけどね。一いつ般ぱん的に、子供の戦場ってのは、そこからなんです」

　怒おこっている？

「シリル」

「人間ってのはね、どんな天才だろうと、一人で全部なんとかできるようにはできてないんですよ。多かれ少なかれ、自分にできないことに出くわして膝ひざを折る。あなた以外の誰もが、その挫ざ折せつをよく知ってる。そいつに屈したり乗り越こえたりして生きている」

　ふんぞり返るような姿勢のまま、シリルは大ぶりな本を一冊取り出すと、器用に片手で頁ページをめくる。やがて目当ての箇か所しよを見つけたか、右手に取り出したペンで、インクもつけずに何かを描かき込んでゆく。

「何を──」

「子供の手に余るなら、年長者の手を借りろっつってんの！」

　淡あわい光が、その頁から溢あふれてくる。

　地面に座り込んだまま、リーリァはその光を見上げる。

　呪蹟ソーマタージの光。

　それは、特とく殊しゆな図形を描くことを通し、世界に異常を上書きする技術。太古に神々が世界を創造した際に用いた技術を、人間の手で現代に甦よみがえらそうとした結果に生まれた、秘ひ蹟せきの模造品。

　本の中から解き放たれた光は青白い輝き線せんとなり、虚こ空くうに幾いくつもの複雑な絵を描く。その絵がまた新たな光を放ち、その光がまた新たに絵を描いて、

　弾はじけた。

　不意を突つかれ、目を閉じる。なぜかすぐ近くから、たくさんの羽音を聞く。

　光も輝線の絵も、きれいに消え去っていた。代わりに、どこから現れたものやら、無数の白い鳩はとが、空へと飛び立ってゆくのを見る。

　ぎにゃっ、と潰つぶれたような悲鳴をあげて、猫ねこたちが残らず、物陰へと逃げ去る。

「え……」

「広域探知のために、幻げん獣じゆうを創つくりました。視覚ではなく縁えにしを直接辿たどって標的を探します。さほど距きよ離りは開いていないでしょうし、それなりの精度で絞しぼり込めるでしょう」

「え……え、え？」

　ゆっくりと、状じよう況きようを理解する。

　広域探知？　幻獣を創った？

「呪蹟ソーマタージって、そういうこともできるの？」

「ええまあ。門外不出の国家機密ですが」

「……ん？」

「既き存そんの諜ちよう報ほう技術のほとんどを過去の遺物にしてしまう、軍略級の秘術ですからね。存在をばらされただけで国家間の緊きん張ちようが強まりますし、実際に異国で発動したなどということがバレれば普ふ通つうに国際問題です」

「……ん？　ん、んん？」

　何か、おかしなことを言われている気がする。

「あ、あの、さ。あんた言ってなかったっけ、外交官同然の立場だから慎しん重ちように振る舞まえとかなんとか……」

「まあ、確かに。でもまあ、そういう面めん倒どうな立ち位置なのは勇者様個人の話で、私はお付きという名の自由な一個人ですから」

「屁へ理り屈くつすぎない？」

「だからバレないように気をつけないといけません。黙だまっててくださいね？」

　片目をつぶる。へたくそすぎて、頰ほおがひきつっている。

　──呆あきれて、声が出ない。

「なん、で」

「はい？」

「なんでそこまでしてくれるの」

「あー。あーもう。なんでまだわかんないのかな、この察しの悪いお子様は」

　ぽん、頭の上に手を置かれる。

「超ちよう天才児様が相手じゃ、年ねん齢れいくらいしか勝ててないような凡ぼん人じんでもね。年上には、年上の意地ってもんがあるんです。泣いてる子供の前でくらい強がりますよ、もちろん」

「泣っ!?」

　目元を慌あわててぬぐう。

　濡ぬれていない。シリルがにまりと笑う。

「……かわいいとこあるじゃないですか、勇者様」

「あんたねぇ！」

　一度は激げき昂こうしてみせてから、顔を背そむけて、

「……ありがと」

　聞こえないように、小声で呟つぶやいた。

「どういたしまして」

　速そつ攻こうで返事が返ってきた。

「いや、あんたね。せっかくひとが小声で言ったんだから、聞こえなかったふりくらいしなさいっての。礼れい儀ぎというか様式美というか思いやりというか、あるでしょ」

「と言われましても、事実として聞こえてしまったもので」

　淡たん々たんと言って、シリルは肩かたをすくめる。

「……いい性格してるよね」

「よく言われます」




　それから数分も待たずして、羽音がまた、空から降りてきた。

　鳩たちは次々に、シリルの開いた本の上へと降り立つと、また光の欠片かけらへとその身をほどく。まるで砂絵を描くように、その光は紙の上に無数の記号を綴つづってゆく。

　シリルはその記号に目を通し、

「屋内に連れ込まれましたかね、本人の姿は見つけられませんでした」

「おいこら」

　リーリァは肩を落とす。

「わりとかっこよさげなこと言っといて、オチがそれか。年上の意地はどこいった」

「冷たい現実の前には、あらゆる精神論は無力なんです」

「聞きたくなかった、そんな寝ね言ごと」

「まあ、それでも、手がかりはありますよ。エマさんをここから連れ去った当人を発見しました。ここからは少々離はなれていますが、屋外を移動中」

　リーリァは立ち上がった。

「どうする気です？」

「締しめあげて情報収集」

「オーケーやる気にあふれているのはわかりました、落ち着け勇者様。ちょっと見み逃のがせそうにない情報がまだひとつあります」

「……何よ」

「この男、確か、アデライード・アステリッドの側近です」

　沈ちん黙もく。

「なるほど」

　リーリァは力強く頷うなずいて、

「よし、やっぱりアデライードを締めあげよう」

　先ほどと同じ結論を、これまた力強く宣言した。





４．寝不足のボスと猫たちの食事






　隠かくし事をするのは好きではない。

　悪だくみの類たぐいも趣しゆ味みではない。

　しかし困ったことに、不得意というわけでもない。というか、はっきりと得意だと言い切ってしまえる。

　だからこそ──敵の多いこの世界で、アデライードは今もまだ、生きている。




「──あったま、重ぉ──」

　寝不足は美容と健康と、ついでに自由な発想と正確な作業の敵である。

　誰だれもがそれを理解していながら、逃のがれられない。これは人類という種が抱かかえた、永遠の業ごうのひとつなのではないか。ああ星神ヴイジトルスよ、どうしてあなたがたは人類をこのような欠けつ陥かん品に創つくりたもうたか。

　などという壮そう大だいな嘆なげきのことはどうでもよくて。

　つまり、アデライード・アステリッドは寝不足だった。

　セニオリスの浄じよう化かは、まあまあ順調である。滞とどこおることはなく、作業の終わりもだいたい見えている。ただ、過半数の呪じゆ力りよく線せんを張り替かえなければならないというのが難物で、少し手を加えたらしばらく時間をおいて新しいパーツをなじませる必要がある──ため、最高にテンポよく進めたとしても、どうしても時間はかかってしまうのだが。

　鏡を確かく認にんする。ぼさぼさの金きん髪ぱつ、あつぼったいまぶた、ふんにゃりした口元。

　これはいけない。シャワーを浴びて、髪かみを整えて、ちょっとだけ濃こい化け粧しようで目元をごまかして、コーヒーをがぶがぶ飲み干した。

「さぁて。気合いいれるぞ、気合いっ！」

　作業場に戻もどる。いまセニオリスの調整状態は解除され、剣けんの形に戻っている。素す手でで触さわらないよう、厚手の布──これ自体が呪的干かん渉しようを遮しや断だんするひとつの護符タリスマンになっている──を使って硝子ガラスケースに安置する。鍵かぎをかける。

　この剣を、数時間ほど、こうして休ませておく必要がある。

　そしてこのことを、自分以外は誰も知らない。

　だからしばらくの間、アデライード・アステリッドがこの工こう房ぼうを離れて何かをしても、そのことは誰にも気づかれない。

　地味な服を着込み、艶つやのない黒のウィッグをかぶり、さらに無地のフードつきマントを羽織る。愛用の赤い手て袋ぶくろを手にとり──数秒ほど悩なやんでから、これも着用。

　工房の裏口から、誰にも見つからないように、外に出た。
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　扉とびらを叩たたく。最初は三度。そして、わずかに時間を挟はさんでから、二度。

　ほんのわずかに時間を空けて、音もなく扉が開く。

　薄うす暗くらがりの室内には、黒いスーツ姿の男が四人。

「──で、首しゆ尾びはどんな感じ？　うまくいってる？」

　アデライードが尋たずねると、四人は顔を見合わせて、

「大勢はなんとか。ただ、多少の手て違ちがいが、ありました」

「ん？」

「予定が早まったと伝え、丁てい寧ねいにお連れする予定だったんですが……用事があるといって強く抵てい抗こうされたので、薬を使うことに」

「あー、なるほど、そういう系のやつ手違いね」

　頰を搔かく。

「怪け我がは？」

「暴れた際に、浅く。手当ては済ませてあります」

「目もく撃げき者は？」

「いないはずです。もとより、人の寄り付かない街はずれですから」

「痕こん跡せきは？」

「多少は。しかし、物取りのそれと区別はつけられないはずです」

「……なら、ひとまず良しとするか、うん」

　少しばかり苦い声になってしまったのは否いなめない。しかし、万ばん事じがうまくいくばかりではないのは世の常だし、それを嘆いて足を止めていても、どこへも進めはしない。

「もう少し、時間が要いるの。他ほかの組織はもちろん、万が一にもヨーズア叔父おじさんには気づかれないよう、細心の注意を払はらって」

「心得ています……これを」

　黒スーツの一人が渡わたしてきたファイルを受け取る。連続失しつ踪そう事件──『笑い猫ねこ』に対して、周辺の各組織がとっている対応についての調査書。笑う黒猫のシルエットが描えがかれた一枚目をめくり、二枚目以降に目を走らせる。

「セス家の動きがおかしいねコレ。次じ男なん坊ぼうあたりに何か勘かんづかれちゃった？」

「可能性はあります。ですが、確証までには至っていないかと」

「そっちもいろいろ時間の問題かァ……」

　頭を搔きむしる。ウィッグがずれそうになったので慌ててやめる。

「普ふ通つうに考えたら、しばらくにらみ合いのフェイズだけどさー……セスの連中はともかく、溝どぶ板いたの人たちはそのへん常識通用しないよね。近日中に関係者が襲しゆう撃げきされる可能性があると考えて、それとなく備えといて」

　黒スーツたちの間に小さな緊きん張ちようが走る。

「わかりました。ボスの護衛には私が──」

「んー、わたしにはいらない。その分の戦力はバイズメイさんのご家族に回して、万が一があるとしたらそのへんだろうから」

「しかし」

「大だい丈じよう夫ぶだって。きみたちのボス、こう見えてけっこう強いんだゾ？」

　赤い手袋に覆おおわれた右手を、握にぎったり開いたりして見せる。




「──あのっ」




　傍かたわら。

　建物の奥に続く扉から、まだ幼い少女の声が聞こえた。

　弾はじかれたように、黒スーツたちがそちらへ向き直った。アデライードは自制心を総動員し、動どう揺ようを押し殺す。そちらを見ないように、そちらからも顔を見られないように、背を向けたままの姿勢を維い持じする。

「すみません。ええと、状じよう況きよう、わからないんですけれど、人違いだと思うんです」

　さすがに緊張しているのだろう、うわずった声。

「うち、お金とかないですし、家族も、ずっと昔にばらばらですし。さらっても、何にもなりませんから」

　横目で、黒スーツの一人に『なんで起きてるのこの子？』と視線を送る。『薬が切れたようです』と返事が返ってくる。

『なんで自由に出歩いてるの』

『部屋に鍵はかけていたはずですが』

『安物の２ピンシリンダー錠じようとか使ってないよね？　下町の子供でアレ外せない子はいないよ？』

『…………すみません、それです』

　視線のやりとり、終しゆう了りよう。

「あのっ、訴うつたえるとかはしませんから、うちに帰してもらえませんか。ひとを待たせてしまってるんです」

「──そういうわけには、いかないの」

　振ふり向かないまま。肩かた越ごしに、アデライードは答えた。

　少女の──エマ・コルナレスの気配が、小さく戸と惑まどうのを感じた。

　その戸惑いの意味は確認せずに、

「人違いなんかじゃない。きみを帰すわけにはいかない事情がある。怖こわい目に遭あいたくなかったら、部屋に戻ってくれないかな？」

「う……」

　少女がうなだれる。

「じゃあ……せめて、ふたつ、お願いできませんか。『案内できなくてごめんなさい』っていう伝言と、うちの猫たちのごはんだけ」

「要求できる立場じゃないと思うんだけど」

「だめですか？」

　良いとか駄だ目めとか、そういう問題ではないのだ。

「……そこのきみ」右みぎ端はしの黒スーツを捕つかまえて「言う通りにしてあげて」

「は、しかし」

　言いたいことはわかる。手がかりを現場に残してきて、既すでにそれなりにリスクを抱えていると確認した直後なのだ。わざわざそれを増やしてこいという指示は、あまり適切とは思えないのだろう。けれど、

「いいから。二番通りの隅すみのほうに小さな精肉屋があるでしょ、あそこで売ってるから。まだ小さい猫もいたはずだから、三分の一くらいはお湯でふやかしてね」

「はぁ……、あ、いえ、はい」

　頷うなずいて、その黒スーツが部屋を出てゆく。

「ありがとうございます、安心しました」

　丁寧に頭を下げて、少女が部屋へと戻ろうとする。

「待って」

「あ、はい？」

「ずいぶんと落ち着いてるみたいだけど、怖くないの？」

「……落ち着いて見えますか、わたし」

　なぜそこで不思議そうな声を出すのか。

「たぶん、未練とかあんまりないからだと思います。こんな目だから将来に何があるってわけでもないですし、心配かける家族ももういませんし……猫たちも元野の良らですから、わたしがいなくなっても、なんだかんだで生きていくと思いますし」

　あっけらかんとした、偽いつわりのない言葉。

　吐はき気がアデライードを襲おそう。

　この少女、エマ・コルナレスはまだ十一歳だ。まだいくらでも未来に夢を見てもいいはずの子供だ。その口からこうもあっさりと、自分の人生に何も期待していないという言葉が出てきた。そのことのグロテスクさが、すぐには受け入れられない。

「そ、う……」

　軽く手を振って、さっさと行けと促うながす。「では」と一礼し、少女の気配が廊ろう下かを去る。黒スーツの一人がそれに付き添そう。

　アデライードは額を指先で強く押さえる。

「ボス？」

「ん、何でもないよ」

　声だけは平静を装よそおいそう答えて、ウィッグを脱ぬぐ。金髪がこぼれる。

「心配ないとは思うけど、あの子、絶対に逃にがさないようにね」

　低い声を作り、冷たく、そう言い放つ。

「そして、何があっても、叔父さん──ヨーズア・アステリッドには気づかれないように。わかった？」
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　屋内から外に出てすぐに、陽光が目の奥に突つき刺ささる。

　こんな日に限って、なぜかやたらと天気が良いのだ。洗せん濯たく物ものはよく乾かわくだろうし畑（国土の狭せまいこの国にもいちおうあるのだ）の作物もよく育つだろうし、基本的には良いことなのだろうが不健康なこの身にはちょいと厳しい。

「きっついなぁ……」

「少しお休みになりますか」

　護衛の黒スーツの提案に対し、首を横に振る。

「いやぁ、この後もやることぎっちぎちだしさぁ」

　そう。いまの自分には、後回しにできない仕事が山のようにある。

　そもそも、セニオリスの浄じよう化か作業を抜ぬけ出してここにいる身である。あれは時間だけでなく、とんでもなく集中力を食う。裏でこそこそ動くのと並行して進める作業としては、どうにも厳しい。




　マントで身を隠かくしつつ、人ひと気けの少ない裏路地を行く。

　天然の地形というものがなく、増築と改築によって国土のすべてを創つくり出したこのバゼルフィドルには、もともと入り組んだ道が多い。しっかりとした土地勘さえあれば、誰だれにも気づかれないまま移動するのはそれほど難しくない。

「工こう房ぼうに戻もどりましたら、何か冷たいものでも差し入れましょう」

「え、ほんと？　やたっ」

　歓よろこびのあまり、指を弾く。

「それじゃさ、リクエストあるんだけど。『ポム・ヴェルト』のフルーツシャーベット、シリーズ一通り！」

「……あの。多少遠いといいますか、それは確か、他家の縄なわ張ばりにある店では」

「そこを曲げてなんとか！　いまものすごく食べたいから！」

　黒スーツはしばらく苦く悩のうした後に、「わかりました」と頷いた。アデライードは再び「やたっ」と指を弾く。楽しみが増えれば、気力も湧わくというものだ。そうと決まれば善は急げ。先ほどまでよりも明らかに軽い足取りで、相変わらず人気のない道をゆく。

　──いや。

「ん」

　足を止めた。

　アデライードは自分の右手を、いや、右手を包む手て袋ぶくろを見下ろす。

　赤い上質の絹に、金糸と宝石をあしらってある。派手で豪ごう奢しやで、けれどそれだけのものでしかないはずの、手袋。

　縫ぬい取られた金糸が、陽光を照り返すのではなく、自ら小さく輝かがやきを放っている。その明めい滅めつを見つめる。

　寒気に似た感覚に襲われる。

　空の太陽が、雲に入る。灰色の翳かげりが、辺りを覆う。

「どうしましたか？」

　同じく足を止めた護衛が尋たずねてくる。

「〝薔薇ローズ〟の敵意センサーに反応がある。あまり距きよ離りがないから警けい戒かいして」

　小声で答えた。

　護衛は表情を引き締しめ、アデライードをかばうように構えをとると周囲を見回す。人気のない裏路地、辺りには相変わらず誰の姿もなく、




　──いや。




　誰もいない、はずだったのだ。油断したつもりもなく、目を外していた自覚もない。自分たちは、そのことを確かく認にんしながら歩いていたはずだったのだ。

　そうだ。見落とすことなど、あるはずがないのだ。これほどの重要人物、これほどの危険人物がそこにいたなら、気づいていたはずなのに。

「…………あれぇ」

　気け圧おされるように半歩下がりながら、アデライードはひくついた笑えみを浮うかべる。

　冷や汗あせが背中を伝うのを感じる。

「どうしたの、勇者さん、こんなとこで」

　様子を見るように、軽口を投げかける。

　返事はない。

　ただ、静かに。危険な沈ちん黙もくを纏まとったままで。

　赤い髪かみの少女が──リーリァ・アスプレイが、そこに立っている。





５．少女の雇やとった用心棒






　世の中そうそううまくいかないものだ、とリーリァはよく知っている。

　能力と理想の方向性が嚙かみ合わないだとか。発想と好機のタイミングがずれているだとか。環かん境きようと目的の相あい性しようが悪いだとか。色々とパターンはあるし数え上げていっても仕方がないが──とにかく世の中がそういう風にできていることについては、自明のことなのだと、十三の子供にだって理解できている。

　そしてその理解の先に、もうひとつの納なつ得とくがある。

　誰だれかがうまくやった時には、必ず、それに対応する誰かが、うまくいかないことになっているのだ。結局、人とは、その時自分がどちら側にいるのかを見て一いつ喜き一いち憂ゆうするだけの生き物なのだと。

　だから、




「──ビンゴ」

　小さく皮肉げな笑えみが浮うかぶのを止められなかった。いま自分は「うまくいった」側にいるし、対応する相手──アデライード・アステリッドは、そりゃもう見ていて気の毒な気分になるほど、うまくいっていない。

「あー。あーうん、ヘンなところで会う、ねー？」

　妙みようなイントネーションで話しかけつつ、目が泳いでいる。相手をする義理はない。視線を少しだけ動かし、アデライードの隣となりに立つ人物を確かく認にんする。

　黒スーツを着込んだ、筋肉質の男。姿勢、重心の運び、表情、その全すべてが妙に印象に残りにくい。おそらく、訓練によって身に付けた身体制せい御ぎよ技術によるものだろう。それはそのまま、戦せん闘とう時に発揮されるであろう練度の高さともなる。敵の多い身であるアデライードが、外出時に護衛に選ぶくらいには、手て練だれなのだろう。

（こいつが……）

　目を細め、心の中で確信を固める。こいつが、シリル（の鳩はと）が特定した、エマを襲おそって連れ去った、実行犯なのだと。

「どうしたのかなー、勇者様。このへん寂さびれてて、観光とかには向かないよ」

　視線をあさっての方向に向け、指先で自分の金きん髪ぱつをくるくるといじりながら、アデライードが白々しく何かを言っている。

「迷ったんなら、大通りへの道、教えてあげよっか？」

「せっかくだけど遠えん慮りよしとく。現地のガイドには先約がいるんだ」

　意識したわけではないが、返した自分の声は、妙に低く聞こえた。

　反応があったこと自体に安心したのだろう、アデライードが表情をゆるめて、

「そうなの？　だったら──」

　続けて何かを提案してこようとするのを「だから」と遮さえぎって、

「エマ・コルナレスを返してもらう」

　ぴし、と。

　音すら聞こえてきそうなほど露ろ骨こつに、アデライードが硬こう直ちよくした。

「──ええ、と……え？」

　石像になったまま、横目で、護衛に『どういうことなのコレ!?』と問いかける。

『あの子とこの子、どういう繫つながりがあるワケ!?　何がどうなったらこうなるの!?　わたし前世で何かすごく悪いこととかした!?』

　当の護衛は、無表情のまま、小さく首を横に振ふる。

「ええと」

　なんとか笑みを取り繕つくろいつつ、アデライードはあごに指をあて小首をかしげ、

「その、エマちゃん？　って、誰のことなのカナー、なんて……」

　ごまかすつもりの芝居なのだろうが、誰が見てもそうとわかるだろうレベルで動揺が顔に出ている。

　リーリァは無言で、一歩を詰つめる。

　アデライードが、半歩ほど退く。

　そのまま二人、互たがいに視線を動かさないままで数秒を過ごす。

「──ああ、もう」

　アデライードが、肩かたを落とす。

　逃にげ場がないところまで追いつめられれば、逆に腹が決まったというところか。胸を張り直し、額にかかっていた髪かみをばさりと後ろに流す。

「むしろこっちが先に確認したいトコなんだけど。きみ、あの子とどういう付き合いなわけ？　ていうか、あの子を何だと思って付き合ってるわけ？」

「ん？」

　少し考える。

「街の外れに猫ねこと住んでる、人間の友達の少ない、ちょっと寂しい女の子？」

「だいたい合ってそうだけど、きみ、他人の友達の数について言える立場？」

　ええい、うるさい。

「どういう付き合いって言われても、確かに、そんなに深い付き合いじゃないけどさ」

　思い出す。




　──じゃあ。今度わたしが危ない目に遭あったら、助けてくれますか？




　ああ。ちょうどいい会話が、思い出せた。

「……うん、用心棒」

「へ？」

「危ない時には助けてって頼たのまれた。報ほう酬しゆうの交こう渉しようはまだ途と中ちゆうだったけど、だからって反ほ故ごにするわけにもいかないしね？」

　もちろん、短い雑談の中に出てきた冗じよう談だんを持ち出しただけの、屁へ理り屈くつである。

　けれど、屁理屈だって理屈だ。他ほかの誰を論破できなくてもいい。自分自身が、このリーリァ・アスプレイが、自分の動く理由として納得できるなら。それで充じゆう分ぶん。

「……いつの間に、そんなアルバイト始めたの？」

　案の定、思いっきり呆あきれた顔をされた。

「そういうわけじゃないけど、まぁ、成り行きっていうか」

　軽く答えつつ、リーリァは無造作に、左手を真横に突つき出した。

　特に警けい戒かいしていたわけではないが、そもそも正規勇者リーガル・ブレイブに、一いつ般ぱん的な尺度で言うところの油断はない。素質と訓練と反復と実じつ践せんと日常生活。その体は、危険が迫せまれば勝手に動くように作り上げられている。

　飛来する細長い何かを、摑つかみとる。ほぼ同時、




　がぎゅいいんっ──




　と。耳みみ障ざわりな金属音。

　響ひびいたのは、もちろん、リーリァの手の中ではない。アデライードが右みぎ腕うでを真横、つまりはリーリァと同じ方向に突き出している。広げられたその手のひらの真ん中に、太く長い釘くぎのようなものが突き立っているのが見える。

　形状は、機械弓クロスボウの、太矢。

　見る限り、それは、ただ軽量の金属を鋳い型がたに流して造り上げた量産型の太矢とは違ちがうようだった。そもそもこういう矢や弾だまの類たぐいは、軌き道どうを安定させるために、表面に無用な凹おう凸とつを造らないのが定石だ。なのにこの太矢は、側面いっぱいに、複雑な紋もん様ようが刻み込まれている。そしてその紋様が、怪あやしく青白い光を発してすらいる。おそらくは、一部の護符タリスマンが持つのと同じような理屈で、発射後に自ら加速し威い力りよくを底上げする秘術紋様。

（──へえ）

　本来であれば、もちろん、絹の手て袋ぶくろなどで防げるものではない。絹ごと皮を貫つらぬき肉と骨を食い破り、肘ひじまで引き裂さかれてもおかしくないだけの威力はあったはずだった。

　だが、そうはならない。

　アデライードの手袋に施された金糸の縫ぬい取りが、淡あわく光を放っている。射られた太矢は、手袋の表面に触ふれるわずかに手前の空中で、見えない力にからめとられて、静止している。

　そのまま、数秒。組み込まれていた推進力が尽つきたか、太矢は思い出したように重力に捕とらわれ、その場にぽとりと落ちる。

「ん」

　リーリァは改めて、自分の右手が摑みとっているそれを確認する。紋様の刻まれた太矢。手の中で暴れるその感かん触しよくでもしやと思ってはいたが、アデライードの手袋が弾はじいたそれと、同じもののようだった。

「んー……」

　撃うたれた方向を見る。開けた場所というわけではないが、視界が閉とざされているというわけでもない。狙そ撃げきされたポイントはさほど苦も無く特定できた──二区画ほど向こう、見張り台のようにそびえる木造建築の、四階左ひだり端はしの窓。狙撃した当人の姿はもう見えなかったが、風向きや角度から考えると他にない。

「これ、何？　あんたの差し金？」

　アデライード自身も攻こう撃げきされたという点はさておき、いちおうそう尋たずねておく。

「違うって。まあ……うちのお客様かなって心当たりは、たくさんあるけど」

　アデライード自身はその場を動かない。護衛だけが動き、弾だん道どうを塞ふさごうとする。

「普ふ段だんどんだけあくどい商売してんの」

「あ、その評価は心外。うち、外部に漏もれるような形で法は破ってないんだから」

「評価を覆くつがえさせるつもりまったくないよね、その主張？」

　物もの陰かげから、幾いく人にんかの男たちが姿を現した。揃そろいの覆ふく面めんで顔を隠かくし、やはり規格を揃えた灰色の短たん杖じようを逆手に構えている。いずれも素人しろうとではない──ばかりか、ただ喧けん嘩か慣れしただけのチンピラなどとも明らかに練度が違う。

　袋ふくろ叩だたきのプロ、とでも言うべきだろうか。意識の死角を狙ねらう暗殺者や多対多の戦いに臨のぞむ兵士などとは根本から違う。多勢で素す早ばやく少数の相手を叩きのめすことに特化して技術やら連係やらを磨みがいた集団。そういう気配がうかがえた。

「んー……？」

　何かを理解しかねているような顔で、アデライードが眉まゆを寄せる。

　どうしたのかと尋ねようとしたところで、男たちが動いた。全員が同時に、しかし細かくタイミングをずらして距きよ離りを詰めてくる。短杖を振り上げる者、横に薙なぐ者、突き入れる者。練達の連係だった。

（まあ……だからって、どうってこともないけどさ）

　彼らが多人数での戦いに慣れているというならば、リーリァ・アスプレイは多人数相手の戦闘に慣れている。それもおそらくは、比べ物にならない密度で。

　ぽい、と。手の中に握にぎったままだった太矢を、無造作に放ほうり出す。

　男の一人が、反射的にそれを避よけて体を左に振った。別の男が、それを避けて後ろに身を引いた。それによって短杖が軌道を変え、別の男の脇わき腹ばらに突き刺ささりそうになった。二人それぞれに小さく身をひねって同士討うちを避さける。リーリァの誘ゆう導どうしたこの一連の動きを通して、それぞれに絶ぜつ妙みようにずらしていたはずの攻撃の拍子リズムが、一いつ致ちしてしまう。

「よ」

　右手を、軽く払はらうように振るう。男たちのあごの先をかすめたそれが、全員の意識を同時に刈かり取る。それで、戦いとも呼べないその戦いは終わる。積み重なるように崩くずれ落ちる男たちの体からひょいと身をかわし、リーリァはいちおう、アデライードのほうに注意を向けた。

　くるり、と。アデライードの体が、踊おどるように回転しているのを見た。

　ドレスの裾すそがふわりと翻ひるがえる。

「〝絞こう首しゆ台に留まる灰色鳩ばと〟、〝手術台に捧ささげられた橙とうの花束〟」

　吟ぎんじるような詩うたうような、そんな詠えい唱しようを聞く。

　それらの言葉自体に意味はないのだろう。予あらかじめそうと定められていたというだけの、ただの合言葉に等しい。しかしだからこそ、それは即そく座ざに結果を呼び込む。

　氷のかけらを奥歯で砕くだいたような音が、二度響いた。

　最初の詠唱で左、次の詠唱で右。アデライードが振るう左右の手の甲こう、手袋にあしらわれていた宝石が強い光の軌き跡せきを描えがく。

　指が細かく動き、縫い取りの金糸に小さく緊きん張ちようをかける。歯車を爪つめでこすったような小さな音とともに、宝石が軽く振しん動どうする。

　振り下ろされる短杖の一本をかわし、一本を右の手袋がいなし、もう一本を左が弾く。襲しゆう撃げき者全員とアデライードとが最も近づいた瞬しゆん間かんに、

「〝飾かざれ〟」

　投と網あみのように広がる稲いな光びかり。

　沸ふつ騰とうした油を鉄板に叩きつけるような音。

　それで終わりだった──手袋から放たれた人工の雷らい電でんが、アデライードを取り囲むように展開していた男たちを、一いち網もう打だ尽じんに仕留めてのける。

　手袋。

　常識外れの武器防具なら見慣れているリーリァの目にも、それは特異なものとして映った。鋼線を編みこみ防ぼう刃じん性能を高めた手袋、などならば何度か見たことがある。しかしあれは、見た目からして重くて分厚くて、どちらかというと籠こ手ての一種にしか見えないしろものだった。それに比べてアデライードのそれは──

「……それ、もしかして、聖剣カリヨン？」

「うそ、ひと目で見み抜ぬけちゃうわけ!?」

　仮にも企き業ぎよう秘密オブ企業秘密なんだけどなんでわかっちゃうのかなあっ！　などとアデライードが驚きよう愕がくしている。その目前で、リーリァは無言のまま、やはり驚愕している。

　聖剣カリヨンとは、様々な効果を持つ護符タリスマンを集めて結びつけ、別の機能を発揮させるに至った仕組みのことである。ならばそれが剣の形をしている必然性はない……などと考えるのは簡単だが、実際に剣以外の聖剣カリヨンを実現した例はないはずだと聞いている。

「でも……」

「でもなんで勇者ブレイブでもない一般人に聖剣カリヨンが使えるんだー、とか聞かないでね。それこそ企業秘密だし、教えられないから」

「……そだね」

　気にならないといえば噓うそになる。だがもちろん、今は好こう奇き心しんだけに身を任せていられるような状じよう況きようではない。

「聞いてほしいんだけど」

　言って──それにも拘かかわらず、アデライードは言葉を続けない。地べたに倒たおれた男たちに視線を落としたまま、何かを考えている。

「……何を聞けって？」

　促うながすと、弾かれたように顔を上げて、

「状況がおかしすぎる」

「あんたが混乱してるのは知ってるよ、いろいろ悪だくみしてたのに、計画の歯車がかみ合ってないっぽいのも見りゃわかる」

　むろんその齟そ齬ごの一因は自分自身にあるのだとリーリァは理解していたが、敢あえてそこには触れずに意地悪く煽あおる。しかしアデライードは真ま面じ目めな顔で、

「わたしじゃなくて。おかしいのは、この人たちの存在」

「……あんたのお客様なんでしょ？」

「最初はそう思ったんだけど、だとしたら、なんでこの程度の戦力で、こんなタイミングに襲おそってきたのかなって。これまでけっこう大勢返り討ちにしてきたし、わたし相手に力押しが通用しないなんて、この辺りの同業者にはもう常識なんだけど」

　なんでもないことのように、けっこう図ずう々ずうしいことを言う。だが、正当な自己評価ではあるのだろう。あの手袋は護身具として非常に優ゆう秀しゆうだし、それを使ったアデライードの立ち回りも相当の胆たん力りよくに裏付けられている。難点を言うなら、不要と知りながらお飾りのように連れまわされている護衛が気の毒なことくらいか。

「練度も装備も、けっこうなレベルだったと思うけど」

「通用しなきゃ同じだよ？」

　ごもっともだ。返す言葉がない。

「加えて、なんできみと揉もめてる最中に、両方を襲ってきたのか。アステリッド家をどうにかしたいなら、わたしだけ狙うか、きみだけ撃って誤解させるべきでしょ。そもそもきみが何者なのかも、知ってるひとしか知らないはずなのに」

「わりとどうでもいいなぁ」

　リーリァは後ろ頭を指で搔かく。

「そんなに気になるなら、倒れてる連中に聞いたら？」

「それはそうなんだけど……あまり手加減すると倒れてくれなそうだったし、ちょっと強めに撃ち込んじゃったから、どうかな……」

　アデライードの指示を待たず、護衛（先ほどの立ち回りの間はとばっちりを避けるためか距離をあけていた）が駆かけ寄ると、男たちの一人の覆面をはぎ取り、胸むな元もとに拳こぶしをあてて活を入れた。男は激しく数度咳せき込むと、意識を取り戻もどし両目を開いて、

「────」

　すぐに、全身が弛し緩かんした。

（は？）

　死んだのだと、リーリァは見抜いた。古典的なやり方だが、歯に毒を仕込んでいたのだろう。尋じん問もんされるよりも先に、自ら死を選んだ。

（どういうこと？）

　おそらくこの分では、ここに倒れている誰だれを叩き起こしても、同じことが繰くり返されるだけだろう。手がかりにはならない。

「どしたの？」

　アデライードが覗のぞき込んだ男の唇くちびるの端から、細く血が垂れる。それだけで状況を察したのか、かすかに青ざめた顔をしてアデライードは身を引く。死体を見慣れてはいないようだが、取り乱さないでいてくれることは素直に助かる。

　リーリァは小さく息を吐はいた。この街の連中のゴタゴタには興味はない。好きなだけ複雑な状況に翻ほん弄ろうされていればいい。自分はただ、エマの居場所を知れればそれでよかったはずなのに。

　だが、確かに、この不自然さは気にかかる。

　人間は、当たり前だが、生き続けたい生き物なのだ。尋問される前に死を選ぶほどの覚かく悟ごは、普通ではない。それほどの覚悟を持った刺し客かくは、子飼いにせよ金で雇やとわれたにせよ、どこの組織にとっても重要な戦力であるはずだ。

　アデライードの言う通り、こんな場所でこんな使い捨て方をして良いものではない。そこには何かの、大きな意味があるはずなのだと。




「ゆ……勇者、様……？」

　ひいはあと息を切らして、シリルが駆け寄ってくる。その姿を見て、なぜか既き視し感かんを覚える──ああいや違ちがう、つい先ほどにも同じようなことがあったか。

「いきなり走り出さないでくださいってさっきも言ったでしょう、今度は完全に見失いましたよ目的地がわかってたから追いつけましたけど」

「シリル、足遅おそいね」

「非常識な基準で測らないでください、私の足は普通です……」

　シリルの目が、辺りをざっと見み渡わたす。

「これは？」

「揉め事。アデライードと話してたら襲い掛かかってきた。正体不明。練度は高かった。見ての通りの理由で尋問できそうにない」

「……私は、何に呆あきれればいいんでしょうか。この街の治安？　数歩歩いたら騒そう動どうにぶつかる勇者様の人生？　今日はラッキーデーとか言ってた今朝の占うらない？」

「どれでもいいけど、気をつけて。近くにはもう仲間とかいないけど、もう巻き込まれてるっぽいから」

「……衝しよう撃げき的な出会いがあるでしょう、ラッキーアイテムはピンクのリボン……ああもう……もう信じないぞ……」

　ぶつぶつと何かを言いながら、シリルは身を屈かがめ、何かを拾い上げる。先ほどの太矢と短杖。しげしげとその表面を見つめ、

「アデライードさん」

　顔を上げて、質問を投げる。

「この表面に刻まれている図形は以前に賢けん人じん塔とうが供出した技術のようですが、これらはアステリッド家の商品ですか？」

「え、あ……うん。あ、そうか。卸おろし先はそんなに多くないはずだから、事務所に戻れば特定できるかも。ああもう、こんなことなら通し番号でも入れておけば」

（あれ？）

　違い和わ感かん。リーリァは眉み間けんにしわを寄せる。

　ちらりとシリルが横目でリーリァを見るが、すぐに視線はアデライードに戻る。

「アデライードさん、あとふたつほど質問が。どうやらあなたは、緊急時に慎しん重ちように状況を分ぶん析せきするタイプのようですが──」アデライードがかすかに驚愕したのが見える「──そのことを敵対組織、または身内に指し摘てきされたことはありますか」

　質問の内容はともかく、意図を読みかねたのだろう。当とう惑わくしながら、

「え、えと……いまきみに指摘された、とか」

「今のところ敵対組織でも身内でもないので私は除外してください。他ほかには？」

　少し迷いながら、

「ヨーズア、叔父おじさん。……たまにだけど、慎重すぎるって言われる……」

（え。それって……）

　リーリァの心の中、最初はさざ波だった違和感が、激しさを増してゆく。いや。それは既すでに違和感などではなく確信だ。筋道をうまく言語化できる気はしないけれど、結論だけはもう、この胸の内に固まってしまっている。

　動き出そうとするリーリァを、シリルが手のひらで制止する。

「最後の質問です。どうやら時間がない、腹芸なしで今すぐに答えてください」

　そのシリルの声は──いつも通りのようにも聞こえた。つまり、世の中の何もかもをつまらなそうに突つき放したような、淡たん々たんとした声。けれど同時に、焦あせっているようにも聞こえた。時間がないというその言葉の通り、目前に迫せまる何らかの危険を一人だけ予期し、もどかしさに身を震ふるわせているような。

　シリル・ライトナーは尋たずねる。

「ヨーズア・アステリッドは、エマ・コルナレスを、どうするつもりなんですか？」

　そしてその問いは、いまリーリァが聞きたかったことと、一いつ致ちしていた。
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　アデライードの隠かくれ家がには、血の匂においが充じゆう満まんしていた。

　床ゆかの上には、三人の黒スーツが、無残な姿になって倒れている。部屋にはいくつかの乱らん闘とうの痕こん跡せき。善戦はしたのだろう。そして、善戦までしかできなかったのだろう。

　奥の部屋を確かく認にんしても、もちろん、そこに監かん禁きんされていたはずの少女の姿はない。




「単純な話だった。足りない戦力で無理やり襲しゆう撃げきする目的なんて、二つしかない。襲撃の事実を作って何かの計略に利用するか、もしくは時間稼かせぎだ」

　うめくように、リーリァは言う。

「あのタイミングに襲ってきたのは、あたしたちがすぐに手を組んでここに来る可能性を危き惧ぐしたから。中ちゆう途と半はん端ぱに手がかりを与あたえたのは、アデライード、あんたが考え込んで足を止めてくれる可能性を増やしたかったから。言い換かえれば、ああやれば足を止めてくれると知っていたやつが、ほんの数分程度の時間を稼ぐために、あれをやった」

　アデライードは、青い顔でうつむいている。

　リーリァは続ける。

「副アンダーボスとボスが実は対立関係でした、程度の話なら、驚おどろきもしないし関かかわりもしないよ。好きにケンカして、素す敵てきなソファの取り合いをしてればいい。けど、今回の話はどうにもおかしい。あんたは副アンダーボスに内ない緒しよでエマちゃんをさらい、副アンダーボスはこんな遠回りな手を使ってまであんたからエマちゃんを横取りした」

「……叔父さんには、気付かれていない、はずだったのに」

「あんたの予想より腹芸のうまい人だったってことでしょ。……で、エマちゃんって何者なわけ。前ボスの隠し子だとか、大金を持ち逃にげした裏切り者から手がかりを受け取ってるはずとか、そういうパターン？」

「あはっ」

　力なく、アデライードは笑う。

「きみ、ギャングものの創作物語フイクシヨン、読みすぎじゃないかなあ？」

「人間同士で殺やり合ってる現場の経験に疎うといもんでね。で、どうなわけ？」

「きみが専門外ってことはないと思うよ。あの子は、簡単に言えば、『人類の破は滅めつを防げるかもしれない鍵かぎ』なんだってさ」

　冗じよう談だんだと思った。

　改めて、アデライードの横顔を見た。唇を歪ゆがめて笑え顔がおを装よそおっているが、顔面は蒼そう白はくなままで、まるで生気が感じられない。

「どういう──」

「このままだと遠からず、人類は滅ほろびるんだって。それを防ぐためには、人類は大急ぎで、次の階梯ステージに登らないといけない。……本当かどうかは知らないよ？　でも本気でそう信じている人たちがいて、本気で対策しようとしているのは事実」

「ゆ……勇者、様……私ゃ、今日、どんだけ走らないといけないんですかね……」

　ぜえぜえはあはあと、今にも死にそうなほどに息を切らしながら、シリルが部屋によろめき入ってきて──そして部屋に広がる惨さん状じようを見て絶句した。

　悪いけれど、構っている場合ではない。アデライードの言葉の続きを待つ。

「その人たちは、ずっと、〝ひと〟を探してた。特別な力を受け継つぐ資格を持つ〝ひと〟を。そのために、闇やみの奴ど隷れい市で殺してもいい人材を買い集めたり、街の中からもそれっぽい人を何人も拉ら致ちして実験に使ったりした──」

（武装宗教組織の類たぐい、か……）

　まったくもって嬉うれしくない話だが、確かに、なじみのある話になってきた。少なくとも、ただの犯罪組織の内部抗こう争そうなどよりもずっと、ふだんの自分の戦いに近い。

「で、エマちゃんがその、怪あやしげな素質の持ち主だと思われたわけか」

「違うよ」

「違うのか」

「思われたんじゃない。バレたんだ」

　アデライードは、力なく天てん井じようを仰あおぐ──生命の残っていない部屋から視線を逸そらすようにして。

「あの子は本物。本物の──極位古聖剣ゼルメルフィオルの適合者候補だって」





Ｘ．神しん片ぺん精せい霊れいカイヤナイトの願望（２）






　これは、遥はるか過去の物語。

　秘宝を求めて魔ま窟くつの底へと至った、一人の青年と。

　その魔窟から連れ出された、願いを叶かなえる力を持つ精霊との。

　誰に語られることもない、ささやかな思い出。
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『願いを言え』とその精霊は迫せまった。

「また今度な」とその青年は答えた。

　そんなことが、何度も何度も、繰くり返された。




　旅先で出会った美女を青年が口説こうとした時に、『成じよう就じゆさせてやる』と持ち掛けた。しかし青年はこれを断り、自分の言葉で美女に挑いどんで玉ぎよく砕さいした。

　深い森の中で道を見失った時に、『外まで運んでやる』と持ち掛けた。しかし青年はこれも断り、ひと月近くの放ほう浪ろうの末、自力で人里まで生せい還かんした。

　寒空の下、宿代が尽つきて野宿をするはめになった時に、『金銀財宝を出してやる』と持ち掛けた。青年は当然のようにそれを断り、摘つんだばかりの薬草を煎せんじた汁しるを勧すすめてきた。めちゃくちゃ苦くてめちゃくちゃ渋しぶくて、つまりは（精霊の舌にすら！）ひたすらに不味まずい代しろ物ものではあったけれど、物質体からだだけはとても温まった。

　道中にいろいろと面めん倒どうだったので、何度か、人間の少女を模した物質体からだを装よそおったことがある。その時の青年はなんとも微び妙みような顔をしたのだが、『やめてほしいならばそう願え』と言ったら「好きにしろよ」とそっぽを向いた。




　青年とともに世界を見て、初めて精霊が知ったことがある。

　その時代の人類は、滅ほろびに瀕ひんしていた。

　大陸全土で、怪物モンストラスが異常発生していた。兵と城じよう壁へきで街を守ることはできても、無防備な農村が次々と襲おそわれるのは止められない。物価が跳はね上がり、治安は悪化し、戦争が起こって、人が死んだ。そのまま行けば、数年もしないうちに、絶ぜつ滅めつを避さけられないほどに個体数を減らしていただろう。

　しかしそこに、この青年がいた。

　青年は人間としては異常なほどに強く、そして賢かしこかった。

　特に広域に害を及およぼす怪物モンストラスをいくつも討うち倒たおした。多くの村に自衛の手段を与あたえ、心構えを教えた。効率の良い農耕の手段を広め、広域通貨を発行し経済を活性化させた。人材を育成し、自分がいなくともそれらの知識が世に広まり、さらには発展していけるように仕組んだ。

　そうやって救われた人々は、青年に名を尋ねた。青年はそのたびに、「名前はない」と答えた。だから人々は、青年のことを、感謝と尊敬を込めた敬けい称しようで呼んだ。




『願いを言え』とその精霊は迫った。

「また今度な」とその青年は答えた。

　そんなことが、長い旅の中で、何度も何度も繰り返された。
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　狭せまい洞どう窟くつの奥。ちろちろと熾おき火びが揺ゆれている。

　特大のあくびをひとつ放ってから、

「なぁ。こいつは、何だっけか」

　握にぎりこぶしほどの大きさの鋼片を手に、かつては青年だった老人は尋たずねた。

『その問いに対する答えが、其方そなたの願いか？』

「それでもいいぜ」

『……荒あれた海での酔よいを抑おさえるお守りだ。一昨年おととしに死んだ槍やり使いの形見でもある』

「ああ」老人は寂さみし気に笑って「アレンの奴やつか。こいつがないと故郷に帰れないんだとか言ってたよな、確か」

『ちなみに隣となりのお守りは、傷いたんだ野菜を見分けるもの。その隣は、病びよう床しようで悪夢を防ぐためのものだ』

「ああ……そうだったな」

　老人の指先が、並んだ鋼片たちのひとつひとつを、優やさしく撫なでる。揺れる炎ほのおを照り返し、色とりどりの鋼片たちが、水面みなものように小さく煌きらめく。

　長い旅の中、大勢の人々たちと出会い、そして別れてきた。そしてそのたびに、老人は、彼らの願いと祈いのりを託たくされてきた。特に示し合わせたわけではないのだろうが、具体的には、誰だれも彼もがこういう護符タリスマンを押し付けてきた。戦いの役にはまるで立たない──そもそも老人の領域の戦いで役立つ護符タリスマンなどそうそうないが──が、代わりに、地味にその旅路を支えてくれるお守りたち。

　そんな祈りの数々を背負って、老人は旅を続けていた。

　そんな祈りの数々を背負わされる、それが、人々に〝勇ある者ザ・ブレイブ〟と呼ばれる老人の旅路だった。

（────ああ）

　確かに長かったなぁ、と。

　精霊は、懐なつかしく思い返す。

　あの日からずっと、青年は多くと戦い、多くを斬きり伏ふせ、多くを守ってきた。そのことを感謝され、敬われもした。けれどそれに負けないくらいに多くを傷つけられ、多くを守れず、多くを取りこぼしてきた。

　守りたいと思えた人が、何人もいた。そのすべてを失った。だから、これ以上誰にも同じ思いをさせたくないと、多くの人々を救った。

　またここに帰りたいと思えた場所を、いくつも見つけた。そのすべてを失った。だから、これ以上誰にも同じ思いをさせたくないと、多くの土地を守った。

　そんなことを繰り返しているうちに、時間が流れた。多くが救われ、それよりも圧あつ倒とう的てきに多くを取りこぼしてきた。

　その生き方を指して、世界で一番不幸なやつだ、と言う者たちもいた。およそ幸福につながりそうなあらゆるものを失い、ただ傷つき続けるだけの人生を送っているからと。その言葉に対し、男はいつも曖昧に笑って、それだけでもないんだがなあとだけ返していた。

「どうしたもんかな。もう、武器がありゃしねえ」

　岩がん壁ぺきに背を預け、老人はぼやいた。

『竜りゆう鱗りんをあそこまで傷つけただけ、大したものだ』

「とはいえ、トドメを刺させないんじゃな。この土ど壇たん場ばの手元に残るは、生活に便利なおまじない百選のみときた」

　精霊は鋼片を見み渡わたす。

『そこまで多くはない、正確には四十一選だ』

「細けえなオイ……」

『だが、いずれも、其方の身を案じた祈りの結けつ晶しようばかりだ』

「ああ。こんな俺なんかに、ありがたいことだよ」

『……惚とぼけている場合ではない。そろそろ現実を直視するべきだ』

　通じない皮肉を放つのにも飽あきたか、精霊は老人に詰め寄った。




　老人は、人類の今後を直接左右する戦いのために、この地へ来た。




　討とう伐ばつしなければならない相手は、赤しやく銅どう竜りゆうニルギネルゼン。

　そうでなくとも竜という種は、人間にとって、最悪に近い脅きよう威いだ。人間に対してひたすら敵対的で、縄なわ張ばりに踏ふみ込んだ者は決して見み逃のがさない。サイズが常識外れにでかくて、体表が常識外れに硬かたい。その鉤かぎ爪づめや炎の吐と息いきは簡単に人間の命を刈かり取ってしまうが、その逆はただ傷をつけることすらままならない。

　その中でも上位の大型種になると、その生命が心臓やら何やらに依い存そんしなくなる。たとえ内臓の全すべてを抉えぐりとろうと死なない。もはや生命力と呼ぶのも馬ば鹿からしくなるほどの、圧倒的な自己保存性能。

　ニルギネルゼンは、そんな赤銅竜の中でも、特に巨きよ大だいな個体だった。いかな〝勇ある者ザ・ブレイブ〟、いかな〝古くを識る者セニオル〟であろうと、たやすく討ち倒せる相手ではなかった。

　長い戦いの果て、矢は全て尽きた。剣けんも全て折れた。

　それでも老人は奮戦した。ニルギネルゼンに深い傷を負わせ、自身も傷つきながらこの洞穴に逃にげ込み、休息を得ることができていた。

　しかし、それだけだ。

　怒いかり狂くるうニルギネルゼンが、周辺一帯を睥へい睨げいし続けている。この洞穴を一歩でも出てしまえば、今度こそどこにも逃げられないだろう。そして老人の手には、もはや、その爪を逃のがれるための剣の一本すらも、残されてはいないのだ。




『其方も理解しているはずだ。もう、安い意地を張っている場合ではないと』

「そう言ってもな。あいつを殺してくれって願ったら、叶うのか？」

『それは……難しい。人間は自分の想像力の範はん囲い内でしか願いを持てず、竜種ドラゴンの死は人間に想像できる概がい念ねんではない』

「まあ、そんなとこだろうな」

　特に残念がる様子もなく、老人は頷うなずいた。

　それは、願いを叶かなえる力が持つ、どうしようもない限界だった。

　過程を省略して結果を導く力であるからこそ、知らない概念を実現できない。目指そうとしている結果を、自分の願いの具体的な姿を、しっかりと定めなければ発動しない。

「だったらしょうがない。人間おれは人間おれの手の届く範囲で、もう少し頑がん張ばってみるさ」

『だが、其方にはもう、武器がない。ただ死にに行くようなものだ』

「かもな。まあ、何とか相討ちくらいにはもってってみせるさ」

　ぶっきらぼうに言って、岩壁に背を預ける。

『……ここから其方を逃がすことは、できる。どこかに帰りたいと言えば、誰かに会いたいと願えば、それらを間ま違ちがいなく現実に重ねてみせる』

「はは。そいつは魅み力りよく的だ」

『だったら──』

「でも、今じゃあないな。また今度、頼たのむよ」

　また今度。

　ああ、この状じよう況きように至ってなお、この男はそう言うのか。

『まさか、最初から、そのつもりだったのか？』

「ん？」

『願いを言う気など、最初から無かったのだろう。我われを連れまわし、からかって、面おも白しろがっているだけだったのではないか？』

　精せい霊れいは、この苦境に何もできない我が身に苛いら立だち、感情を持て余していた。だから、理り屈くつのない、ただの言いがかりのつもりでそう言った。そして、

「ん……ああ、まあ、半分は正解だ」

　予想もしていなかった返事を聞いた。

「悪わりぃな。ズルをしてた。俺の願いは、なんつうか……言わなくても、お前が勝手に叶えてくれてたからな」

『何、を……』

「一人旅には飽きてた。俺の戦いに付き合わせても簡単には死なない、丈じよう夫ぶで強したたかで、ついでに賑にぎやかな旅仲間が欲しかった。なにかと失ってばかりの人生だったせいかね。なんつうか、けっこう幸せだったんだよ、お前といた時間が」

　男は、たぶん作り物であろう、うっすらとした笑えみを浮うかべる。

「そいつもそろそろ潮時だな。長い間、付き合わせて悪かった」

『そんな、こと、を……』

「さあ、俺の願いを言うぞ、神しん片ぺん精霊カイヤナイト。そいつを叶えればお前は自由だろう、どこでもいいから行っちまえ」

『……待て。待って、くれ……』

　精霊の懇こん願がんを聞きもせず、少なくともそんなそぶりは見せず、老人は一方的に、要求を言葉にして突つき付けてきた。

『我は──』

「何でもいい。お前自身の願いを、叶えてくれ。それが、俺が、お前に託す願いだ」

















１．探し人はいずこに






　創られた鳩はとがまた、大空へと飛んでゆく。

　機密ですからね、絶対黙だまっててくださいよ、とシリルはぶつぶつ言っていた。




　青い顔のアデライードが、ベンチに腰こし掛かけ俯うつむいている。

　リーリァはその隣で、頭を搔かいている。話しかけづらい。

　アデライードの指先がしきりに、自分の金きん髪ぱつをくるくるといじっている。落ち着かない時の癖くせか何かなのだろうが、正直、今は見ているほうが落ち着けない。

「あのさ」

　ためらい交じりに、声をかける。

「なんであんたが、そんなに追いつめられた顔してるわけさ。そのヨーズア叔父おじさんが何か企たくらんでるってのは予あらかじめわかってたんでしょ？　エマちゃん個人に深い縁えんがあるっていうならまだしも、他人のはずでしょ」

　ゆっくりと、アデライードがこちらを見た。何かを言おうと小さく唇くちびるを動かし、一度閉じてから、

「そういうきみは、落ち着いてるね。そのエマちゃんとは友達、なんでしょ？」

「あたしはまあ、そういう風に訓練してるからね。焦あせっただけであの子が助かるなら、いくらでも大おお慌あわてしてみせるけど、そういうわけじゃないし。落ち着いていたほうが勝率が高いんだから、そうするだけ。それに──」

　それに、こういうことは初めてではないのだ。

　守りたいと思った相手が、自分の手の届かないところで危機にさらされている。助かるかどうかはいまだわからず、ただ焦しよう燥そうの中で時を過ごし結果を待つしかない。そして、結果を受け入れるしかない。

　そういうことがこれまでにも何度かあって。

　そしてそのたびに、あいつが──

（──ここにいないやつのこと、考えても仕方ないか）

　首を振ふって、雑念を振り払はらう。

「さっきの話。極位古聖剣けんゼルメルフィオルの適合者候補、って言ってたけど」

「……言ったね」

「あれ、どういう話？　知らないはずないとは思うけど、その剣は」

「もちろん知ってる。古聖剣はどれも気難しくて、使い手に選ばれる──適合できる者は非常に限られている」

　そう。そこまでは、それなりに有名な話である。そして、リーリァのような勇者ブレイブはもちろん、古聖剣について詳くわしく知る生業なりわいの者であれば当然、その先も知っている。

　たとえば、セニオリス。歴史上確かく認にんできている使い手は七人。データが充じゆう分ぶんではないため正確なところは不明だが、柄つかを許す相手はいずれも歴戦の戦士であった。故郷や戦友を失う経験が必要なのではないかと囁ささやかれていた時期もあったが、幾いく度どかの実験──詳しよう細さいは史書に記されていない──を経て、少なくともそれだけでは条件を満たすことはできないらしいと判明しただけだった。

　たとえば、モウルネン。歴史上確認できている使い手は十五人。古聖剣の中では最も条件が緩ゆるいとされて、柄を許す条件もほぼ判明している。いわく、『前の使い手に心から信しん頼らいされ意志と未来を託たくされた者』であればよい。しかしモウルネン自体が極きわめて暴走しやすい特性を持った剣であるため、実際にこの剣が表おもて舞ぶ台たいで振られた記録は少ない。

　そして、ゼルメルフィオルは。

「歴史上確認できている使い手はたった一人。正規勇者リーガル・ブレイブの二代目、リュシル・ザクソイト。後にも先にも、彼女を除いてゼルメルフィオルを正しく起動できた者はいない。それどころか、試みた者が全すべて、剣に喰われた」

　そう聞いている。

　いわく、リュシル以降にゼルメルフィオルに意を通そうとした者は、例外なく、変質するのだという。体色が変わり、輪りん郭かくと骨格が溶とけ、筋肉と臓器が均一化して。最終的には、翠すい銀ぎん色のぶよぶよした何かになり果てるのだと。

（翠銀色──）

　また何かがリーリァの胸に引っかかった。しかしその正体を考察するよりも先に考えなければいけないことがある。

「それが、どうしたの。もう讃さん光こう教会は、ゼルメルフィオルを戦力としては考えていない。未み来らい永えい劫ごう新たな使い手は生まれないだろうと諦あきらめてる。神しん殿でんの思いっきり奥で厳重に封ふうじられて、埃ほこりをかぶってるはずだけど」

「それ、偽にせ物もの。本物は五十年くらい前に運び出されて、海を渡わたった」

「……なんと」

　言われてしまえば、そういうこともあるかもと思う。

　なにせ古聖剣を古聖剣たらしめているのは、現代の技術では再現できないレベルにある高性能だ。起動して真しん贋がんを確認することができない以上、五十年だろうと百年だろうと、バレないことにはそれほどの不思議はない。

「いろんなところを行き来してたみたい。でも十年くらい前からはずっと、うちの叔父さんが──ヨーズア・アステリッドが隠かくし持ってた。わたしも、そこまで調べがついたのはつい最近。具体的にどこに隠してるのかまではわかってない」

「わっかんないなぁ」

　まぁ、ショッキングな話ではある。讃さん光こう教会に報告するべきか否いなか迷うところだ。立場的には黙っているわけにはいかないが、個人的には、どうあれ道具に埃を被かぶせたままにしておくのはもったいないと思えてしまうのだけど。

　それはそれとして、やはり、そう、理解できない点がある。

「今の話からすると、そのミスター・ヨーズアは、ゼルメルフィオルの次代適合者になりそうな人間を探してる。そして見つけたのがエマちゃん。てことだよね？」

　青ざめた顔のまま、アデライードは頷いた。

「やっぱりわからない。そりゃゼルメルフィオルが使えるようになったら大偉い業ぎようだけどさ。私物化して使えるようなものじゃないのに、いち個人が、莫ばく大だいなリスクを背負ってまで、秘密で追い求めるようなことでもないでしょ」

「うん」

「歯切れ悪いぞ」

「わたしにも、わからない。きっと、わたしたちには、わからない」

　シリルがエマの居場所を見つけるまでにはまだ少し時間がかかる。言い換かえれば、自分たちにはもう少しだけ、状じよう況きように備える時間がある。

「あのおじさん側が、何も備えてないってことはないよね。いちおう念のため、あんたの工こう房ぼうからセニオリス回収できる？」

「してもいいけど、たぶん意味がない。浄じよう化か作業の途と中ちゆうで、いまちょうど、いろんな機能を麻ま痺ひさせた状態」

「というと？」

「寝ねぼけてるから、きみのことがわからないはず」

「……まあ、そこはダメで元々ということで、一応試してみようよ」

　少し考える。

「他に戦力になりそうな人の心当たりは？　あんたのとこの手下とか」

「アステリッドの私兵は、誰だれに叔父さんの息がかかってるかわからない。わたしの個人的な腹心はそんなに人数いないし、今はあちこちに散ってもらってるから集めるのにも時間がかかる」

「じゃあ、冒険者アドベンチヤラーを雇やとうとか。この国にも、いないわけじゃないんでしょ？」

「もう少し時間があれば、名案だったかもね」

　はて。それはどういう意味か。

「もうすぐ、大おお海うみ蛇へびの群れが襲おそってくる季節なの。それに備えてどこの組織も外から援えん軍ぐんを呼んでる。それで腕うでのいい冒険者アドベンチヤラーが一時的に増えたりもするんだけど」

「時季としてはまだ少し早い、ってことか」

　中には、今のうちから現着する、気の早い冒険者アドベンチヤラーもいるかもしれない。しかしそういう人たちを探し出して交こう渉しようする時間も今の自分たちにはない。

「うちも、今回のセニオリスの貸しを使って準勇者クアシ・ブレイブを何人か派は遣けんしてもらうことになってるんだけど……」

　そういえば、そんなことを言っていたような。

「……いつ来てくれるのかも聞いてないし、たぶん来週くらいじゃないかな」

「なるほどねぇ」

　空を見上げた──陽ひが傾かたむいている。夜が近い。

　だからどうということもない。夜は夜であり、それ以上のものではない。けれど人は昔から、太陽の見えないその時間に特別な意味を見み出いだし続けてきた。それは野や獣じゆうの時間である。それは魔ま性しようの時間である。それは死者の時間である。

　いずれも、夜への恐きよう怖ふやら憧あこがれやらから生まれた幻げん想そうだ。大した根拠のある言葉ではない。しかしそれでも、あるいは幻想だからこそ、人はそれを忘れることはできない。

　翳かげり行く空を見ながら、不安をかき立てられずにはいられない。

（──まいったな）

　必要であれば知人の危機にも平常心を保つ、その訓練も受けている、そうアデライードに対して吹ふいたばかりだ。なのに、心は凪ないでくれない。さざ波が止まらない。

　心が揺ゆれれば、身の内に蟠わだかまる呪じゆ詛そが勢いを増す。かすかな眩暈めまいを感じ、リーリァは深呼吸を繰くり返した──落ち着け。今はそうすることが必要だ。




「──勇者様」

　どこか苦いものを嚙かんだような、シリルの声。

「見つかった!?」

　視線を地上に引き戻もどす。シリルの姿を認め、ぎょっとする。

　両目から、赤いものが滴したたっている。

「ちょっと、それ!?」

「見つかったといいますか、いないといいますか……どちらとも言いがたいところですね。発見はできませんでしたが、やばい場所の特定はできました」

「いや、何で平然としてるの!?　汚よごれた手でこすったりした!?」

「砂場で遊んだ子供ですか私は。別に大したことじゃありません、幻獣と視覚を繫つないでいたので、喰われた際に反動が来ただけです」

「シリル」

　情けない声を出してしまったと思う。

「私のことは心配ご無用。子供の前で虚きよ勢せいを張るくらいの甲か斐い性しようは持ち合わせているつもりですからね、ええ」

　虚勢ってあんた。自分で言うか、胸張って言うか。

「ともかく、こんなものは放ほうっておけば治ります。それよりですね」

　指さした先には、朱しゆ色いろに染まり始めた海。

「とんでもないものが、向こうにあります。視覚を近づけただけで、呪蹟ソーマタージの構成そのものをほとんど消されました──それほどやわな図式ではなかったはずなんですけど」

　やれやれと首を振ふり、ついでに頰ほおを伝う血を袖そででぬぐう。

「詳細についてはわかりませんが、これだけは言いきれます。エマさんは、その中心地近くにいるはずです」





２．古聖剣の贄にえ






　病──後に翠すい銀ぎん斑はん病と呼ばれるそれ──は、全身に大きな痛みを伴ともなう病だった。病自体の致ち死し率も高かったが、それ以上に、翠銀斑病の進行が止まった後で別の病を併へい発はつし、体力不足のまま死んでいく者のほうが多かった。そのため、翠銀斑病自体の治ち療りよう法はまるで見つからずとも、その患かん者じやはまず施せ療りよう院いんへと運び込まれた。

　薬によって朦もう朧ろうとした意識と、ぼんやりとした視界。施療院の白いベッドの上で、その当時のエマは、家族のことを考えていた。

　最初に倒たおれ、病に苦しんでいた父。

　その父を看護し、果てには自分も倒れた母。

　そして、その後を追っている自分。

　きっと自分は助からないだろうと、エマは感じていた。両親と同じように、翠銀に体のあちこちを蝕むしばまれて死ぬのだろうと。それはもう仕方がないとして、そうなると心配になるのは姉のことだ。ああ見えて寂さびしがり屋のあの姉は、一人きりで家に残されて、どんな思いをするのだろうと。できれば、せめて、猫ねこでも飼って賑にぎやかに過ごしてほしいなと。そんなことを考えていた。

　扉とびらの開いた音。

　気配が病室に入ってきて、エマのベッドのすぐ傍そばに立った。

『さよならだね、エマ』

　薬に歪ゆがめられてか、その声も、うまく聞こえなかった。

『わたしの買い手が見つかったんだ。すごい額だったんだよ？　あれだけあれば、ここの入院費用も薬代も賄まかない切れる。お父さんもお母さんもだめだったけど、きみは、きみだけは、生き延びられるの』

　手を、優やさしく握にぎられた。

　額に、優しいキスが触ふれた。

　視界がぼやけていても、声がぶれて聞こえていても、肌はだに触れたぬくもりは確かに感じられた。

『もう会えないと思うけど、でも、きみのことは守るから。これからずっと、遠いところから、ちゃんと守ってるから』

（…………おねー、ちゃ…………）

『じゃあね』

　その手を包んでいたぬくもりが、どこかに消える。

（まって……おねーちゃん……）

　制止の言葉は、声にならない。

　気配はベッドの傍かたわらを離れ、どこかへと消えた──
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　世界が、揺り籠かごのように揺蕩たゆたっている。




「ぁ、う……っ」

　鈍にぶい頭痛に押し出されるようにして、エマは夢から醒さめた。

　そこは──家族の待つあの家などではなかった。だから少女は現状を確かく認にんするために、意識して自分の記き憶おくを確認しなければならなかった。

　確か、そう。自分はさらわれたのだ。

　そして、さらわれて監かん禁きんされたその場所からさらに強ごう奪だつされたのだ。

　御お伽とぎ噺ばなしのお姫ひめ様さまのようだ、と思えたらまだしも気が楽だったかもしれない。しかしどちらかというと、盗とう賊ぞく団に奪うばい合いされる金きん塊かいの気分だった。

（……あの黒い服のひとたち……殺されてた……）

　前の監禁場所で意識を失う前、血の赤を見た。海の近くに住んでいるのだから魚の血などは見慣れているが、それとは明確に違ちがっていた。そして、生きている人間が流してはいけない量だった。

　胃のひっくり返りそうなほどの、強きよう烈れつな吐はき気を自覚する。

　そして──今さらな話ではあるが、吐き気の理由が、その血の記憶だけではないことにも気づく。この場所には、異様な臭においが満ちている。腐ふ臭しゆうとは少し方向性の違う、強烈に濃のう縮しゆくされた、圧あつ倒とう的てきな生なま臭ぐささ。

（ぅ……）

　無意識に身をよじろうとして、失敗する。

　エマは、椅い子すに座っていた。

　正確には、椅子に座る形で体を固定されていた。白い麻あさ布ぬので作られた拘こう束そく衣いが全身を縛しばっている。凶きよう悪あくな罪人を締しめ上げるための道具だ。さすがに子供用に設しつらえられたものではないらしく、あちこちのサイズが嚙み合っていないが、拘束という目的はきちんと果たしている。つまり、どうやっても動けない。

　悲鳴をあげようとして、それも無理だと気づく。口にタオルのようなものを突つっ込まれている。声が出せない。




「ああ、目が覚めたのか」




　──同じ部屋に、人が、いた。

「調子はどうだい？」

　もがくのをやめて、エマはそちらへと首を巡めぐらせた──ほぼ全身の自由を奪われたこの状じよう況きようで、首を固定されていなかったことに、感謝に似た気持ちを抱いだきながら。

　初老くらいだろうか、男が立っている。

　穏おだやかな表情。落ち着いた雰ふん囲い気き。それはつまり、平へい凡ぼんということでもある。会った場所が街中であったなら、気にも留めずにすれ違っていただろう。だが、悪臭に満ちたこの部屋の中では、それは逆に異様なものに見えた。

「本当は、もっと慎しん重ちように招くつもりだったんだよ。本当だ。君の前に何人かを招待したんだけど、強ごう引いんにやりすぎたせいで、すっかり事件扱あつかいになってしまったからね。『笑い猫』なんて名前までついて」

（……わたし……なんで、わたし……？）

　混乱したままでも、疑問は浮うかぶ。しかしそれを言葉にすることはできない。

「ああ、人違いではないよ、エマ・コルナレス。私が用があるのは、まさしく君だ。七年前、古聖剣けんゼルメルフィオルの洗礼を受けて、その身に色いろ濃こい翠すい銀ぎんを残しながら、それでも生き残ってみせた少女」

　名指しで言われても、やはり、意味がわからない。

「事情がわからない、という顔だね」

　当たり前だ。

「説明すると長くなるんだ。まず……そうだね、聖剣カリヨンというものがある。大陸のほうでは、勇者たちの武勇伝に出てくる定番のギミックということで、それなりに有名らしい。使い手が武器を選ぶのではなく、武器が使い手を選ぶ。気難しい連中だよ──」

　ゆっくりと、近づいてくる。わけのわからないことを言いながら。

　エマは悲鳴をあげることすらできず、その接近を震ふるえて待った。しかし覚かく悟ごしていたような乱暴の類たぐいはまるでなく、男の手は、優しく、エマの体を拘束する金具のいくつかを外す。

　椅子に固定される身から解放され、思わずエマは立ち上がろうとしてしまった。が、体を締め付ける拘束衣そのものはそのままだったため、バランスを崩くずし椅子から転げ落ちそうになった。

　男の手が「おっと」と伸のびて、エマの体を受け止める。そしてそのまま、胸むな元もとに抱かかえ上げる。ふだんあまり力仕事をしないのだろうか、男の腕うでは細かったが、それでも苦も無く抱えていられるくらいに、エマの体は小さい。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

　優しい声。ぞっとするくらいに。

「──聖剣カリヨンの中でも、特に古くて強力なものは、どれも筋金入りの面食いでね。認められた使い手が、歴史をひも解いても数えるほどしか見つからない。というか、ここからは推測も入るんだが、実は──」

　わけのわからない話を再開しながら……男は歩き出した。

　部屋の、奥へ。

　抱だきかかえられたままのエマは、男の手から逃のがれようともがく勇気すら持てず、ただ震える目を前方へ向ける。大きく開け放たれたままの扉がある。角度の問題で、その部屋の奥に何があるかは、椅子の上からではわからなかった。そして今、男の歩みがその扉に近づくにつれて、部屋の様子が少しずつ見えてくる。

「──それぞれの剣が実質上ひとりきりしか使い手を想定していない」

　そして──異臭もまた、強くなってゆく。

「聖剣カリヨンと古聖剣の決定的な違いは、おそらくそれだ。古聖剣は優すぐれているのではない、むしろ未完成品なのだ。護符タリスマンという願いを束ねただけではなく、特定の願いを抱く使い手を組み込んで初めて聖剣カリヨンとして機能する。だから、古聖剣は常に試ためしている。探している。自分を委ゆだねるべき相手をではない。自分の一部、自らの化け身しんたる使い手を」

　熱に浮かされたように語るその声は、もうエマには聞こえていない。

　少女の心の中は、もう、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふに占しめられて他ほかのものが入る余地がない。

　その部屋には、これといって、何があるわけでもなかった。ただその床ゆかには大きな穴が開き、下の部屋の様子が直接見てとれた。

　そこに、それらは在った。




　それらは、翠銀色をしていた。

　それらは、ゆるく脈を打っていた。

　それらは、呼吸をしていた。

　それらは、群れを成していた。

　それらは──




　悲鳴をあげられたならば、喉のどが裂さけるまで叫さけんでいただろう。けれど口に詰つめ込まれた異物がそれを許さなかった。だからエマは暴れようとした。しかしそれすらも拘束衣に阻はばまれてしまった。

「他の古聖剣と同じように、古聖剣ゼルメルフィオルもまた、使い手を求めている。しかしひとつだけ、異なるところがある。ゼルメルフィオルは、自身の使い手を、自ら造り出すことができるという点だ──」

　エマの体が小刻みに震える。震えることしかできなかった。

　心の中には、なぜか安らぎと期待が膨ふくらんでいた。自分がゆくべきだった場所、たどりつくべき場所がすぐ近くにある。そんな実感が湧わいてくる。当然あるべき生理的嫌けん悪お感かんがまるでない。その事実が、エマを怯おびえさせる。

「──この先人たちが気になるかい？　彼らは、ちょっとだけかみ合わなかったんだ。この剣ゼルメルフイオルが求める古いにしえの英えい雄ゆうに変わることができなかった。中ちゆう途と半はん端ぱにしか変成できなかった果てが、この姿だ。だが、君ならばさらにその先に至ることができると、信じているよ……」

　男の声は、どこまでも一いつ貫かんして穏やかで。

　それはまるで、穏やかでいようと自らを強く律してのもののようで。

　そのことに気をとられた一いつ瞬しゆんに男は歩みを進め、穴の縁ふちへと近づく。そして、鉢はちの小魚に餌えさをやるような気軽な──それでいてどこか愛情を感じさせる手つきで、腕に抱えていたエマを、階下に放ほうり落とした。





３．「何でもないもの」






　バゼルフィドル最外がい縁えん。海底が浅いうえ比ひ較かく的てき海流がおとなしい辺りには、百に届く数の船が港に入らず錨いかりを下ろした海域がある。

「ごめんね持ち主のひとたち、ならびにお魚さんたち！」

　謝罪の言葉を放ちつつ、少女は一隻せきの甲かん板ぱんを蹴けり、高く跳ちよう躍やくする。爆ばく発はつじみた音と衝しよう撃げきに、決して小さくなかったはずのその船は大きく揺ゆれ、甲板に張られていた鉄板に大きなへこみが刻まれる。

　足場に大きなダメージを残しながらも無理やりに飛ひ距きよ離りを伸ばした跳躍。離はなれたところに繫けい泊はくされていた一隻に着地し、再び甲板を蹴りつける。まばらに現れた船員たちが当とう惑わくしたり怒いかりの声を上げたりしているのを、すべて背後に置き去りにする。

　魔力ヴエネノムの賦ふ活かつと、地ち錬れん系体術の組み合わせ。人類の限界を一歩踏ふみ越こえたところまで至らないと扱えない技わざだ。そんな豪ごう勢せいなしろものをさらにふたつ掛かけ合わせれば、こういう、重力をほぼ無視したような機動も可能になる──

「……いや、おかしいでしょ……なんで生身でできるの、そういうこと」

　すぐ隣となりを並走するアデライードが、呆あきれた声で言う。

「いや、ぴったりついてきてる人に言われたくはないかな？」

「こっちはフルに奥の手使ってるんだけど……」

　風の音。アデライードの手て袋ぶくろ──の形状をした何か──が、強い風を噴ふん出しゆつしている。それだけで自由に空を飛べるというほどの出力ではないが、自身の跳躍距離を大きく伸ばし、空中での姿勢を制せい御ぎよするくらいなら、なんとかなるらしい。

（いや、奥の手だろうと何だろうと、なんとかなってる時点でいろいろおかしいよね？）

　本来、個人で携けい行こうできる小型の護符タリスマンでできるような規模の話ではない。

　そういう特筆能力タレントが発現する聖剣カリヨンもあったような気もするが、それも、刀身ひとつの構成をもってその能力ひとつきりしか発現できていなかったはずだ。

（……護符タリスマンの『天才』、か）

　リーリァ自身、よくそう呼ばれる身だ。だからわかることがある。

　天てん賦ぷの才。天に与あたえられた──つまりは人が理解を放ほう棄きした才能。

　理解されないから、誰だれと肩かたを並べることもできない。一人きりの戦場で、一人で戦い続けるしかない。それがどういう気分のものであるかを、おそらく、自分たち二人は共有できる。そのことに、ほんの少しだけ、不思議な感情をかき立てられたりもする。




　このあたりの海域は、倉庫海域などと呼ばれているらしい。

『港に出入りすると、いろいろ手続きがいるじゃない？　だからああやって、倉庫船を港に入れずにすぐ近くの海に泊とめとくわけ』

　そう、説明を受けた。

『もちろん許可申しん請せいはいるし、積み荷リストの登録義務もあるんだけどね。そのへんは裏の事情がずぶずぶで、実質野放しの無法地帯。陸に比べて泥どろ棒ぼうにやられる心配も少ないし、見られたくないものを隠かくすのにも最適』

『ついでに、便べん宜ぎを図はかる側の組織にとってはいい収入源、とか？』

『ノーコメント』




　目的地に迫せまる。黒い、中型の木造船。

　気密を気にしているのか、幾いく重えにも油で塗ぬり固めてあるのが遠目にもわかる。

（けっこう堅かたそうかな、これは……）

　木製の船とはいえ、ここまで固めてあれば、下手へたな石製よりもよほど頑がん丈じようだ。破は城じよう槌ついか、それに匹ひつ敵てきする破は壊かい力を持ってこないことには破れないだろう。

　リーリァはベルトに差していた短たん杖じようを抜ぬいた。先ほどの襲しゆう撃げき者たちが使っていたものを一本拝借してきたのだ。武器としての出来は悪くないがあくまで対人制圧用、細身で軽量で華きや奢しやで、つまりは威い力りよくに欠ける一ひと振ふり。ついでに言えば、刃はがついていないので斬ざん撃げきには向いていない。

「ほっ」

　振るって──船体の海面よりちょっとだけ高い位置に、ひと一人が余よ裕ゆうをもって潜くぐり抜けられるだけの穴を切り開けた。

　剣けんの達人がよくやると言われるデモンストレーションに、小枝を振るって紙を切る、のような芸がある。あれの応用でできたりしないかなーと思って試してみたのだが、うん、なかなかうまくいった。

「え」

「お先っ」

　ぴたり動きを止めたアデライードをよそに、船内に飛び込む。強襲作戦は速度が命、敵がこっちに気づいて態勢を整える前にできる限り深くまで進入しなければならない。
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　目当ての部屋は、探すまでもなく、すぐに見つかった。

　広い部屋だった。窓のひとつもない。

　灯あかりらしいものは何ひとつ見当たらないが、その必要もほとんどない。部屋の半分以上を、巨きよ大だいな硝子ガラス製の水すい槽そうが占めている。その中に無造作に詰められたぶよぶよとした何かが、淡あわく光を放っていたからだ。

　そのぶよぶよは、いずれもふくらみきった海月くらげのように形を持たなかったが、いくつかは原形の痕こん跡せきをわずかなりと残していた──つまり手足らしきものが生えていたり、頭とう髪はつらしきものが残っていたり、目鼻とおぼしき凹おう凸とつが窺うかがえたりもした。

（──これは……）

　リーリァは、この現象を知っていた。




　古聖剣ゼルメルフィオル。

　人を喰くうと伝えられている剣。

　具体的には──資格のない者がゼルメルフィオルに触ふれれば、「人」としての在り方そのものを蚕さん食しよくされる。翠すい銀ぎん色の、なんだかよくわからない塊かたまりに変えられる。

　死ぬ、わけではない。命は失わない。だが、それだけだ。

　もとに戻もどる術すべはない。人間としてのその人物は、永久に失われている。




　知識にはあっても、当然、実際に見るのは初めてだった。

　大たい抵ていどこの宗教にも、終末論のひとつやふたつはあるものだ。そして、讃さん光こう教会が大きくなっていく過程で飲み込んだ小さな教えの中に、こんな感じのものがあった。終末の使者は緑色の汚お泥でいである。海のごとく無限に広がったそれは、あらゆるものを溶とかし飲み込んで、果てには世界を広大な海にしてしまうのだという。

　意味のない連想。しかし、目前のそれは、思わずそんなことを考えてしまうくらいには異様で、そして常識からかけ離れた光景だった。

「この人数は……」

　水槽は大きい。肉につ塊かいひとつひとつの大きさもそれなりではあるが、この水槽を埋うめる数となれば、十や二十ではきかないだろう。それがつまり、この地でゼルメルフィオルに触れた者の最低数ということになる。

（実験？　にしても、そこまでの数をどうして……）

「エマ!?」

　震ふるえる、アデライードの叫びを聞いた。

　その視線を追う、までもない。ほぼ同時に、リーリァの視線もその場所へと吸い込まれていた。水槽の中、ぶよぶよの中心点、そこに形も色合いも周囲と異なる物がひとつ浮遊している。

　黒い、髪かみの毛。

　ぞわりと、背筋を黒い気持ちが撫なでた。憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうのカクテルが、思考よりも早くリーリァを動かす。間合いを踏み殺すと、短杖を正面から突つき入れる。技ではなく力だけで叩たたき込んだその一撃を受け、放射状に罅ひびが広がると、水槽は内側から弾はじけ飛ぶ。

　硝子に塗り込まれていた、おそらく強度をあげるためのものだっただろう呪蹟ソーマタージが、蒼あおい光に弾けて消える。同時にリーリァの手の中の短杖が、あっけなく砕くだけた。

「下がって！」

　警告の叫さけびをアデライードに残して、もう一度跳躍。まだ宙を舞まっている硝子の破は片へんを手で払はらいのけ、崩くずれてくるぶよぶよを踏みつけて、髪の毛のすぐ近くに手刀を突き入れた。煮に崩くずれた肉を貫つらぬくような感かん触しよくとともに、指先が簡単に翠銀色の中に沈しずみ込む。

　煮えた油を浴びたような激痛。

（──熱じゃない、これは──）

　これは侵食だ、とリーリァの経験は判断した。人間の肉体と精神は、別のものに変化させられようとしたときに痛みを感じるようにできている。肉が灼やかれて灰に変えられる時とよく似た質の感覚が、少女の神経を直撃した。

　間ま違ちがいない。これが、ゼルメルフィオルによる侵食だ。いま自分はゼルメルフィオルそのものに触れているわけではないが、どうやら剣の犠ぎ牲せい者しやたるこの肉塊どもは、なぜかその性質を受け継ついでいる。

「な……めるなぁっ！」

　リーリァ・アスプレイは正規勇者リーガル・ブレイブである。勇者ブレイブという肩かた書がきは、それ自体が一種の呪のろいのようなものだ。捨てることも、別の何かで上書きすることもできない。だからこそ、吸血鬼ヴアンピリツクの放ったあの膨ぼう大だいな呪じゆ詛そを受け切ることができた。今さらこんなものに屈くつしているようでは、あの吸血鬼ヴアンピリツクに申し訳が立たないというものだ。

　肉の中を泳がすように手を動かす。

　むんずと、指に触れたものを摑つかみ、そのまま力任せに引き抜いた。

　果たして──それは確かに、人間だった。翠銀に塗まみれ、拘こう束そく衣いに全身を縛しばられているが、容姿も体格も、エマ・コルナレスのそれと一いつ致ちした。だが、

（──まずい）

　心中で舌打ち。エマを引きずり出したばかりのその穴から、少し濁にごった翠銀色が勢いよく噴ふき出してくる。

　リーリァは身をひねりその噴ふん流りゆうの直撃を避よけつつ、

「アデライード！」

　名を呼び、エマの体を背後に投げ渡わたす。

　アデライードが腕うでを伸のばし、それを受け止める。飛沫しぶきがかかる。手袋から煙けむりが噴きあがる。顔を苦痛に歪ゆがめる。それでも、少女はエマを離はなさず、胸の中に抱だき留めた。

　二人、ぶよぶよの山から距きよ離りをとる。顔を見合わせ、

「……エマちゃん、ハイイロ汚お染せんにかかってる」

「え……」

　ハイイロ。「自身が何であるかを忘れさせられてしまった物質」の通つう称しようだ。

「でも、どうして」

「わかんないけど真相究明は後回し！」

　ハイイロ汚染というのは、深い地下迷宮メイズを長時間探たん索さくしていた冒険者アドベンチヤラーに起こる病びよう症しようのひとつだ。心身が「自身が何であるか」を忘れ始める。体がうまく動かず、自我が薄うすれ、そのうち無機質な塊になり果てる。その際、金属的な光こう沢たくを持つ灰色に近づくことが多い。

　幸い、不治の病の類たぐいではない。原因となる地下迷宮メイズから引きはがしてしまえば、時間とともに回復する。治ってさえしまえば、基本的に、後遺症も残らない。

（──でも、それも、人間として生きていてこその話……）

　肉に埋まっていたのだから当たり前だが、自発呼吸をしていない。

　床ゆかに寝ねかせ、口に押し込まれていたタオルをむしりとる。

　気道を確保し、唇くちびるを合わせて息を吹ふき込む。

　幾度か繰くり返したら、軽く咳せき込んだ後に、かすかにだが胸が上下を始めた。アデライードが息を吞のむ。リーリァは顔を上げ、唇から伝う唾だ液えきの糸を袖そででぬぐう。

　拘束衣を裂さき、体のあちこちに触れて確かめてみたが、骨が折れたり溶けたりしている気配もない。ふう、と余った息を吐はいてリーリァは身を起こす。

「ひとまず、大だい丈じよう夫ぶ……かな」

「そう……」

　リーリァは腕を伸ばし、

「エマちゃんがこの程度で済んだのは、さっきあんたが言ってた話のアレかもね。適合者候補とやらだったから、抵てい抗こう力があったのか」

「そう……だね、うん」

　答える声に力がない。

「なに動どう揺ようしまくってんの。あんた、事情摑んでるんじゃなかったの？」

「調べはしてたし、結論も出してたし、それが正しかったことも確かく認にんしたよ。でも」

　一息を挟はさんで、

「やっぱり、いろいろ信じたくなかった……の、かな」

「は？」

　よくわからない。続きを待ってみたが、アデライードは何も言わない。

「まあ……そのへんの話は、落ち着いてから片付けよっか」

　言って、リーリァは立ち上がる。

　首だけで、振り返る。

　水槽が砕かれ、狭せまい空間から解き放たれたぶよぶよたちが、奇き妙みような痙けい攣れんを始めていた。リズムらしいリズムのない、不規則で不安定な振しん動どう。それは──のんびりと傍ぼう観かんしていたわけでは決してないのだが──見る間に勢いを増し、そして膨ぼう張ちようを始めた。

「きゃ……っ!?」

　アデライードが驚きよう愕がくして、それを見上げる。

　そのすぐ隣となり、リーリァは動揺こそしなかったが、苛いら立だって内心で舌を打つ。

（予想していなかったわけじゃない）

　ただ確信していなかっただけだ──と、言い訳めいたことを静かに呟つぶやく。

　先ほど砕いた水槽は、封ふう印いんというか、事態の進行を押し留とどめる防ぼう波は堤ていのような役割も果たしていたのかもしれない。今となっては確かめようもないし、その意味もないが。

　確かめるべきは、もっと別のこと。

　あれらは、ゼルメルフィオルによって「何でもない」存在へと書き換かえられた犠牲者たちだ。そこまではいいとして、問題はその理由だ。そもそも、なぜゼルメルフィオルは、人を喰らうのか。

　人という素材を消費して、そのことによって、何を為なそうとしているのか。




　古聖剣はいずれも気難しく。

　使い手に選ばれる者は、非常に限られている。

　そして、ゼルメルフィオルの使い手となった人間は、歴史上一人だけしか存在しない。大昔の正規勇者リーガル・ブレイブ、リュシル・ザクソイト──




　翠すい銀ぎん色のそれらが、激しく振動している。

　翠銀色のそれらが、膨ふくらんでゆく。

　翠銀色のそれらが、輪りん郭かくを失う。

　翠銀色のそれらが、互たがいに溶け合ってゆく。

　翠銀色のそれらが、何かの形を象かたどってゆく。

　翠銀色のそれらは──

　いや、ひとつとなったそれは、部屋の天てん井じようを破り、立ち上がる。




　翠銀色の人型が。つまりは、巨きよ人じんが立っている。

　軽く常人の三倍以上はありそうな体長。艶つややかに、金属めいた輝かがやきを湛たたえた肌はだ。

　大おお雑ざつ把ぱに形だけで言えば、それは若い裸はだかの女性だった。腰こしの近くまで髪を伸ばしている。わずかにだが、体の起き伏ふくも見える。だが、その顔面にあたる場所には、何の凹おう凸とつもない。ただ平へい坦たんな翠銀色が広がっているだけだった。

（未完成。やっぱり、そういうことなんだ）

　先ほどの、不定形のぶよぶよだった時に比べて、明らかに体積が増えている。重量も数倍に膨れ上がっているようで、その挙動にあわせて船がきしみ、小さく傾かたむく。もうちょっと物理法則を大事にしようよと言いたくなるが、お前が言うなとどこかから聞こえてきそうな気がしたのでやめておく。

　巨人がゆっくりと顔を巡めぐらせる。

　優ゆう雅がともとれる仕草で、何かを探すように辺りを睥へい睨げいし、

（──まさか）

　手を、手の形をした翠銀色のそれを、伸ばした。

　壁かべに、触ふれた。

　ぼうん、干した布ふ団とんに拳こぶしを叩き込んだような間の抜ぬけた音。それと同時に、壁の木材に大きな亀き裂れつが無数に走り、ほぼその場に──真下に崩れて落ちる。

「うそっ!?」

　ただ拳で壁を砕くだけなら、簡単とは言わないが、そう難しくはない。

　ほぼ触れただけにしか見えない動きで砕くというのも、まあ、無む茶ちや苦く茶ちやというほどのことではないと思う。

　しかし、瓦が礫れきがいっさい飛散しなかった、込めた力が余すところなく破は壊かいだけに消費されたというのは、そういった（比ひ較かく的てき）常識的な話とはまったく違う領域の出来事だ。力の強さだけではなく、それをどのように伝えるかの術理と、その理を一いつ切さいの狂くるいなく体現してみせる技術があって初めてできること。

「──エマちゃんのこと、任せていい？」

「え？」

　巨人が、穴をくぐる。

　静かな海へと足を下ろす。水面は、その足を飲み込むことなく、まるで大地であるかのように支えてのける。

　そのまま、ゆっくりとした足取りで巨人は海を歩く。陸、いや厳密には違ちがうが似たようなものである、バゼルフィドルの本島に向けて。

（リュシル・ザクソイトの伝説。百九人の娘むすめの過半数を切り殺したせいで水精ニユンペに憎ぞう悪おされ、水の中に入ることができなくなった）

　なんともひどい伝説であると言いたい。これまた、お前が言うなとどこかから聞こえてきそうな気がしたのでやめておく。

　大事なのは、つまり。

　この翠銀の巨人は、ただ巨大なだけの怪物モンストラスなどではない。その脅きよう威いは、体格にも怪かい力りきにもない。こいつは間違いなく、かつての正規勇者リーガル・ブレイブであるリュシル・ザクソイトという偉い人じんの技術と伝説を、かなりのレベルで再現しているのだ──

「あたしは、行かないといけない。あれは、いろんな意味で、あたしが相手しなきゃいけない、人類規模の脅威だ」

「…………」

　アデライードの返事はない。呆ほうけているのか、単にうまく言葉が出てこないのか。

　どちらでもいい。何を言われたところで、やることは変わらない。

「終わったら、たぶん、戻もどってくるから。それまで生き延びて」

「生き……え、え？」

「お願い」

　答えを待たずに、駆かけ出す。

　そして、『リュシル』が開けた穴から、高く跳ちよう躍やくした。





４．孤こ独どくな者たちの戦場






　アデライードに医学の心得はない。

　切った張ったを商売にしている勇者ブレイブやら冒険者アドベンチヤラーやらは、怪け我がをしたり怪我人を診みたりする機会も多いだろうし、そういう技術を学びもするだろう。しかしアデライードは技師であり商売人だ。故障した護符タリスマンの原因を確かめたり修復したりには自信があるが、さすがに、人に対して同じことはできない。

　それでも、わかることがある。

　今すぐエマ・コルナレスを冷たい水に叩たたき込むのは、絶対にまずい。

「まずったなぁ」

　今さらな話だが、帰りの手段について考えていなかったのだ。

　意識を取り戻もどしていないこの少女を抱かかえるなり背負うなりするには、両手を使う必要がある。両手がふさがってしまうと、この手て袋ぶくろ──〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟──を使って海を越こえることができなくなる。そしてもちろん、泳いで戻るというのは論外だ。

　それに、

（──この船で確かめないといけないこともあるけど）

　あの『人類規模の脅きよう威い』だという謎なぞの巨きよ人じんのことも、そしてアレを追っていったリーリァのことも、当然気がかりではある。が、いま自分がやるべきは、気を揉もんでおろおろすることではない。

　甲かん板ぱんに出よう。そう決断する。

　強きよう攻こう策さくが使えない時には、正攻法が一番だ。備えてあるだろう連絡船テンダーボートを奪う。

　部屋いっぱいに広がる、水すい槽そうの残ざん骸がいと、翠すい銀ぎん色のべっとりした粘ねん液えき。その奥のほうに、上に向かう階段が見える。エマを抱え上げて、そちらへ向かう。船が揺ゆれて、足元が定まらない。少女を取り落とさないよう、慎しん重ちように、慎重に。

（……重いな、この子）

　エマの体格は、十一歳の子供として、ごく普ふ通つうのものだった。特に背が高いとも低いとも言いにくい。どちらかというと細身であり、もうちょっとちゃんとごはん食べなさいと言ってやりたいくらいではあるけれど、それでも。

　重いなと、アデライードは思ってしまった。




「やって──くれたものだね」




　足を止めた。

　予想していなかったわけではない。覚かく悟ごしていなかったわけでもない。けれどやはり、それは、今この状じよう況きようでは聞きたくない声だった。

　振ふり返りながら、

「叔父おじさ──」

　呼びかける声を途と中ちゆうで飲み込む。

　別の部屋に通じていたのだろう扉とびらが開き、その男が立っている。どことなくくたびれた、柔にゆう和わな顔つきの中年男。表情、服装、立ち姿。あまりにも見慣れた姿だった。

　ただひとつだけ、いつもと違ちがうところがあった──いかにもデスクワークしかできませんというその風ふう貌ぼうにはまるで似合わない、緋ひ色いろの籠こ手てを両手にはめている。

「ヨーズア・アステリッド」

　アステリッド工こう房ぼうの副アンダーボス。口うるさい家族にして、仕事仲間。

　苦いものを嚙かみしめる思いで、アデライードは男の名を呼んだ。

「この場に現れたということは、そういうことでいいのかな？　言い訳するつもりはない？」

「仕方ないだろう。とぼける意味があるとも思えないしな」

　くたびれた顔で、疲つかれたため息を吐つく。

「お前のことだ、背景はもう全部摑つかんでいるんだろう？　それとも、これだけやっておきながら、まだ答え合わせが必要かな？」

「もちろん、聞きたいことはまだ色々あるよ。何をしていたのか。何をするつもりだったのか。何をしたかったのか」

　水槽の残骸へとちらりと目をやって、

「古聖剣けんゼルメルフィオルの使い手を作り出したかった、で合ってる？」

「合っている。それが最終目的というわけではないがね」

「どうして」

「……あれは『リュシル・ザクソイトにしか使えない剣』だ。にも拘かかわらず、あの剣は、自身を振るう使い手を常に求めている」

　ヨーズアは肩かたをすくめる。

「ならば帰結するべき現象はひとつだけだ──ゼルメルフィオルは、近づく人間を、強制的にリュシルへと改造する」

「狂くるってる！」

「否定できないな。実際、さほど現実的な判断ではない。人間は脆もろい、強ごう引いんに作り変えようとしたところで、改造が終わる前に壊こわれてしまうのだから。その程度のことすらも、あの古聖剣は理解していない」

　アデライードの叫さけびに対して焦しよう点てんのずれたことを返しながら、ただ残念そうに、ヨーズアは首を振る。

「……壊れる……？」

「なんだ、わからないのか？　さんざん見てきただろう、あの翠銀色の残骸を。あれが全すべて、改造の途中で息絶えた者たちの残骸だ」

（──全て？）

　その瞬しゆん間かん、写真の束を床ゆかにぶちまけた時のように、アデライードの脳のう裏りにいくつもの記き憶おくがよぎった。

　翠すい銀ぎん斑はん病。

　六年前、突とつ然ぜんこの国を襲おそった病。

　体の各所が翠銀色に染まり、心神耗こう弱じやくに陥おちいる。

　致ち死し率が高い。

　この病に直接殺されなかった場合も生命力を大きく削けずられるため、別の病を呼び込んでしまうことが多い。

　多くの命を奪うばい、多くの人生を破は壊かいした。

　アデライードの──今はアデライードを名乗るこの娘の人生を大きく変えた。

　伝でん染せんする性質はなく、ひと月ほどでその勢力を失った。今ではわずかにその後こう遺い症しよう、翠銀色の痕こん跡せきを体に残す人々が生き残っているくらいである。なぜそのような病が、あの時だけ、街の大勢の人間を襲ったのかについてはいまだ解明されていない──

「それは、つまり」

　声が震ふるえる。

　目前の男を直視できず、少し目を伏ふせる。

「六年前のことも含ふくめて、言っているの？」

「当然だ」




　──ああ……




　今この場に鏡がなかったことについて、アデライードは神に感謝した。間違いなく、醜みにくい顔をしていただろうから。怒いかりよりもなお強く湧わき上がる、今自分が何をするべきなのかを知った歓よろこびが、その顔を大きく歪ゆがめていただろうから。

　先ほどまで甲板に出ようとしていたことは、もう頭にない。

「翠銀斑病騒さわぎそのものが、叔父さんの仕込みだった。そう受け取っていいんだね？」

「成功だったとは、とても言えないがな」

　また、ずれたことを答えてくる。

「ゼルメルフィオルの影えい響きようを受けても崩ほう壊かいせずに変化を受け入れられる人間を、選別したかっただけなんだ。そのために、変異を疑ぎ似じ的に再現する因子を飲料水に混ぜてばらまいた。ただ、当時想定していたよりも毒性が強くなってしまってね。多くの犠ぎ牲せいが出た」

　疲れたように、それでいてどこか誇ほこるように。

「とはいえ、無む駄だな犠牲ではなかった。あの日の全ては、今日の成果に繫つながっている。多少の不足はあるが、人間の再現まで、あと一歩のところまでは成功できた」

「……そう。そうなんだ」

　その場に、エマを下ろした。

「それ以上は言わなくていいよ、ヨーズア・アステリッド」

「そうつれないことを言うな。内ない緒しよでこつこつ進めてきたものを、あと一歩で完成するところで台無しにされたんだ。せめて可愛かわいい姪めいに、愚ぐ痴ちくらいは聞いてほしい」

「言うなって言ってんでしょ！」

　拒きよ絶ぜつを叫び、右手を突つき出して、

「〝絞こう首しゆ台に留まる灰色鳩ばと〟、〝英えい雄ゆう碑ひを囲う鉄てつ格ごう子し〟、〝沈ちん黙もくする黒白の鍵けん盤ばんを猫ねこが駆かける〟、〝仮面の踊おどり子たちが果実を投げる〟──」

　早口に並べ立てる。

　これらの詩句それ自体には、何の力もない。不思議な現象を引き起こす魔ま法ほうの呪じゆ文もんというわけではない。ただの言葉だ。しかしだからこそ、言葉としての当然の仕事を──意を伝えるという役目を全まつとうする。

　着用者の意志を受けた〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟が、既き定ていの機能を発揮する。設定されていたあらゆる抑よく制せい装置が自壊していく。頼たよれる護身具だったものが、不可逆的に、暴走する力の塊かたまりへと変質してゆく。

　ばぢり、電光が溢あふれ出て、着用者の肌はだを軽く灼やく。

　アデライードは痛みに一瞬顔をしかめるが、視線はヨーズアから動かさない。

「やれやれ。最近少しは落ち着いたと思ったが、結局お転てん婆ばは直らなかったか」

　ヨーズアは茶ちや化かすようにぼやくと、自身もまた籠手を掲かかげるようにして、

「〝絞首台に留まる灰色鳩〟〝鉄てつ兜かぶとから咲さく花〟〝苔こけむした地ち下か牢ろうに祝しゆく砲ほうが響ひびく〟──」

　ゆっくりと、嚙みしめるように唱える。

　絡から繰くりは同じ。低い駆く動どう音とともに赤い籠手が小さく振しん動どうし、光を放ち始める。

「……それ、やっぱり」

「お前が〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟を設計したときの助手は私だ。お前のような発想力やセンスはなくとも、既存の技術で無骨に再現するくらいならできるさ」

　広げた手のひらを、閉じる。

「機能も劣おとってはいないはずだ。テストはこれからだがね」

　ばぢり、先のものに劣らない雷らい光こうが、ヨーズアの手元で弾はじけた。




　　　　[image: ]




　紺こん色いろの空に、ぽつぽつと、星が輝かがやき始める。

　行き道同様、船から船へと飛び移りながら、リーリァは翠銀の巨きよ人じんを追う。

　当たり前の話ながら、どの船も、混乱の中にあった。だが、いちいち状況を説明している時間などない。惑まどう人々の悲鳴を置き去りにしながら、リーリァは幾いく度ども跳とぶ。

　巨人の行く手を阻はばむ位置にあった船が一隻せき、無造作に払はらいのけられた。その際、甲かん板ぱんに出ていた船員が、巨人の手のひらにまともに触ふれてしまい──そして、姿を消した。

　吞のまれたのだ。巨人の血肉として。

　造られた『リュシル』を構築する、素材の一部として。

　その姿を見れば確信できる。あれは、際限を持たずに人間を取り込み続け、大きくなり続けることのできる、とびっきりの災害だ。今この場で止めなければ、少なくとも国のひとつは簡単に滅ほろびる。そしておそらくは、世界そのものをも脅おびやかす。

　であれば、その場に居合わせた正規勇者リーガル・ブレイブがやるべきことは、ただひとつ。最悪の事態を、なんとかして防ぐことだけだ──

（リュシル・ザクソイト。白金の魔女）

　意識を戦せん況きように集中させながら、頭の別の片かた隅すみで思い返す。

　何分、古い時代の人物である。

　活版印刷が普ふ及きゆうしたのは最近だし、リュシルの時代には製紙技術すらまだ発展していなかった。口伝のたぐいは時代が下るにつれてコロコロ内容が変わる。だから本物のリュシル・ザクソイトがどういう人物だったのかを、リーリァは知らない。

（けれどそれでも、はっきりと残されている記述もある。──救ったはずの人間に裏切られて、孤こ独どくに苦しみながら、非ひ業ごうの死を遂とげたんだって）

　珍めずらしい話ではない。

　力あるものを恐おそれ、否定したいと考えるのは人の常だ。恐ろしい怪物モンストラスが倒たおれたならば、より恐ろしい怪物モンストラスである勇者ブレイブはもう不要だ。とっとと処分してしまうのが、罪もない善良な市民の心の平へい穏おんのためである……と。

　そういう話自体は古今東西ありふれている。本当に処しよ刑けいまで行ってしまうケースは、ここ百年ほどでだいぶ減ったらしいのだが。

（──同情できるような立場じゃないけど）

　複雑な思いを押し殺しながら、また甲板を蹴ける。

　別の船に着地。から一瞬だけ遅おくれて、たまたますぐ近くにいた船員が、慌あわてたように腰こしの曲刀を引き抜ぬくとリーリァに突き付けてきた。「おぁ、ありゃ、ぼゃ」、何を言っているのかはわからないけれど多分本人もわかっていないのだろう。ともあれ、

「それ貸して」

　ひょい、とその剣けんを奪った。

　柄つかを握にぎれば、剣の質がわかる。粗そ悪あくな安物とは言わないまでも、まあ大量生産品だ。鋳い型がたの癖くせなのか重心がやや左に寄っていて、切っ先あたりの靭じん性せいにも不安が残る。が、今は贅ぜい沢たくを言っていられる状況ではない。

　きょとんとした船員からすぐに視線をきって、巨人の背中に向き直る。

　すぅ、と息を吸う。鼓こ動どうを落ち着ける。刀の柄を右手で柔やわらかく握り、その甲こうを左の手のひらで優やさしく押さえる。切っ先は背後、構えは低めの担剣、膝ひざに力を溜ためてからの




　閃せん、




　海が割れた。

　剣の振ふり下ろされた軌き跡せきの延長線上、刀身を伴ともなわない特大の斬ざん撃げきが、嵐あらしのように何もかもを巻き込み破断する。

　そう特別な技わざではない。剣技流派の多くで奥おう義ぎとされている氣斬系の技、つまりは「斬きった」と「斬れた」の場所と規模にズレを仕込むというだけの芸だ。使い手の力量によってその規模は大きく変わるとされる。

（……効いてない、か）

　不安定な足場、質が良いとはいえない曲刀、呪じゆ詛そを溜め込んで本調子ではない体。しかしそれでも、手て応ごたえからして、鋼鉄製の城じよう壁へきを一撃で破れるくらいの威い力りよくはあるはずだった。

　それでも──予想はしていたことだが──翠銀の巨人は健在だった。いまの一撃の余波で荒あれた海の上を、それでも平然と歩み続けている。鋼鉄より頑がん丈じようだとかそういうレベルの話ではない。おそらくは加えられた攻こう撃げきそのものを、あるいは外的に加えられた力による変化それ自体を、直接拒絶しきってみせたのだと。

「なんつう理り不ふ尽じん……」

　なるほど。これが正規勇者リーガル・ブレイブを前にした怪物モンストラスたちの心境か、と思う。これまで頼っていたやり方を、信じていた世界のルールを、まとめて直接否定されるような感覚。確かにたまったものではない。

　ぼろり、と手元の刀身が灰になって崩くずれ落ちた。

「ごめん、壊こわれた」

　柄だけになった曲刀を、呆ぼう然ぜんとした顔の船員に押し付け返す。

（……早く片付けないといけないのに）

　エマと、ついでにアデライードのことを思う。

　あの船は決して安全ではなかったはずだ。正体の特定はできなかったが、敵意ある脅きよう威いの気配を感じた。それでも、こちらの戦いに無理やり連れてくるよりはましだろうと、二人をあの場に置いてくることを選んだ。

　アデライードは無力ではない、と知っている。あの聖剣カリヨンもどきの手て袋ぶくろは、実際、非常によくできた護身具だと思う。そこらのチンピラはもちろん、並の冒険者アドベンチヤラーあたりでは太刀たち打うちできないレベルの戦せん闘とう力はあるはずだ。しかしこの場合、そんなことは気休めにしかならない。強さを持つことよりも、強さを求められる状況に身を置かないことのほうが重要になる。敵地に取り残されているというのは、そういうことなのだから。

「ああもう！」

　いつものように焦あせりを感情の奥底に押さえ込んで、再び、巨人の背を追う。
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　アデライードは技師であり商売人であり、そしてアステリッド工こう房ぼうの看板娘むすめである。

　その彼女が常に使う護身具である〝薔薇ローズ〟には、当然いくつかの条件を満たす必要があった。突とつ然ぜんの暗殺を退けられること。襲おそい掛かかる刺し客かくを無力化できること。勇者ブレイブたちのように魔力ヴエネノムを熾おこす技術がなくとも扱あつかえること。それでいて、見た目が美しく無骨でないこと──強大な敵を討うち倒すためにある聖剣カリヨンとは、コンセプトからしてまるで違ちがうものとなる。

　同じ技術を用いて作られながら、ヨーズアの持ち出してきた〝籠こ手て〟は、まるで違うものとなった。重量や外見を気にせず、思うままに殺傷力や制圧力を優先することができる。それだけの条件の違いが、武器としての両者の性能に決定的な違いを生んだ。




「最初から、お前のことは気にいらなかった！」

　ヨーズアの振るう右手が、緋ひ色いろの雷光をあたりに振りまく。

「買ってきた奴ど隷れいを養女にすると聞いた時には、兄貴の正気を疑ったよ！　ああ、訂てい正せいだ、今でも断言できるさあの男は確かに狂くるっていたと！」

「……そう、なんだ」

　アデライードは左手に生んだ半球状の力場で雷光を振り払い、同時に右手から放った力で強ごう引いんに跳ちよう躍やくする。

　本来想定されていたよりもはるかに強い力を受け、ばちり、という音とともに〝薔薇〟のひとかけらがはじけ飛ぶ。

「わたしのほうはね。……叔父おじさんのこと、嫌きらいじゃなかった」

「ああ、ああ、そうだろうさ！」

　ふっきれたように、ヨーズアは叫さけぶ。

「お前は良い子だよ、アデライード！　才を持ちながらそれに溺おぼれもしない！　神に愛され、人に愛されるべき少女だ！　この工房に留とどまらない、これからの人類に真に必要な人材なのだろうよ！　……しかし、だからこそ、お前自身は誰をも必要としていない！」

　煮にえた油をぶちまけるような音を立てて、〝薔薇〟を縫ぬいとる金糸が端はしから蒸発してゆく。「〝彩いろどれ〟」指令を発音しても反応がない、雷らい光こうを制せい御ぎよする機能が壊れた。

　アデライードの指先から、血が、飾かざり糸のように流れ飛ぶ。

　勇者ブレイブたちは魔力ヴエネノムと呼ばれる現象を介かいして聖剣カリヨンを制御する。それは生命力の負のコントロールであり、自ら少しだけ死に近づく行いであり、素人しろうとにはとても真似まねのできない芸当だ。〝薔薇〟はこの機能を再現するにあたって、着用者であるアデライードの生命の一部分、具体的に言えば血液を燃料として使っている。

　おそらくは、ヨーズアのあの〝籠手〟も、また。

（……叔父さん）

　机が、書しよ架かが、次々に砕くだける。

　壁かべ掛かけランプが次々と吹ふき飛ばされ、油と火とを辺りにぶちまける。弾はじける雷光が炎ほのおに勢いを足す。

　この木製の船体には、浸しん水すいを防ぐために、重い油が塗ぬりこめてあった。一応、簡単には火がつかないような加工こそ施ほどこしてはあったが、広がる炎の勢いはその上を行く。

　部屋が、炎に包まれる。

「ああそうだ、お前は天才だ、だからその隣となりには誰だれも立てない！」

　──天才、か。

　その言葉ひとつで、どれだけ壁を作られたことだろう。どれだけ孤こ立りつさせられたことだろう。理解を放ほう棄きされたことだろう。どうせ言葉も通じないのだと、違う生き物のように扱われてきたことだろう。

　その扱いには、もう、慣れている。

　けれど。そうやって突つき放された瞬しゆん間かんの寂さびしい気持ちには、慣れられない。

「だから……だから、お前には背負わせられなかった！　人を……穢けがし、壊し、塗り替かえる、その使命を！　知ればお前は独りでその道を行く！　聖歌隊を置き去りに、救いの歌を最後まで独唱するだろう！」

「何を……」

　目の前の男が何を言っているのか、アデライードには理解できない。

　ただ、叔父のその表情は、必死だった。その言葉は、本気だった。そのことだけは伝わってきた。

「お前には教えられなかった！　人類ひとは、世界は、滅ほろびに向かっている！　だから、どんな罪を背負ってでも見つけなければならなかった、人類ひとを棄すて、新たなるものと換かわって生きる道を！　それを、その使命を、私は世界樹に見た──」

　壁が、天てん井じようが、燃え落ち始めた。

　ヨーズアは無造作に腕うでを振るって、降り注ぐ瓦が礫れきを払はらいのけようとした──その瞬間、アデライードは手を伸のばす。ヨーズアの籠手の手首の近くに指を、流れ続ける自分の血を触ふれさせる。

「な」

「〝石せつ膏こうの林りん檎ごが時を刻む〟」

　それは、〝薔薇〟に組み込まれたキーワードのひとつ。本来ならば、危険に対する自動防御機能の制御を行うためのものだった。

　しかしアデライードの着けた〝薔薇〟は、もう半ば以上が崩ほう壊かいしていて、その命令を実行できるだけの機能を残していなかった。

　だから、その言葉に対して、ヨーズアの着用する〝籠手〟が反応した。着用者の血を吸い上げ、自身の機能を起動しようとする。

　しかしそこに、アデライードの血という異物が混ざった。聖剣カリヨンを模して造られたこの武器は、護符タリスマン同士の精せい妙みような相そう互ご干かん渉しようの上に成り立っている。デリケートなバランスの上にしか成り立たないそれは、ちょっとした歪ゆがみを抱かかえただけで、簡単に誤動作を起こす。

　音は聞こえなかった。

　その〝籠手〟はただ静かに、自分自身を縮小させ、ヨーズアの腕を圧あつ搾さくした。

「────────ッ!!」

　絶ぜつ叫きようを。

　痛みと怒いかりに迸ほとばしるヨーズアの叫びを、アデライードは顔をしかめて聞き流し、そのまま自分の両足で背後へと跳とんだ。

　天井が本格的に崩れ始める。熱波を避よけて目を細めた瞬間に、ぼやけたような視界の真ん中で、ヨーズアの姿が燃える瓦礫の向こうに消えて見えなくなった。




「──愛したいとは、思っていたんだ。兄貴の選んだ、お前のことを」




　聞こえるはずのない、言葉。

　おそらくは、幻げん聴ちようなのだろう。優やさしいそんな声が、聞こえたような気がした。

「知ってたよ、叔父さん」

　アデライードは囁ささやくように、その幻聴に答えた。

「でも……それだけしか、知らなかった。それだけしか、叔父さんのことを、わからなかったんだ……」
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　さらに幾いく度どか、リーリァは攻撃を仕掛けた。

　山をも砕くパンチだとか、物質の結合を破壊する一撃だとか、体の内側へ浸しん透とうして直接臓ぞう腑ふを破壊する打だ撃げきだとか。これまでに習い覚えた様々な攻こう撃げき手段を、効く可能性の高そうなものから順に叩たたき込んでいく。

　雲ひとつない星空の下、何本もの巨きよ大だいな水柱が立つ。何十という数の船が、激流の中の木の葉のように翻ほん弄ろうされる。

　そしてそのいずれも、翠すい銀ぎんの巨人には痛つう痒ようすら与あたえられなかった。

　巨人の背を追い抜ぬいた。そのまま距きよ離りをとり、港に降り立つ。

　振ふり返り、正面から巨人の姿を──水上を悠ゆう然ぜんと歩く姿を見る。

（全部まるで効いてない、というか、届いてない）

　おそらく、肉につ塊かいの集合体にあの巨人の姿をとらせている力が、そのままあの頑がん健けんさの正体なのだろう。そもそも「元気に生きて動いているリュシル」を模し続けているのだから、何があろうと傷つくことなどないという屁へ理り屈くつ。

　まずいな、と思う。

　手が尽つきたというわけではない。一度も使ったことはないが、傾けい国こく級クラスの禁きん呪じゆにもいくつか心当たりがある。あれらを使えば、あの『リュシル』相手でも確実に決着をつけられるはずだ。

　問題は、それらはどれも、ふだんの自分でもギリギリだろうというほど制御が難しいということ。そして、少しでも制御をしくじれば、対象だけでなく周囲にあるものもまとめて巻き込んで吹き飛ばすだろうということ。

（……最初から反動をあたし一人に集中させるように組めば、いけるかな）

　それは、悪くない考えに思えた。つまり、先日に吸血鬼ヴアンピリツクの呪じゆ詛そを相手にやったことを、今度は自分自身の放つ禁呪に関しても同じようにやろうというわけだ。

　違うのは、正規勇者リーガル・ブレイブのデタラメな許容力をもってしても、今度こそ耐たえきれないだろうということくらいで。

（いまこの体の中にある呪詛と相互干渉するだろうし、何が起こるか予想もできないな……たぶんさっくり死ぬか、よくても全身石化。呪詛が薄うすれて解呪可能になるまでに何百年もかかるやつ、とか……）




　──しょーがなかったで片付ける前に、せめて秤はかりにかけろ。

　──その場のノリで自己犠ぎ牲せいして許されるほど、安い身の上でもないだろうが。




　思い返されるのは、ししょーの言葉。

「そうは言うけどさあ。……しょーがない、としか言いようがないんだよね」

　ここには、自分しかいないのだ。

　正規勇者リーガル・ブレイブが戦わなければ、大勢の人が危ないのだ。

　いつだって正規勇者リーガル・ブレイブは一人きり。あまりに超ちよう絶ぜつで、あまりに凄せい絶ぜつなその戦場には、誰を伴ともなうこともできない。

　だから、一人で戦うしかない。

　一人で傷つき、一人で斃たおれることしかできない。

「寂しい人生だよね、まったく──」




「勇者様！」




「うひょうっ!?」

　油断していた。このリーリァ・アスプレイともあろう者が、至近距離まで近づいてきているその気配に、まるで気付けなかった。

　ひいはあ、と。

　もはや見慣れた感じに息を切らしながら、見慣れた女がすぐそばに立っている。

「シ、シリル？」

「よかった……合流できた……なんかもう、あちこち色々大おお騒さわぎになってて……生きた心地ここちがしませんでしたよ……」

　膝ひざに手を突き、頻ひん繁ぱんに息を継つぎながら、シリル・ライトナーは喋しやべる。

「海のほうからも……派手な音、しまくってましたけど……大だい丈じよう夫ぶでしたか……って、何ですかあれ……」

「あー」

　頭から説明しようとすると長くなる。簡潔に説明しようとしても難しい。なので、何もかもを投げ捨てるつもりで、

「あたしの大先せん輩ぱい、かな」

「……なるほど、なかなか器うつわとか、大きそうな方ですね？」

　軽口ついでに息を整えて、シリルは眼鏡めがねの下の目を細める。

「ゼルメルフィオル関係者で勇者様の先輩ということは、察するにリュシル・ザクソイトその人ってことですか。記録をもとに肉人形か何かで再現しようとしたけれどうまくいかずに暴走、っていう流れかと思うんですが合ってます？」

　ひとが説明放棄したことを、正確に読み取らないでほしい。

「となると、これ受け取ってきたのは正解でしたね」

　言いながら、シリルは背負っていた荷物を──白い布でくるまれた、大荷物を差し出してくる。

「めちゃくちゃ重かったです。明日は絶対に筋肉痛ですね、今から憂ゆう鬱うつです」

「……ありがと」

　受け取る。布を払う。

　見慣れた刀身が露あらわになる。四十一の護符タリスマンを組み合わせ、呪力線でつなぎ合わせることで形を縛しばられた、一振りの大たい剣けん。

　極位古聖剣セニオリス。

　現在人類が制せい御ぎよできる中で、もっとも強力であるとされる聖剣カリヨン──

「ありがと、ナイスタイミング」

　感謝の言葉を、もう一度繰くり返す。




　──浄じよう化か作業の途と中ちゆうで、いまちょうど、いろんな機能を麻ま痺ひさせた状態。

　──寝ねぼけてるから、きみのことがわからないはず。




　アデライードの言葉を思い出す。

　改めてセニオリスの柄つかを握にぎってみたところ、確かにちょっと感じが違ちがう気がする。

　軽く振るってみると、少しバランスが改善されていたりして、あの女頼たのまれてないところでまで良い仕事してやがると、関係ないところで腹が立ってきたりもする。

「……勇者様？　どうかしました？」

「ん。なんでもない」

　アデライードは、本当に腕うで利ききだ。

　護符タリスマンや聖剣カリヨンについての天才であり、常人には想像すらできないレベルでそれらを理解している。だからもちろん、その言葉は、確かに正確に現状を言い表していた。

　このセニオリスは、まだ本調子ではない。

　呪詛による穢けがれの影えい響きようは最小限に抑おさえられているが、そのために、本来備えている機能のいくつかが封ふうじられている。この状じよう況きようでは、その柄を握っているのが誰だれなのか、個人を特定することなどできないだろう。

　古聖剣はどれも気難しい、とされている。非常に限られた資質を持った人間にしかその力を引き出すことができない。そしてその資質とやらが具体的にどのようなものなのか、人間はいまだに特定できていない……ことになっている。

「んじゃ、行こうかセニオリス」

　呼びかけて──セニオリスに薄く、魔力ヴエネノムを通す。

　刀身がほのかに、青白い光を放ち始める。

　いつものように。

　これまでと、何も変わらないかのように。

「シリルは下がってて。巻き込まれると危ないよ」

「心配ご無用。言われるまでもなく、安全圏けんから応おう援えんだけするつもりです」

「そか」

　望んでいた回答だったはずなのだけど、こうも堂々と言い切られると、それはそれで納なつ得とくしづらいものがあるような。いや、ともかく今はそういうことを言っている場合ではなくて。

「とっ」

　近づいてくる巨人に向かい、岸を蹴けり、高く跳ちよう躍やくした。




　──寝ぼけてるから、きみのことがわからないはず。




（ああ、そうだ。あんたは正しいよ、アデライード。今のこのセニオリスは、あたしのことが見えていない）

　空気抵てい抗こうが、前まえ髪がみを容よう赦しやなく真上に撥はね上げる。

（けれど何の問題もないんだ。だってこの剣は、最初から、リーリァ・アスプレイのことなんて認にん識しきしていないんだから──）

　くるりと体を回転させて姿勢制御。通りすがりの大型船のマストを蹴って、方向転てん換かんしながら高度の確保。船が思い切り傾かたむいたけれど、転てん覆ぷくはしなかったからよしとしよう。心の中だけで謝っておく、ごめんなさい。

（ゼルメルフィオルだけじゃない。セニオリスも同じ。たった一人きりしか主を知らない。たった一人きりしか認識できないし、その力を託たくせない。けれどセニオリスは、例外を作った。その一人によく似た相手であれば、それは正しい使い手だと自ら誤認して、その柄を許すように機能した──）

　翠銀の巨人の、『リュシル』の頭上に出た。

（理由はわからないけど、ありがたい話）

　巨人が、ゆっくりとその首を動かし、こちらを見た。先ほどまでとは違い、その身に危険を及およぼせるものだと気づいたのだろうか。

　まずい、と思う。

　まともに回かい避ひなり防御なりをされれば、当然戦いは長引くことになるだろう。古聖剣を携たずさえた正規勇者リーガル・ブレイブ同士の戦い、長期戦となれば周辺への被ひ害がいは甚じん大だいなものになるはずだ。

　光が、

　超特大の織物を夜空に広げたかのように、無数の光の模様が、リーリァの背後から広がった。重さも実体もないのだろうそれは、生き物のように身をうねらせると、巨きよ人じんの全身に絡からみついた。

　呪蹟ソーマタージ。密度と規模からして、戦略兵器として運用できる規模の──石造りの塔とうをひとつ握りつぶせるくらいの威い力りよくのものだ。

「シリル!?」

　振ふり返るまでもなく、あの眼鏡のそばかす女がどんな顔をしているのかはわかる。つまらなそうに、無感動な目をして。ついでに「有言実行、安全圏からの応援しかしてませんよ」みたいなことを言っているのだ多分。

　巨人は鬱うつ陶とうしそうに一度身を震ふるわせると、光の束そく縛ばくを力任せに振りほどいた。

　夜の黒い海の上に、蛍ほたるのような白い光の破は片へんが、ぱらぱらと降り注ぐ。

　それが、致ち命めい的てきな隙すきとなった。

（セニオリスは、リーリァ・アスプレイを認識してない。だから、寝ぼけようが忘れられようが、関係ない。──最初の使い手、本来のマスターとよく似た人間が柄を握ってさえいれば、問題なくその力を貸してくれる──！）

　巨人の頭部に、セニオリスを、槍やりのように突つき入れた。

　大剣の刀身に、幾いく筋すじもの、細い罅ひびが入る。罅からわずかな光があふれだす。

　極位古聖剣がひとつ、セニオリス。正しい使い手の振るうその刃やいばに貫つらぬかれれば、相手が何者であっても、強制的に『死者』へと変えられる。

　生きた人間を模も倣ほうし続けようとしているゼルメルフィオルの力とは、真逆の作用。力と力が正面からぶつかり合う。そのことを痛みとして感じでもしたのか、巨人が空を仰あおぎ、全身を震わせる。無む貌ぼうのその顔からは何の音も発せられることはなかったが、おそらくそれは、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようのようなものだったのだろう。

「──本物の先輩相手じゃ、こうはいかなかったんだろうけど」

　勝利は、セニオリスのものとなった。

　巨人は、かつての勇者ブレイブを模した巨人であったものは、静かにその形を失った。

　無数のぶよぶよした屍し肉にくにばらけて、海上に降り注ぐ。

　全身の力を使い切り脱だつ力りよくしたリーリァは、そのまま同じ海中に落下する──のはさすがにごめんだったので、気力をかき集めて体勢を立て直すと手近な船に着地した。

「偽にせ物もの同士ってことなら、負けるわけにはいかないんだよね」

　波間に、何かが煌きらめくのが見えた。

　透すき通るような黄金色の大剣。おそらくはあの巨人の中に埋うめ込まれる形でずっとそこにあったのだろう、騒そう動どうの元げん凶きようたるゼルメルフィオル。

　見えていたのは一いつ瞬しゆんだけのことだった。偽いつわりの使い手を失ったそれは、すぐに波間に沈しずみ、消えてしまう。
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　自分自身の咳せき込む声を聞いて──

　エマ・コルナレスは、ぼんやりと目を薄うすく開いた。

　意識は霞かすみがかかったようにぼやけていた。自分がどういう状況にあるのか、どういう経けい緯いでここにいるのか、まるでわからなかった。それらについて疑問を抱いだくような心の余よ裕ゆうすらなかった。

　ただ、ひとつだけ。きっと自分は助からないだろうと、エマは感じていた。世界を焦こがすような炎ほのおの熱が、水に溺おぼれる時のような息苦しさと煙けむりが、少女に絶望を受け入れさせていた。

　さて、死はもう仕方がないとしても、そうなると心配になるのは猫ねこたちのことだ。

　たくましい子ばかりではあるけれど、自分が戻もどらなくてもあの小屋で元気にやっていけるだろうか。自分たちで獲え物ものを見つけられるのだろうか。できれば、せめて、新しい飼い主でも見つけて賑にぎやかに過ごしてほしいなと、そんなことを考えていた。

（……あれ……？）

　既き視し感かん。

　いつだったか、遠い昔にも、自分は今のようなことを考えたことがあるような気がする。あれはいつのことだったか。そして、誰を思ってのものだったか。

　炎が一度、大きくゆらめいて。

　ぼやけたままの視界の隅すみ、金きん髪ぱつの少女の横顔が、一瞬だけ見えて。




「おねー……ちゃん……？」




　どうして、そう思ってしまったのか。

　そんなわけが、ないのである。

　エマの姉であるオルテンシア・コルナレスは、金髪ではなかった。病びよう床しようの妹エマを救うために自分自身を奴ど隷れいとして売った。遠いどこかの誰かの家に買われていった、だから二度と会えないのだと聞かされた。

　そう知っていたのに。わかっていたのに。

　曖あい昧まいなままの意識は、エマに理性的な思考を許さない。

「おねーちゃん……そこに、いるの？」

　少女の横顔が、少しだけ驚おどろいたように歪ゆがんで。

　どこか自じ虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮うかべて、そっぽを向いて。

「いないよ」

　そう、つぶやくように言った。

「え……」

　エマの手が、優やさしく握られる。

　燃え盛さかる炎の中にあって、それでも、その手の温かさははっきりと感じられる。

「あなたの姉は、もうどこにもいない。名前も姿も変わってしまった。敵も多く作ってしまった。何があっても……過去には戻れない体になってしまった」

　突き放すような言葉。けれど、どこまでも優しくて、どこか涙なみだを湛たたえたような声。

　手を、握り返した。

「それに……ごめんね。約束、もう、守れそうにないかな」

　それは、どういう意味の言葉なのだろう。

　エマの意識が薄れて、今度こそ、消える。





５．届かない手を伸のばして、摑つかんだものは






　見み憶おぼえのある船が、燃えている。

「……は」

　何があったのか。

　どうしてこんなことになったのか。

　誰だれかが火を放ったのか。あるいは事故によるものか。

　前者だとしたら、それは誰か。

　後者だとしたら、いったい何がきっかけでそんなことになったのか。

　──答えのない謎なぞ解ときに向かおうとする自分の思考に、リーリァは気づいていた。原因を知ろうとする、考えようとする、それはつまり足を止めるための言い訳づくりだ。これ以上は前に進んでも意味がないのだと自分に言い聞かせるための。

　炎は激しくて。

　船はもう、原形を留とどめていないほどに崩くずれていて。

　その中に誰かが残っていたならば、もう、生きているはずがなくて。

「エマちゃん……アデライード……」

　つまり、その二人が、自力で脱出できていたとは思えなくて。

　膝ひざが折れそうになる。

　この感覚に覚えがある。いや、よく知っていると言ってもいい。

　いくら「大陸最強級の強大な戦力」こと正規勇者リーガル・ブレイブであっても、手の届かないところまでは守れない。最終的な国や世界への被害を抑おさえるという、巨視的に最も大事な目的を達成することはできても、もっと小さなものは簡単に取りこぼしてしまう。

　大きなものしか守れなくて、守りたいものを守れない。

　いつものことだ。

　泣きたくなるくらいに、いつもどおりのことなのだ。なのに。

「…………」

　涙が流れて、襟えりの上に落ちて。




「──さっきのは見事だったね、リーリァ・アスプレイ」




　緊きん張ちよう感かんのない声を、かけられた。

　聞き覚えのない声だと思った。

　こっそりと目をぬぐいながら、ゆっくりと振り向いた。見覚えのない男が立っていた。三十がらみ、無ぶ精しよう髭ひげを生やしている、ゆったりとした服の上に簡単な革かわ鎧よろいを重ねている。腰こしには凝こった拵こしらえの曲刀を佩はいて、背には粗あらい布で包んだ大きな剣けんを革のベルトで固定していた。

「連れが心配ないっていうから任せたけど、まさかあそこまでの相手に、一いち撃げきで勝負をつけられるなんてね。正規勇者リーガル・ブレイブの本気の戦い、いいものを見せてもらった」

　この船の船員、ではない。こんな、隙のない達人めいた立ち姿を見せる船員が、そうそういてはたまらない。

　ぼんやりと、頭に男の名前が浮かぶ。たしか、

「ナヴルテリ・テイゴザック……？」

「おや。名前まで覚えていてもらえたとは光栄だ」

　微笑みを浮かべたまま、慇いん懃ぎんに一礼する。

　帝てい都との教会で見かけたことがある。元冒険者アドベンチヤラーの、準勇者クアシ・ブレイブの一人。飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの、いかにもつかみどころのなさそうな男だという印象を受けていたが──いや、そんなことよりも。

「何、してるの、こんなとこで」

　リーリァの思考が止まっていた。自分がどういう感情を抱かかえていたのかも忘れて、半ば呆ぼう然ぜんとなり、そう尋たずねていた。

　ここは、正規勇者リーガル・ブレイブの戦場だ。自分独りで戦い、勝利し、そして喪うしなう場所のはずだ。なのにどうして、この男はここに立っているのか。

「海うみ蛇へび狩りの時季が近いからって、教会の指示で派は遣けんされてきたんだよ。時季的にはまだ少し早いらしいんだけど、嵐あらしが近づくと船がなくなりそうだったしさ」

「そうじゃなくて……」

「ん？　ああ、そういうこと？」

　男、ナヴルテリは視線を燃える船のほうに向け直して、

「今ここで何をしてるかって話なら、人待ちだよ。そろそろ連れが人助けから帰ってくるはずだから、せめて迎むかえるくらいはしようかなって」

　自分は何を話しているんだろう、とリーリァは思う。

　こんなところで雑談に興じている場合でも、そんな心境でもないはずなのに。

　緊張も。焦しよう燥そうも。喪そう失しつ感かんも。不思議なくらいに、この心の中から抜ぬけ落ちてしまっている。目の前の男が何かをしたのかとも訝いぶかってみるが、どうやらそういうことでもないように思える。そんなことよりももっと単純で、もっとわかりやすい理由があるはず。

　何も心配など要いらないのだと。恐おそれていたようなことは起きていないのだと。理り屈くつではない何かで、自分はもう、納なつ得とくしてしまっているのだと。

「──よし、もう目ぇ開けていいぞ、安全なところまで来たからな」

　どこかで聞いた、いや、聞き慣れた少年の声。

「あー、無理に喋しやべろうとするなって。けっこう煙吸ったんだろ、しばらくは動かないで回復につとめてだな──」

　声とともに、足音が近づいてくる。

　船の側面に取り付けられた階段を、誰かが上ってくる。

　ひょっこりと。どこかで見た顔が、舷げん側そくから覗のぞく。

　こちらを見る。

「──うげ」

　それが、第一声だった。

　それは、黒くろ髪かみの少年だった。

　まだ小こ柄がらなその体に、二人の少女、つまりはアデライードとエマを、抱えている。正確には、エマを腕うでに抱だき、アデライードを背負っている。アデライードの長い足を甲かん板ぱんに引きずりそうなその姿には、どこか出来の悪いジョークのような、現実味の薄うすさがあった。

「ヴィレ……ム？」

　呆然と。

　リーリァは、その少年の──兄あに弟子でしの名を呼んだ。

「なんで……いるの、あんた」

「そりゃこっちのセリフだっての。なんでいるんだよ、リーリァ」

　そっぽを向いて、どこか恥はずかしそうに、兄弟子は問い返してくる。

「俺は、海蛇狩りの使命受けて来たんだからな。何もやましいことなんてねぇぞ。苦情があるなら、全部あの法衣のハゲどもに言え」

「そうじゃなくて」

　ナヴルテリが、にやにやと笑っている。

　少々むかつく顔だったが、気にしてなどいられない。今はそんなことよりも。

「怪け我が、してるの？」

　少年の体は、あちこち、血で汚よごれていた。

「はは、ミスっちまってな。梁はりが降ってきたのを避よけきれなかったり、焼けた柱を持ち上げるはめになったりだ。死にゃしねぇよ、みっともねぇけど」

　力なく笑いながら、少年は、二人の少女を甲板に下ろす。

「……あー、っくしょぅ。お前はあんなデカブツ止めて、思いっきり大勢を守ってんのにな。俺ぁこの通り、どうにかこうにか二人助けただけでこのザマだ」

　そのまま、両手両足を広げて、自身も甲板に背を投げる。

「ほんと、なんでこんな弱よえぇんだろうな、俺ぁ」




　ああ。

　ああ、もう。




　敬意とか。嫉しつ妬ととか。……ほんの小さな好意とか。

　湧わき上がってきたそんな気持ちを、全部まとめて、そっと心の小箱に封ふうじ込める。

　もうそろそろいっぱいで、今にも中身があふれ出しそうな小箱ではあるけれど。それでもなんとか、堅かたく固く、鍵かぎをかける。

「贅ぜい沢たく言うもんじゃないでしょ。人には似合いの舞ぶ台たいってもんがあるんだから」

　表情を作る。

　いつもの顔。この少年の妹弟子、意地悪で生意気で高こう慢まんな少女、今代の正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイとしての、小こ憎にくらしい顔を。

「あんたは、あんたの手の届くところを守ってればいい」




　──あたしは、あたしの手の届くところしか守れない。




「あんたの手が届かないところは、あたしがやるからさ」




　──だから、届かないところを、あんたに甘えてもいいのかな？




「……納得できっかよ」

　少年は、拗すねたようにそっぽを向く。

「あはは、そう言うと思った」

　この兄弟子ならば、そう言うだろうと思った。

　言ってくれるだろうと思った。

　才能に溢あふれているわけでもなくて。運命に選ばれているわけでもなくて。ろくな聖剣カリヨンを扱あつかえなくて、だからもちろん、戦う力では正規勇者リーガル・ブレイブには遠く及およばなくて。

　それでもこの少年は、まだ、何も諦あきらめていない。

　無様にもがきながら、あがきながら、リーリァの横に立とうとしている。

　できるはずがないのに。無む駄だに終わることが見えているのに。そのことがわからないほど、頭が悪いわけでもないはずなのに。立ち止まることができない。

　なぜなのか。どういう思いがそこまで彼を駆かり立てるのか。それを考える時、ひとつしか答えは思い浮うかばない。

　この少年は、身の程ほど知らずにも、このリーリァ・アスプレイをこそ守ろうとしてくれているのだと。だから、手の届くところしか守れないその身で、ちぎれてしまいそうなほどに力いっぱい腕を伸のばしているのだと。そんなことのために、人の限界をも超こえる力を求めているのだと。

　そう思うと、つい、

「……あんたって、やっぱりさ」

「ん？」

　いつかと同じようなことを、言ってしまう。

「生きるの、へたくそだよね」

　ぐ、と。やはりいつかと同じように、少年は息を吞のんで押し黙だまる。

　その顔を見て、リーリァは小さく笑った。





Ｘ．神片精霊カイヤナイトの願望（３）






　これは、遥はるか過去の物語。

　精霊に願いを託たくした老人と。

　老人に願いを託された精霊との。

　──二人の旅の終わりの記き憶おく。
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　微睡まどろみから、醒さめて。

「カイヤ？」

　老人はすぐに、道連れの愛あい称しようを呼んだ。正しくはもちろん「カイヤナイト」なのだが、〝古くを識る者セニオル〟のパートナーの名としてはこの短い名のほうが人々の間に広まってしまった。

　返事はない。

　いつもならば、すぐに枕まくら元もとに顕けん現げんして『願いを言う気になったか』などと言い出していたところだが、今回に限っては、その気配すらない。

（──ああ、そうだったな）

　昨夜のやりとりを思い出す。

　昨晩、眠ねむりに落ちる前に、自分自身の願いを叶えろなどと言って、自分が突き放したのだ。願いの精霊の在り方を、根本から侮ぶ辱じよくするような扱あつかい。呆あきれただろうし、怒おこっただろう。少なくとも、愛あい想そは尽つかしてくれただろう。

　自分たちの関係は、もう、終わったのだった。

　願いを待つ精霊と、願いを待たせていた旅人は、もういない。ここにいるのは、願いの権利を使い果たした、孤こ独どくな老人が一人だけだ。

　だから、ここからの自分は、一人だ。

「……へっ」

　遠い昔、独りに慣れていたこともあった。まだ青年だったころのことだ。危険すぎる戦いを繰くり返していた当時、彼に随ずい行こうできる人間などほとんどいなかった。

　あのころの感覚を思い出そうと思った。

　誰だれかを巻き込むこともなく、誰かの死に怯おびえることもなく。ただ一人きりで、最後の戦いに、挑いどむのだと。

（さあて）

　毛布を撥はねのけ、身を起こす。

　一歩この洞どう窟くつから出れば、死し闘とうの再開だ。

　赤しやく銅どう竜りゆうニルギネルゼンは頑がん丈じようで強きよう靭じんで、そしてそれ以前に自分たちと同じような死を迎むかえることがない存在だ。通常の武器で殺すことはできない。だが、「相あい討うちくらいには持ち込む」と言ったのも噓うそではない。生きて帰ることを諦あきらめるなら、まだ戦う術すべはある。

（行きますか、と──）




　荷物を手た繰ぐり寄せようと視界の外に伸のばした手が、何か別のものを摑つかんだ。




「──ん？」

　それは、剣けんの柄つかだった。

　そんなはずはない、という思いが脳のう裏りをかすめた。手持ちの武器はすべて、昨夜の戦いで遣つかい果たしてしまったはずだと。

　そして同時に、奇き妙みような確信が、心の内に湧わいてきた。これは確かに、ここにあるべくしてある剣なのだと。

（いや……そんな馬ば鹿かな……）

　首を回して、自分の手が何を摑んでいるかを確かく認にんする。

　二つの確信はどちらも正しく、そしてどちらも間ま違ちがっていた。

　剣など、ここにあるはずがない。事実、そんなものはなかった。

　代わりに、剣に似た形の何かが、当たり前のようにして、そこにあった。

「は……？」

　一いつ般ぱん的に儀ぎ礼れい用・対人戦闘用に使われる長剣よりは、明らかに大ぶりだ。人の背せ丈たけに迫せまるだけの長さがある。柄も長く、明らかに両手で振ふるうように出来ている。

　異様なのは、その刀身の構造だった。

　通常、剣というものは、ひとつなぎの金属塊かいから打ち出すなり削けずり出すなりして造り上げるものだ。しかし、これは違う。握にぎりこぶし程度の大きさの鋼片を、何十個も集めてつなぎ合わせて、まるで無理やり組み上げた組木細工のように、剣の形を作っている。

『これが我が望みだ、勇ましき者ブレイブにして、老いた賢人セニオルたる者よ。悲しき道を、寂さびしき道を、胸を張って歩む者よ』

　声が。

　残ざん響きようのように遠く消えかけた囁ささやきが、どこかから届いた。

「カイヤ!?　……お前、まだ……」

　まだここにいたのか、という言葉は最後まで口にできなかった。老人は気づいていた。あの願いの精せい霊れいはもう、どこにもいない。

　この声は、ただの伝言だ。

　既すでに決まった過去からの、残響だ。

『其方そなたが旅の道連れを望んだならば、我は、その先を望もう』

「……カイ、ヤ……」

　老人の目が、刀身の根に近いところを捉とらえた。そこには、淡あわい色合いの石片が──藍晶石カイヤナイトの欠片かけらが埋うめ込まれている。

　見覚えがある。剣を形作る金属片にも。この藍晶石カイヤナイトの蒼あお色いろにも。

『其方を想おもう四十一の祈いのりとともに、そして其方自身の一つの願いとともに、これからの旅を共に歩むことを願おう』

「……お前……お前、なぁ……」

　別れには、慣れていた。

　孤独にも、慣れていた。

　けれど、結局これは、別れではないのだ。これからの自分は、孤独でもないのだ。だから、老人の視界が歪ゆがんだのは、そのどちらとも違う理由によるもの。

　熱いものが、老人の瘦やせた目め尻じりからこぼれ落ちる。

『守りたいと願ったものを守れず。帰りたいと願った場所へ帰れず。願いを持つ心が涸かれて、なお前へ進む者よ。世界で最も不幸だと囁かれながら、自らの幸せを見出し胸に抱く者よ。これからの戦いを、我等全員が支えよう。そう──』

（……ああ）

　藍晶石カイヤナイトが色を失い、透とう明めいな水すい晶しよう片へと変わってゆく。

　願いの力が、役目を果たして消えてゆく。

　神片精霊カイヤナイトは、もういない。願望を現実に重ねるその力を、自身に対して行使した。自分自身のこれからの在り方を、自分の意志で定め、選び取った。




『この〝セニオルの剣セニオルズ・ソード〟は、そのために生まれたのだから──』




「──ったく、よぉ」

　目元を覆おおい、老人は薄うすく笑う。

「俺なんざにもったいねぇくらい、良い相棒だよなぁ……」

　立ち上がる。

　遠く、竜の咆ほう哮こうが聞こえた。怒っている。そして、苛いら立だっている。

「おっと。お客さんが焦じれてやがる」

　洞窟から一歩でも出れば、赤銅竜に気づかれる。そこから先は、完全な死地。生きては帰れない戦いの地。そのはずだった。

「はいはい、今行きますよっと」

　散歩にでも行くような足取りで、老人は歩き出す。

　洞窟から踏ふみ出す。強大な敵意が、標的を見つけて殺意に変わる。風が止やみ、それとは違う理由で木々が震ふるえ出す。

　朝日が眩まぶしい。老人は目を細める。

　手の中の〝剣〟を軽く振るう。ふぉん、と空を切るかすかな音。

「そんじゃまあ。さっそく、力を借りるぜ、相棒！」




　　　　[image: ]




　それからの彼らの旅路を、史書は語らない。

　ただ、現代に今も残される一振りの剣が──今はセニオリスと呼ばれるその剣が、彼らが確かにそこにいたのだという証あかしとして、今も残されているだけである。
















　ぐるぐるぐるぐると布で巻かれたゼルメルフィオルは、剣というよりも、ほとんど新種の繭まゆのようにしか見えない姿を晒さらしていた。

「ここまでやる必要もないだろうに。無理に起動しようとしなきゃ、剣に喰くわれることもないはずだけど」

　宿の個室。

　無ぶ精しよう髭ひげの準勇者クアシ・ブレイブ、ナヴルテリがぼやくように、独りそう漏もらす。

　自分が責任をもって讃さん光こう教会に持ち帰る、封ふう印いんの中に戻もどす──そうナヴルテリが主張し受け取ってきたものだ。アステリッド工こう房ぼうの責任者は抗あらがわなかったし、正規勇者リーガル・ブレイブもまた「自分はまだしばらく教会に戻れそうにないから」と任せてくれた。

「──人間を過去の勇者ブレイブに作り変える技術。いや、目的は人間を違ちがう存在に作り変える手段のほうか。それが、君が目指した救いの道だったんだな、ヨーズア・アステリッド」

　独り言。

　誰だれもいない部屋の中、それでもそこにいない誰かに投げかけるような言葉。

　雲が出てきたのだろうか、窓の向こうの太陽が翳かげる。

「その道を選んだ罪は赦ゆるされない。君もそんなものは求めてはいないだろう。だが、君にそこまでさせた絶望の深さは認めよう。道は違えど、僕たちは結局同じものだ。絶望を知り、絶望に囚とらわれ、絶望に向かって虚うつろな聖歌を捧ささげている──」

　ナヴルテリは静かに目を閉じる。

　自らが音を出すことを止めれば、世界に溢れる音がより強く耳に届く。窓の向こう、おそらくは大学が近いのだろう。若い学生たちが何やら盛り上がりながら往来しているのが聞こえる。課題の理り不ふ尽じんさ、新しく出てきた論文の難解さ、アステリッド工房から発表された新しい護符タリスマンがよさそうということ、教授の頭とう髪はつの減り方について。

　未来そのものの話であったり、未来へつながる現在の話であったり、未来を知るための過去の話であったり。つまり総じて言えば、それらはすべて、未来の話だ。

　未来はまだ、どこにもないもの。だからこそ、どうとでも語れるもの。

　定められた未来を、絶望を知らない者だけが、そうやって空想に遊ぶことができる。

「──いつか灰色の砂原でまた会おう、同志よ」

　そう、ここにいない男にひとことだけを捧げて。

　それきり、言葉を断たつ。
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　エマ・コルナレスは、あれからずっと、眠ねむり続けている。

　とはいえ、体のほうには特に異状が出ていない。医者の見立ては「精神的なショックだろう」「そのうち目を覚ますはずだから心配はいらない」だった。

　無理もない、というのが関係者の共通した感想だった。

　海辺で平和に生きていた一いつ般ぱん市民にとって、今回の体験はこの上なく重いものだったはずだ。無理をせず、ゆっくりと心を休めるべきだ、と──その声に対して、誰一人、反対する者はいなかった。




　　　　[image: ]




　さて、アデライード・アステリッドの話になる。

　怪我と衰すい弱じやく、さらには家族を失ったショックなどで、完全に元気を失った。病室に叩たたき込まれ、白いシーツの上で天てん井じようを眺ながめる日々である。

　もちろん、セニオリスの浄じよう化かは中断したままだ。

　そうなると、リーリァはバゼルフィドルを離はなれるわけにいかなくなる。本来想定していたよりも長い逗とう留りゆうになりそうだと、シリルは重く息を吐ついていた。

「義父さんパパは完かん璧ぺきな悪人だったけど、叔父おじさんはそうでもなかったんだ。基本は善人。気が弱くて、人が好よくて。だからアステリッドの汚れ役として役割を求められたら、なんだかんだで果たせちゃって。そんな人だったから、きっと……」

　細い声でそこまで語ったところで、力なく首を振ふって、

「ところで、弟が欲しいんだけど？」

「どういう話題転てん換かんだ」

　見み舞まい客、リーリァはうめいた。

「シリアスな身の上語りだと思ったから、空気読んで静かに聞いてたのに。あんたの頭ん中でどうつながってんだそのふたつ」

「うん、自分で言うのもなんだけどあんまり脈みやく絡らくない。でもまったくの無関係ってわけじゃないんだよと一応言い訳もしておく」

「だから意味わかんないってぇの！」

　病室で大声を張り上げるわけにもいかない。そんな常識に押さえ込まれ、小声で叫さけぶ。

「弟っていうか、弟で子しっていうか。ヴィレム君。助けられたお礼ってわけじゃないけど、彼に教えたいことがあって」

　そうだろう、ああそうだろう、あいつの話なんだろう。わかってた。

　あれは、才能のない男だ。自分自身の発想や研究で技術の地平を拓ひらくことができないやつだ。それにも拘かかわらず、前に進むことをやめられないやつだ。そのために、前を進む者たちの背中を、どこまでもまっすぐに追い続けてくるやつだ。

　その姿は、傍はたから見ればとにかく危なっかしいのだ。

　何らかの技術を身に付け、それに依よって生きている人々は、彼を見るとすぐに何かひとこと言ってやりたくなるのだ。

「……技術屋のあんたが、準勇者クアシ・ブレイブ様に何を教えるってのさ」

「聖剣カリヨンの調整技術、の、普ふ通つうの技術屋にはできない応用編」

「何それ」

「帝てい都との工房で基き礎そを教わったって言ってたけど、工房の外で調整するみたいな裏うら技わざにはまだ行きついてないみたいだから。最終的には本人の根気と集中力次し第だいだけど、そこに行きつくまでなら、わたしにも入れ知ぢ恵えくらいはできるかなって」

「何それ」

「いやだから、聖剣カリヨンを自分で──」

「じゃなくて。なんでそんなこと教えようとするわけ。それって企き業ぎよう秘密レベルの何かだよね、会ったばっか同然の相手になんで託たくそうとするわけ」

「──自分が失敗したばっかりだから、かなあ」

　またわけのわからないことを、なぜか遠い目で言う。

「わたしの隣となりから、叔父おじさんはいなくなっちゃったから。彼には、ちゃんと、誰かさんの隣にいてほしいなとか。そのための理由と手段くらいは持っててほしいなとか。そういうおせっかいをしたい気分」

「あんたね」

「だからそんな心配しなくても、愛いとしい兄弟子くんを取っちゃったりはしないから、ね」

「あんたね!?」

　今度は大声が出てしまった。病室だということを思い出し、慌あわてて口をふさぐ。

　あははは、とアデライードが楽しそうに笑う。

　傷に響ひびくのだろう、脂あぶら汗あせをにじませながら、それでもやめようとしなかった。




　その病室からは少し離はなれた宿の一室。

　置きっぱなしの荷物の山の片かた隅すみで。

　小さく開いた窓から吹ふき込む風に煽あおられたか──黒い髪かみの少年を模した人形が、まるで何かに呆あきれたかのように、かくんと首を曲げた。








あとがき









　終わりかけた世界。自分の物語を終えたはずの青年元勇者。そして、終わりに抗あらがうために自ら終わろうとしている少女たち。

　未来という言葉がもはや空くう虚きよにしか響ひびかないはずのその場所で、人々はそれでも今日きようを一いつ生しよう懸けん命めいに生きて、明日あすに向かって精せい一いつ杯ぱい手を伸のばす──

　そんな感じにしっとりお送りしていたような気がする『終末なにしてますか？　忙いそがしいですか？　救ってもらっていいですか？』シリーズ全五巻と外伝一巻、および『終末なにしてますか？　もう一度だけ、会えますか？』シリーズ現在七巻以下続刊、角川スニーカー文庫さんより好評発売中です！




　──今回はタイトルに「異伝」とくっついているので、元の作品をまるで知らないまま手にとられている方はほとんどいないと思われますが、いちおう念のための全力コマーシャルから入りまして。

　いろいろお待たせしました、枯かれ野の瑛あきらです。前述シリーズを進めていく中で、たくさんのリクエストを頂いていた（自分でもいつか書いておきたいと思っていた）、リーリァ・アスプレイにスポットを当てたエピソードをお送りします。

　戦せん闘とうでは苦労することがないレベルでめちゃくちゃ強い主人公が、大活かつ躍やくしたりしなかったりするお話です。うそはついていない。




　いちおうリーリァは、既すでに一度、ＥＸでライトを浴びています。ですが、あれはあくまで外伝としての物語。本編のエピソードありきのお話でした。

　今回のものはそれと少し趣おもむきを変えまして、ＥＸよりも少し前の時代……十三歳の彼女の物語を、本編からは独立した一連のエピソードとして追っています。なので「外伝」ではなく「異伝」を冠かんし、かつ、ここまで２シリーズ通して使ってきた「終末なにしてますか～すか？」という形式も踏とう襲しゆうしませんでした。

　今回の話のあと、眠ねむるあの子はどうなったのかとか。どういう経けい緯いであの「勇者様御ご一行」が揃そろうことになったのかとか。星神ヴイジトルスとの戦いの後のリーリァがどうなったのかとか。本編では語られていなかったそのあたりのエピソードまで、いつか追っていけたらいいなと思います。

　……はい。そういう予定があるわけではなく、いいなと思ってるだけです。

　あんまりこっちにかまけて本編を止めるわけにもいかないので、その辺りの予定は今のところ未定です。全部私の筆の遅おそさが悪いんです。ごめんなさい。




　そういうわけですから、次は、『もう一度だけ、会えますか？』の八巻の予定です。そんなにお待たせせずにお届けできるといいな、と星に願いながら作業中です。きっと大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫。




　それではまた、懐なつかしいあの空の下でお会いしましょう。





二〇一九年　春




枯　野　　瑛









（あ、ＥＸの時のあとがきでちょっと触ふれた「擬ぎ人じん化かセニオリスちゃんが酒飲んで愚ぐ痴ちるだけのコーナー」は、今回もめでたく没ボツになりました。今回の話がアレだったので、容よう赦しやなく長くなりそうでしたしね！　しょうがないですよね！）



















終しゆう末まつなにしてますか？異い伝でん

リーリァ・アスプレイ








枯かれ野の 瑛あきら





角川スニーカー文庫





2019年6月1日　発行





©Akira Kareno, ue 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『終末なにしてますか？異伝　リーリァ・アスプレイ』

2019年6月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p104-105.jpg
J_
[SC]
o

|

BOEDED
-in the heart of the

F






item/image/p012-013.jpg
FXEOECZDHF T,

- beautiful world:-






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		『勇ましき弱者の戦い』 - their inferiority complexes -



		『太陽の輝くこの世界で』 - beautiful world -



		『海の上の島の中の』 - in the heart of the sea -



		『この日々が終わっても、きっと──Ａ』 - senior's sword -



		『壊れた懐中時計』 - indeterminate future -



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
R

e
113+
=+ 0|
gl igt SH

“





item/image/p186-187.jpg
DERL#EDH>TH, 2
s sword

-

F-

senior!'





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/titlepage.jpg
BREIC b'(i'd'?)"ifi
U=z FATLA

FEF B

NAZ—H—XE
21650






item/image/p004-005.jpg
TEZLEHEDE L,

- their inferiority complexes -






item/image/kuchie-001.jpg
WD v L=< H240R 50 &0
BRAT TR SR 0. 200°

N
ﬁﬁ¢@%;0%jmmﬁnﬂui
BB S+ 9H D S EHWENRM S
IR Q=P E 5D QR0

/

nat THESENE

HIBSH S 2R NIRRT o 127
FIRF S DU NI 3 S H IRV
FIEHF S L PO Lo LEH N

N IR < 40 R SR
RO M) 2 O\ 50





item/image/toc-001.jpg
FZoBHAD#EH>TH, E2b—Ay

- senior's sword -

P.186

AR LT = =207 EYR

Do you have what THE END?
Episode.Braves

1)=Yr-

TAHEA

contents

FENI-BPRE

- indeterminate future -

P.272

TEZLEHEDE L

- their inferiority complexes -

P.004

HEHE
P.280

TRBDESZOHER Ty

- beautiful world -

P.012

FEOLEDEDHD,

- in the heart of the sea -

P.104






item/image/gaiji-cid776-m-v.png





item/image/allcover-001.jpg
=R
)

e BERIATEL

)
3
o
°
B
<
B

152+ ue

WERTIUTY .

U—U7 - PRIVA DR E=F
URICRIEERS SN ERBEDS L. (5
AEDT, PoEDE, £XBD, N2 Z
R&Rl NEEFETDEVSEREEAS
BEICHTIOT EEFDEVTHFIC. 8
WEBRE TN S, BN B T
U—U 7 HBTT O H U< BEEEE L.

3ol i

Akira Kareno

E 53 ﬁ FoMEBRIC U ERSICLTEIN 7]
JU—ZDSHHND. VONERTH LK
inustration U Q > T, VEZEEDBEEALCDYEE.

=B

P eI -
D=FYL L DI NIIFT 49 R FNA=—H

B —S— 1N





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/p272-273.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
Do you have what THE END?

Episode;Braves






item/image/kuchie-003.jpg
DM RS LB G S,

Y #RERIS 20
OO0 B 5
M RNR2KSE

it S B SR

TROT L) KHKED
QR K T
LML QR0 M






